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　つま先で引っ掛かけただけの靴くつが水みず溜たまりを思い切り踏ふみつける。

　圧力に負けて盛せい大だいに飛び散ちる泥どろ水みずとその瞬しゆん間かんの音が心ここ地ち良よい。

　彼女はとても上じよう機き嫌げんだった。

　下へ手た糞くそなスキップの帰り道。

　北の山から村の中心を南へと一直線に通り抜ぬけていく川には貧ひん相そうな土ど手てがあって、そこが少女の通学路だった。高さが三メートルほどしかないそこを境さかいに右手には川が、左手にはびっしりと水田が埋うめ尽つくされている。

　ちっぽけな休きゆう憩けい所じよ以外には建築物なんて一つもない、嫌いやになるほどの田舎いなかだった。

　毎日毎日、見み飽あきた風景。友達の家で見たテレビに映うつっていた、見上げるほど大きな建物とお祭りのように沢たく山さんの人が集まった都会の光景と比べたって仕方ないと友達は言ったけれど、彼女にとっては耐たえ難がたい思いだった。

　だが今の彼女にはそれさえも鮮あざやかに見えていた。

　跳はね上げられた泥が運動靴と靴下を茶色く染そめる。冷れい静せいに考えればそれを知った母親の怒いかりを恐おそれなければならなかったのに、収まりきらぬ興こう奮ふんが思考を楽らつ観かんさせていた。

　きっと誉ほめてくれる。

　きっと喜んでくれる。

　少女の頭の中にはそれだけしかなかった。

　理由を聞けば、きっと大人は、そんな詰つまらない事で───そう言うに決まっている。

　次の学芸会で演じる予定になっている『シンデレラ』でヒロインに選ばれたのだ。

　父親も母親も、祖父も祖母も、期待していた。

　けれど不安があった。期待という名のプレッシャーに押おし潰つぶされそうだった。

　だって誰がどう考えたって、シンデレラは別の少女だったから。

　その子の方がずっと可愛かわいくて、ずっと人気があった。

　もし決選投票でもしようものなら、完かん敗ぱいは避さけられなかった。

　だがそれを、彼女は引っくり返した。

　絶対的な決定権を持つ、先生を引き込む事によって。

　教室の中で教師は王様だ。

　黒板の横に置かれた巨きよ大だいな──生徒達が使っているよりずっとずっと大きな──机にどしりと腰こしを下ろし、腕うで組ぐみをしながら彼女達を睥へい睨げいする姿は、それ以外のあらゆる比ひ喩ゆを受け付けない。生徒は彼の従じゆう者しやであり奴ど隷れいだった。

　そんな暴君の決定に、誰が逆さからえるだろうか。

　彼女は勝った。勝ち取ったのだ。

　頰ほおが緩ゆるんで仕方ない。

　彼女は本来あり得なかった勝利を、自らの手で手た繰ぐり寄せたのだから。

　今、この世界は彼女の手中にあった。望のぞめばきっと嘆なげかわしい田舎から都会にだって飛んでいけるだろう。だってほら、足元の石ころ。それを蹴ければきっと、遠い山の向こうにまで飛ばす事が出来るのだから。

　彼女は思い切りそれを蹴った。

　だが飛んだのは石ではなく、しっかりと履はいていなかった靴の方だった。

　あぁ、と少女は呻うめく。

　脱ぬげた靴はそのまま川へと転ころげ落ちていってしまった。

　一瞬の絶望、けれど奇き跡せきは起こる。不幸中の幸いというべきなのだろうか。靴は川へと落ちなかった。その直前で、雑草に引っ掛かかる形で止まっていたのだ。

　だが、本当にギリギリの位置だ。

　どうするべきなのか、少女は少しだけ悩なやんだ。

　川は昨日の雨で増水していた。

　濁だく流りゆうと呼ぶほど激はげしくはなかったが、もし落ちてしまったらと不安があった。

　だが、このまま放って帰るのには抵てい抗こうがあった。

　大だい丈じよう夫ぶ────だよね？

　少女は楽観した。

　この世に生を受けて十年、何度も遊んだ場所だ。

　怖こわい事なんてない。

　それに今日は良い日だから。

　きっと全部上う手まくいく。

　きっと皆みんなにお祝いしてもらって美お味いしいご飯があって楽しい夢を見られる。

　だから、大丈夫。
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　相変わらず、スーツには慣なれないな。

　襟えり元もとを何度も気にしながら、僕は心しん中ちゆうでそんな溜ため息いきを吐ついた。

　別に喉のどが締しめ付けられているわけではないのに、妙みように息苦しい。

　ワイシャツの第一ボタンというのは飾かざりであって、実じつ際さいにはめるもんじゃないのだと、僕は確かく信しんしている。

　高校は学生服だったから、そりゃ朝礼の時なんかは第一ボタンはもちろんホックだって締めなければならなかったけれど、それ以外は常に開けっぱなしだった。

　それはなにも僕に限った話ではなく男子生徒全員だったし、それどころか僕らの学校だけじゃなくだいたい何ど処こだって同じだろう。

　しかし、そんな文句を垂たれたところで、この場でそれを実行する事は絶対に出来ない。

　なにせ周まわり一面、どこを見てもかしこまった服装の紳しん士し淑しゆく女じよで溢あふれているのだから。

「ねぇ……」

「…………」

「僕、ここに居いて良いのかな？」

「……その質問には十分前に答えたはず」

　うん、そうだね。

　確かに隣となりに立つ彼女───支はせ倉くら志し乃のちゃんの言うとおり、既すでに彼女の見けん解かいは示されている。

　私も、『誰だれも』、気にしない……だ。

　単たん純じゆん明めい快かいながら力強さがある解答だろう。『私は気にしない』だったら個人的に嬉うれしいものの多少の不安が残ったろう。だが、『私だけではなく他の誰も気にしない』と言われれば納なつ得とくだ。

　それはそれで色々と悲しいのだけど、事実を的てき確かくに表現していた。

　確かにこの場に居る誰も、僕の存在なんて気にしちゃいない。それぞれがそれぞれの目的で行動している以上、関係のない僕の事なんか視界にも入れてこない。今この瞬間、例えば僕がコマネチをしたところで、誰も見向きもしないだろう。

　けど……そういう空気がなお更さらに恐ろしいんだって、ちょっとは理解して欲ほしいなぁ。

　と、この天才少女を睨にらみつける。

　支倉志乃ちゃん。某ぼう有名進学校に通う小学五年生。腰まで伸びる烏からすの濡ぬれ羽ば色いろの長い髪と全すべての光を吸すい込む真っ黒な瞳ひとみ。比ひして眩まばゆささえも感じさせる純白の肌はだ。しかも今日はそれに加えて真っ白なドレスを纏まとっていた。

　志乃ちゃんは僕とは違って、あらゆる意味でこの場の雰囲気に溶とけ込んでいるようだった。

　元が何事にも動じない少女なので、こういう場所でも威い風ふう堂どう々どうとしている。いや、正確に言うならば、もの凄すごい勢いきおいでどうでも良さ気なのだけど。会場の独特の熱気などどこ吹く風、慣れた様子で静せい観かんしている。

　更にその出いで立ちもこの場に相応ふさわしい。

　真っ白なドレスを身に纏う彼女は、まるで本物のお姫ひめ様さまのようだ。

　普ふ段だんがシンプルなセーラー服で、それ以外の時だって味気のない、ファッションへの拘こだわりのない服装ばかりだから、たまにこんな風に着き飾かざったりすると、魔ま法ほうをかけてもらったシンデレラみたいに印象が変わる。

　もっと大きくなって同じ格かつ好こうをして立っていれば、きっと男共が雲うん霞かの如ごとく集まってくる事だろう。

「…………」

「……どうかした？」

「いや、なんかちょっと想像したらムカッと来てしまったのデスヨ」

　何の事だかさっぱり分からないといった様子の志乃ちゃん。

　出来れば気づかない君のままで居て下さい。

「それにしても、よく似に合あってるね。凄く可愛かわいいよ」
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「……そう」

　どうでも良さそうな表情───いや、否定は伴ともなわないものの僅わずかに不服が混じっていたかもしれない。

　ともすれば見み逃のがしてしまいそうな極ごく々ごく微び小しような変化だったけれど、普段の彼女の外フアツ見シヨンへの賛さん辞じに対するリアクションとは違っていたようだった。

　う～ん、何か表現を間違っただろうか。

　可愛いより綺き麗れいのほうが良かったのかな？

　いや、けど綺麗っていう歳としでもないしなぁ。

　変わり映ばえのしないその評価に飽あいているのかもしれないけれど、女の子の気持ちを動かすような素す敵てきボキャブラリーに困こん窮きゆうしている僕には他に言いようがない。少なくとも噓うそ偽いつわりのない本心だった。

　仕方なく、そんな少女から視線を外はずし、周囲を出来る限りさり気なく見回してみる。

　とあるホテルの三階にある、体育館ほどもあるホール。

　そこには精神的な補ほ正せいを無視しても十分なくらい煌きらびやかな男女が集まっていた。

　男性はだいたいが折り目正しいスーツ姿。

　ただし、今僕が着ているような量りよう販はん店てんの品ではなく、きっと有名ブランドのオーダーメイドだろう。見た目にも生き地じの質が違っていた。

　女性はもっと凄すごくて、色とりどりのドレス、あるいは和服を着た淑女しゆくじよやら熟女やらが入り乱れている。

　その数、ざっと二百人ほど。

　ホールの規模から考えるともっと多いかもしれない。

　中央付近に等とう間かん隔かくに並べられた丸テーブルには料理が用意されていて、自由に食べる事が出来る立食形式になっている。安く見積もっても一人五千円は取られそうな、見るからに高級料理ばかりだ。

　立食と言えばテーブルの上にパーティー開きにしたスナック菓が子しと二リットルのペットボトル、それから白い紙コップが並んでいるイメージしかない僕にとって、異次元のような光景だった。ひょっとしたらこのまま生演奏の社交ダンスでも始まるんじゃないのか？

　だが、そんな素す晴ばらしき料理だというのに、ほとんどの人は手をつけていなかった。

　既に並べられてから一時間近くが経過していて鮮せん度どが急降下し始めているというのに、誰も食べない。ほとんど減へらずに放置されている。

　あぁ、勿もつ体たい無ない。

　勿体無いっ!!

「…………」

「って、そんな呆あきれた眼めで見ないでよ」

「その貧びん乏ぼう性しようはどうにかした方が良いと思う」

「真しん剣けんに貧乏なんだからしょうがないでしょうが」

「望んで貧乏を選んでいる人間につける薬はない」

「言うようになったねぇ、君も」

「鴻こう池のいけキララが言ってた」

「でも、同じように思ってるんでしょう？」

「私も母も父も、ずっとそう言い続けてる」

　その容よう赦しやのない口ぶりに頰が引き攣つったけれど、何い時つもどおり、彼女の発言は正せい鵠こくを射いる事にかけて神かみ懸がかっている。

　今回だってその例に漏もれなかった。

　自分でもその小市民っぷりに情けない思いがあった。

　いや、彼女が指し摘てきしているのはむしろ僕がその状じよう況きようを脱だつしようとしていない事なわけだが───確かに、生なま半はん可かなプライドに縋すがりつく男につける薬はないのだろう。

　仕事で忙しい志乃ちゃんの両親の代わりに、幼おさない頃からの知り合いである僕がほとんど毎日ご飯はんを作り面めん倒どうを見ているのだけれど、バイトの収入しかない大学生にとって食費が二人分になるのは結構厳きびしかった。

　まして、小学生の女の子を一人きりにさせないためにと時間を多くとっているために、普通よりも緩ゆるいシフトにしてもらっているのだから、その分だけ収入も少なくなってしまう。おかげで交こう遊ゆう費ひなんてほとんどなかった。

　それを知っている小お父じさん達は、しきりに面めん倒どうを見ている『お礼』としてお金を渡わたそうとしてくれるのだが、僕はその全てを断ことわっている。

　何となく、それは違うような気がするからだ。

　自じ覚かくしている。

　これは情けないプライドである。

　今後どれほど薬学が進歩しようとも、この病気を解決する事の出来る薬は絶対に完成しないだろう。

「とは言えさ、やっぱり勿もつ体たい無ないものは勿体無いでしょ。いや、理由は分かるんだけど、ね」

　そもそもこのパーティーは、起き業ぎよう家か、あるいは既に起業している比較的若じやく年ねん層そうの社長や重役達を招いたクリスマスパーティーなのだ。

　もちろん、そんな場所にごくごく普通の大学一回生が呼ばれる道理は無い。ついでに言うと、まだ小学五年生の志乃ちゃんも以下同文だ。

　ここに呼ばれたのは、志乃ちゃんの母親である。彼女はとある女性用下着の社長──ＣＥＯという肩かた書がきらしい──なのだ。大学時代に友人達と、自分達が気に入る安心で安全な下着を見つけたいという、半なかば趣しゆ味みのような形で始めたのが、十数年の月日を経て何い時つの間にか小さいながらも立りつ派ぱな一つの会社になっていたらしい。時代的に考えても、かなり先せん鋭えい的てきだろう。最近は女性の起業も珍めずらしいものではなくなったけれど、話を聞く限かぎり、やっぱり当時はかなり大変だったらしい。

　小父さんと結けつ婚こんし志乃ちゃんが生まれても、その面倒をなかなか見られないほど忙いそがしくしていたのは、ある意味仕方の無い事なのかもしれない。

　そんな努力の結果、小お母ばさんは先せん駆く者しやの一人として同じく起業を目指す女性達の注目を集め、このようなパーティーに呼ばれるようになったのだった。

　しかし今、隣となりに小母さんは居なかった。

　理由は簡かん単たん、とっくの昔に僕らを置いて挨あい拶さつ回まわりに向かってしまったからである。

　とことん仕事人間なんだよね、まったく。

　さてそんな愚ぐ痴ちはともかく、では何な故ぜ呼ばれてもいない僕らがこんな場所に居るのかというと……招待された人には少数なら紹しよう介かいという形で知り合いを連れて来る事が出来るからだ。自分のパートナーを連れている人も少なくないようだったが、それ以上にこの集まりの趣しゆ旨しとして、人脈作りのために新たな起業や更さらなる発展を目指す友人知人を紹介している人が大半だ。

　そんなわけだから、大半の人は食事なんかそっちのけで、この貴重なチャンスを物にしようと必死なのである。もしかしたら強力なパイプを作れるかもしれない状況で、豪ごう華かな料理に目を奪うばわれるような人は居ない。

「だからって、何も僕を連れて来なくても良いいのにね。志乃ちゃんはともかくさ、小父さんを誘さそえば良かったのに」

「仕事だから、仕方が無い」

「いや、そういう意味じゃなくてね……」

　小父さんも小父さんでやっぱり仕事が忙しいらしく、帰りは日が変わってから、あるいはそれさえも不可能な程らしい。そんなわけだから、志乃ちゃんだけを会場にポツンと残しておくわけにもいかず、保護者役として暇ひまをしていた僕に白しら羽はの矢が立ったわけなのである。

　しかし、それならそれで、志乃ちゃんも呼ばなければ良いでしょうに。冷たい意味ではなく小母さん一人で来れば良かったのだ。僕らは何い時つもどおり、我わが六畳一間のおんぼろアパートで慎つつましい夕食を堪たん能のうしていた事だろう。

『貴方あなた達にとっても、この経験はきっと良いものになるわ』

　というのが、小母さんの意見だったが正直な話……僕は一生、こういうセレブリティな世界とは無む縁えんに過ごす気がする。

　別に人生に達たつ観かんしているわけではないけれど、大学生にもなれば己おのれの器うつわというものについて、ある程度理解できてくるわけで。自分が起業とか、あるいは大だい出しゆつ世せに向いた性格でない事はハッキリしていた。

「あっ、そう言えば、志乃ちゃんはどうするの？」

「……別に」

「別にって……いや、つまり将しよう来らいの話なんだけどさ」

　たぶん分かっていての『別に』発言なのだろうな。

「もしかしたら、小母さんの跡あとを継ついだりするのかな？」

「特に望まれた事はない。望むような人ではないと思う。どのように生きるべきなのかは、自分にしか決められない事を理解している人だから」

「……その、『人』っていう妙みように距離のある言い方が凄すごく気になるんだけど？」

「悪意はない」

　そう言った志乃ちゃんの横顔には確たしかに悪意はなかった。

　両親が忙しく半なかば放置のような形で過ごしてきた彼女は、けれど決して小母さん達を憎にくんではいない。

　構かまわれる事、世話を焼かれる事、共に過ごした時間───それらが愛情の濃のう度どなのだという子供として当然の錯さつ覚かくは、彼女には存在しない。

　忙しい中でも小父さん達が志乃ちゃんの事を愛しているんだって、それをちゃんと理解しているのだ。

　ふぅ、まったく困った子だ。

　なんでこう、普ふ通つうの女の子っぽくないんだろうね。

　ちょっとくらい拗すねてみたり、我わが儘ままを言っても良いだろうに。

「でも、そっか……ちゃんと、考えてくれているんだね」

　親という存在は、どうにも子供に『こうあって欲ほしい』という願望を押し付けずにはいられない生き物だったりする。

　僕の親なんかは、なんだかもう勝手に生きろと言わんばかりの放置っぷりだけれど、世の中には家業を継つがせようとしたり、あるいは自分と同じ職に就つかせようと幼い頃ころから厳きびしく教育する親が少なくない。

　そんな中で、我が子を無責任に投げ出すのではなく自由にしてあげられるのは凄すごい事だろう。

「じゃあさ、そんな具体的なものじゃなくて、夢は何なのかな？」

「……夢？」

「そう、将来の夢」

　有名な進学校でさえ常に一位をキープする天才少女。

　絶対的な記き憶おく力りよくと、絶対的な思考力。

　この二つを兼かね具そなえた彼女なら、たぶんどんな仕事にだって就けるだろうし、どの仕事でも成功するだろう。

　いや、どんな仕事でも、とは言えないか。

　この可愛かわいらしくも無ぶ愛あい想そうな少女は、どう考えても接せつ客きやく業ぎようには向いてない。ファミレスで洒落しやれたユニフォームに身を包みながら、しかし「……いらっしゃいませ」と鬱うつ々うつと感情を押し殺した声で出で迎むかえる志乃ちゃんの姿を想像して、内心で苦く笑しようする。

　接客業という方向は完全に切り捨てるべきだろう。

「……先ほども答えた通り。別に、特には無い」

「特には無いって……ほら、学校で将来の夢について作文を書かされたりしなかった？」

「なかった。そんな作文を書いたところで何の意味もない。何な故ぜなら全すべてが良い大学に入って良い企業に就職する、あるいは自らの会社を作る。それに類るいするものしか出てこない」

「む……むぅ」

　流石さすがは進学校、なんてちょっと本気で感心してしまった。

　僕としてはお菓か子し屋さんとかお花屋さんとか、あるいは今となっては恥はずかしいくらい究きゆう極きよく的ではあるけれど『お嫁よめさん』とか、そういった可愛らしい答えを期待したかったのだけれど、志乃ちゃんの生きているハイランクの世界では、そのような子供らしい理想など欠片かけらも存在しないらしい。

「それに、その問いは貴方あなたにこそ相応ふさわしいものだと思う」

「ぐさっ！」

　サクッと凄い事を言われてしまった。

　それは僕が考えないようにしていた重大な問題だった。

　僕だけじゃない、大学生、あるいは高校三年生くらいになれば誰だれもが立ち向かわなければならず、けど多くの人が明めい確かくな答えを示せないままついつい後回しにしてしまう究極の命題である。

　僕じぶんは、どんな仕事に就くのだろうか？

　大学で経済学を選んだのは、特にそれに興味があったわけではない。大学には普ふ通つう学科というものが存在しないから、入れる範囲内で一番無ぶ難なんなものを選んだだけだ。

　そもそも、大学に進学したのだって、それが当たり前だからという下らない理由だった。

　高校のクラスメイトの中にはそのまま就しゆう職しよくした連中も居る。親が自営業だからって奴やつ、端はなから大学進学を考えてなかった奴。他にも大学ではなく専門学校へ行った奴が何人か。二年制とか三年制だから僕よりも早く職に就く事になるだろう。

　けど、僕にはそんな選せん択たく肢しはなかった。

　四年制大学に進学する───それ以外の道を考えた事がなかった。

　それが当たり前の道なのだから。

　だから当然のように進学したわけなのだけど、その先に明確な将来の姿が想像できたわけではない。地元の小学校を卒業して地元の中学に入るように、特別考えずに自然の流れとして何ど処こかに就職する事になるのだろう。

　たぶん営業だ。今いま更さら専門職を狙ねらえるわけもないし、特別なりたいものがあるわけでもない。どういった業種になるかは別にしても、一いつ般ぱん的てきなイメージでのサラリーマンの枠わくを超こえる事はきっとないだろう。

「なるほど確かに、僕の夢ってなんだろうね」

　本当にまいってしまう。

　そりゃ志乃ちゃんに聞いたように、幼い頃には沢たく山さんの夢があった。

　覚おぼえているのは新聞記者だとか、相撲すもう取とりだとか、歌手だとか、他にも色々とコロコロ変わるほど多くの夢があった。

　けれどそれらの目標は日々の中で一つ一つ消えていって、今は何も残ってはいない。

　自分がいったいどんな職業に就きたいのか───いや、より正確に言うなら『自分がいったいどんな職業に就けるのか』が全まつたく分からないのだ。

　漠ばく然ぜんとした未来像のあまりの不明くらさに気付いて愕がく然ぜんとしてしまった。

　希望と願望に溢れるこの場所の煌きらびやかさがなお更に重く、軽く凹へこんでしまう。

　そんな時だった。

「あれぇ？　なんでアンタらが居おるんやぁ？」

「え……えぇっ!?」

　唐とう突とつに横から掛かけられた声に反はん応のうして───僕は思わず、場所を忘れて素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。周囲から冷たい視線が集まったけれど、そんなのはどうでも良い。いや全然良くないんだけど、それどころではなかった。

「ま、ままままままままさか…………鴻池先せん輩ぱいっ!?」

「何がまさか、やねん」

　呆あきれたようにそう言った声は確かに同じ大学の四回生、鴻池キララ先輩のものだったけれど、僕は脳のうがブレるほど強烈な違い和わ感かんに苛さいなまれていた。何せ、そこに居いたのは、僕の知る彼女からは大きくかけ離れていたのだから。

　僕が普ふ段だん見ている鴻池キララという女性は、飛び級の無い日本で大学四回生なんてやっている事からも分かるように、年上だ。間違いなく年長者である。けれど、絶対にそうは見えないほどの、高校生か下へ手たをすれば中学生にも思えるほどの童どう顔がんなのだ。

　と言っても幼さに付ふ随ずいする弱々しさなんて欠片かけらも──本当の本当に一欠片さえも──無い。その表情はほとんど常時快活な笑顔に満ちていて、悪戯いたずら小こ僧ぞうのような、ふてぶてしくも憎にくめない野の良ら猫ねこのような、そんな印象を見る者に与あたえる。身体だって確かに小こ柄がらだけれど引き締しまっていてしなやかで、まるで格かく闘とう家かのようだった。

　それが、僕の知る鴻池キララ先輩である。

　なのに目の前に立つその女性は、明らかに違っていた。

　まず、大きな相そう違い点てんを見つけるならば、眼鏡めがねが無い事だろう。鴻池先輩はいつも眼鏡を掛けている。特別ファッション性のあるものではなく、ごくごく一般的なものだ。それが、今は無い。たぶんコンタクトなのだろう。

　更に、服装も違う。当たり前だけれど、彼女はこの場に相応ふさわしいドレス姿だった。赤い艶つやのある生き地じで、肩かたが大きく出ている。健康的な曲線を描えがくそのラインにほんのちょっぴりドキリとしてしまったのはここだけの秘密にしておこう。

　普段の先輩と言えば、そりゃ男の僕なんかよりはずっとファッションに気を掛けているものの、あまり女性らしい服装は選ばない。ボーイッシュと言って良いのかは分からないけれど、基本は女性的ではない出いで立ちだ。スカートなんて随ずい分ぶん久しぶりに見た気がする。

　更に強烈な違和感の正体はやはりメイクだろう。

　先輩は驚くべき事に、普段ノーメイクだった。

　リップクリームくらい塗ぬっているのは見た事あるが、それ以外には何も塗っていない。だが今はどうだろう。唇くちびるには下品にならない程度に赤い口紅が、眼めにはアイシャドウなんてものまで引かれている。もちろん、髪だってしっかりとセット済ずみである。

「なんやぁ？　随ずい分ぶんと間ま抜ぬけな顔しとるで、アンタ」

「あぁ、その声を聞くと、凄く安心しますよ」

「……なんかムカつくなぁ。文句でもあるんか？」

　文句と言いましょうか、お姫様スタイルな志乃ちゃんも該がい当とうするが、女の人のこの変身っぷりについては男は皆みな思うところが多々あるのではないかと。

　恐らく誰もが魔法のようなそれに幻げん惑わくされ、解けた後に愕がく然ぜんとした経験があるはずだ。

　ただ、それを具体的に口にするのはマナー違い反はんなだけで。

　しかしそれにしたって……凄いな。

　鴻池先輩の場合、普段が幼いというか子供っぽい分、とても大人びて見えた。

　ここまでくると本当に魔法の領域なのではないだろうか。

　どこかで変なステッキでも拾ってきたんじゃないのか？

「ははぁん、もしかして、ウチに惚ほれ直したか？」

「そんな恐ろしい事を言わないで下さい」

「照てれんでもええやんか。おねーさんは分かっとるんやで～」

　ニヤニヤしながら肩を叩たたいてくる──関節が外はずれそうなほど痛い──先輩に、沸ふつ々ふつと反はん骨こつ精せい神しんが湧き上がってくる。それは『惚れ直した』という言葉は適切ではないが、一瞬ドキリとしてしまった男心から生まれたものだった。

「馬ま子ごにもい────」

「鉄てつ拳けん制せい裁さいっ！」

　最後まで言う事さえ出来ず、強きよう烈れつなボディブローに僕は沈ちん黙もくした。

「ん～、せやけど……やっぱりシノシノには敵かなわんなぁ。ドレスとか似に合あい過すぎやろ」

「……ありがとうございます」

「五年後十年後が楽しみやわ。いや、それともアンタ的には不安か？」

　この人は読どく心しん術じゆつ使いなのだろうか。

　腹部に走る鈍どん痛つうに脂あぶら汗あせを滲にじませながらも答える。

「楽しみですよ、もちろん。不安になんて思う理由がありません」

「うわ、聞いたかシノシノ。『楽しみ』やって、エロいなぁ」

「なんでですかっ!?」

　まったく……この人はいったい何を考えているのだろうか。

「しっかし、こないな所で会うやなんて、アンタらは……」

　楽しげな表情一転、何な故ぜか先輩は呆れたような困ったような顔で言った。

「どうかしたんですか？」

「いやなぁ。このパーティーはちょっと曰いわく付きでなぁ」

「曰く付きって、なんか呪のろわれてたりするんですか？」

「アホ、そういう意味やない。……そりゃ確たしかに、情念は目もく視しできそうなくらい渦うず巻まいとるけどやな」

　会場を遠い瞳で眺ながめる先輩。

　確かに、野心溢あふれる起き業ぎよう家かや企業家が入り乱れ己おのれの利益を拡大せんと交こう渉しように明け暮くれるそこには、言い知れぬ力りき場ばが発生しているようだった。

　一小市民な僕としてはその濃のう厚こうな空気に酩めい酊ていしてしまいそうになる。

　呪のろいとは違うがそれに近きん似じする強烈な情念が充じゆう溢いつしているのを感じていた。

「アンタももうちょい、こいつらを見習って情熱を燃もやして生きた方がええんとちゃうか？」

「それじゃあまるで枯かれた老人みたいじゃないですか。こんな健康的で情熱に満ち溢れた好青年に向かって酷ひどい言い草です。ねぇ、志乃ちゃん？」

「…………ハァ」

「なに、何なのそのため息!?」

「ま～、自覚のないヘタレと一緒に居るんはそれだけ大変やって事やね」

　失しつ敬けいな！

　ヘタレなのは自覚してますよ！

「で、話を戻もどすけどな。つい一週間前の事や、岐ぎ阜ふの山やま奥おくで身元不明の女性の死体が発見されたんや」

「ぶっ！　いきなりですね……」

　通常ではない環境と見み慣なれぬドレス姿にすっかり失しつ念ねんしていたが、鴻池先輩が持ってくる話題の大半は非常に不ふ健けん全ぜんなものだったのだ。

　聞かなきゃ良かったとは思いつつも、半はん端ぱに聞かされた現状じゃ余よ計けいに気になってしまう。

「身元不明、ですか？」

「そうや。ドラム缶かんに詰め込まれてたっぷりとガソリンをぶっ掛かけられて燃やされとった。しかもそのドラム缶っちゅうのが軽く加工されたもんでな、簡かん易い的てきな焼しよう却きやく炉ろになっとったんや。圧力を利用した超ちよう高温で長時間焼かれて骨ほねまで火が通っとった。ギリギリ残っとった骨こつ盤ばんの形から女やって事は辛かろうじて判はん断だんできたんやけど、年ねん齢れいはさっぱり。成人やって事くらいしかまともには分からん。服装や手荷物なんかも一いつ切さい無し。それだけやと失しつ踪そう者しやリストの該がい当とう者しやが多過ぎてどうしようもない、というわけや」

「失踪者ってそんなに多いんですか？」

「ギョッとするくらいにな」

「なんか嫌いやな話ですね。で、その事件に何の関係が？」

「ん～、実はな。遺体の直すぐ近くに────」

「お嬢じよう。ここに居たんですか」

　先輩の言葉を遮さえぎるようにして、野の太ぶとい男性の声が響ひびいた。

　声を掛けてきたその男性は──初対面で失礼だけれど──壮そう絶ぜつなまでにスーツが似合っていなかった。

　似合っていない度合いで言えば僕を遥はるかに凌りよう駕がするレベルである。

　身長は百九十、もしかしたら二メートルに達しているかもしれない。正面に立たれるとまるで山が迫せまってくるような錯さつ覚かくに襲おそわれる。

　それは決して単純な身長差だけからくる印象ではない。スーツ越ごしでも分かるほど、というかほとんどその濃のう紺こんの生き地じを押し上げて存在を主張する重厚な筋肉。肩かた幅はばなんて志乃ちゃんの二倍じゃ利きかないほどだし、胸むね周まわりも胴どうも両手足も、その全すべてがゴツゴツと膨ふくれ上がっている。たぶん、体重は百キロを越えているのではないだろうか。そんな人が目の前に居れば、圧迫感を覚えるのも当然だろう。

　そんな体格に加えて、五分刈りの頭に獲え物ものを狙ねらう肉食獣のような鋭するどい瞳───三さん白ぱく眼がんというのだろうか。動物に例えるのなら、百人中百人が熊くまだと答えるだろう。そんな彼に似合う服装はまず間違いなく、迷彩服ミリタリーだ。フェイスペイントをしてカラシニコフなんかを構えている姿が簡単に想像できる。

「お嬢、あんまりフラフラ歩き回らないでください。どこへ行ったのかと捜さがしましたよ」

「あんなぁ……ウチはもうガキやないんやで？　ウチを心配するより、トラはトラの仕事をちゃんとしぃ」

「ですが、もしお嬢に何かあったら────」

「あんま過か保ほ護ごな事ばっか言うとったら、嫌きらいになるで？」

「……むぅ」

　熊に似た屈くつ強きような男性が小こ柄がらな先輩の一言に、それこそ子供みたいな声で唸うなりながら凹へこむという、摩ま訶か不ふ思し議ぎな光景が目の前で繰くり広げられていた。

「やっぱ、これが一番効くみたいやな」

　なんて先輩はニカリと笑うと、視線を僕らへと戻もどした。

「紹しよう介かいするわ。こいつはトラ───富と樫がし虎とら之の助すけ。ガキの頃からの友達や」

「あ……えっと、はい。初めまして」

「ああ……ん？」

「えっと、その……」

　ジッと睨み付けてくる巨きよ人じんに、一歩退ひきそうになる。

　なんというプレッシャー……野生動物に匹ひつ敵てきする迫力だ。

　だがそんな彼の耳を先輩は容よう赦しやなく引っ張ぱった。

「何が、ああ、やねん。ちゃんと挨あい拶さつしぃ」

「……よろしく」

　母親に叱しかられた子供のような顔に、少しだけ噴ふき出しそうになる。

　恐ろしげな姿なりだが、どうやら先輩には頭が上がらないらしい。って、他ひ人との事をそんな風に笑える立場かと言われれば、ノーコメントを貫つらぬき通すしかないわけだけれど。

「トラ、こっちの見るからに平凡な男がウチの後輩の────」さり気なく見るからに平凡とか言わないでください。「で、その隣の可愛かわいらしい子が、いつも話しとる例の子な」

　ペコリと、志乃ちゃんは頭を下げた。

「……信じられないな。こんな子供が」

「ウチが信じられんと？」

「いえ、そういうわけでは。ただ……やはり、ですね。正直信じ難がたい気分です」

　富樫さんはそう言いながら、困こん惑わくしたような視線を志乃ちゃんへと向ける。話の内容はよく分からないけれど、二人の間で僕らは──特に志乃ちゃんの存在は──よく話題に上っているらしい。

　……どんな話題だろう？

　なんだか、一つの可か能のう性せいしか思い浮うかばないのだけれど。

「で、さっきの話やけどな？　その身元不明の死体の近くに────」

「お嬢、ちょっと待ってください。いったい何の話を？」

「トラは黙だまっとり」

　その一いつ喝かつで、巨大な熊のような富樫さんは「むぐぅ」と黙り込んだ。

　見事なまでに尻しりに敷しかれている。親近感が盛せい大だいに湧わいた瞬間だった。

「その死体の近くに、落ちとったんや」

「何がです？」

「あのなぁ。ここまで話したんやから、もう分かるはずやろ？　このパーティーの招待状が、に決まっとるやないか」

「あぁ、なるほど。けど、パーティーの招待状が落ちていたんなら、そこから身元が分かるんじゃないですか？」

「ん？　いや、だってそれは……って、そう言えば聞かんかったけど、アンタらはなんでこないな場所に居おるんや？　シノシノはともかくとしても、アンタは明らかに場ば違ちがいやん」

　自覚していたとはいえ、他人にハッキリ言われるとこれはこれで傷ついたりするもんだ。

　心の奥深いところにまでグサリと野の太ぶとい杭くいが突つき刺ささるのを感じながら、とりあえず事情を説明する。

「はぁ、なるほどねぇ。なら、分からんでもしゃあないか」

　と、先輩はいたく納なつ得とくしたらしい様子で頷うなずき、富樫さんに指で合図をした。

　困ったような表情をしつつも先輩には逆らえないらしく、彼は窮きゆう屈くつそうに膨ふくれたスーツの内ポケットから何やら紙切れを取り出した。

　それは一枚の名めい刺しだった。

　いや、名刺とは呼べないかもしれない。

　確かにサイズ的には名刺に間違いなかったけれど、その表には名前が書かれていなかった。代わりに『Welcome to the Party』と印刷されているだけで、裏も会場の名前と連れん絡らく先さき、簡かん単たんな地図と開始の時間だけがあった。

「それが、このパーティーの招待状なんよ。挨拶状と一緒に封ふう筒とうに入って送られてくるんや」

「なるほど、これなら確かに身元は分かりませんね」

　封筒が残っていたのなら話は別だが、少なくともこの名刺だけでは身元を示すような情報は一いつ切さい見つけられない。

「志乃ちゃんのところにも、これが来てたの？」

「……見ていないから知らない」

「招待状は自宅やなくて会社に届けられる事がほとんどみたいやからね」

　そうでなくとも、僕と志乃ちゃんは本来ここに来る予定がなかったのだ。

　興味のない彼女が招待状の存在を知っているはずがないだろう。

「けれど……」志乃ちゃんが小さな声で言う。「その招待状の送り主に協力を要よう請せいして送付者全員に確かく認にんをとれば良いだけのはず」

「もちろん、確認したんよ。けど結果は……全員と連絡がとれたんや」

「全員と、ですか？」

「あぁ。本人やったり代理人やったりしたけど、少なくとも招待状が送られた全員は、昨日までの消息を確認しとる」

　招待状を送った人間は全員生存している、という事はつまり、現場に残されていた招待状の持ち主も死んでいないという事になる。

　となれば答えは簡単だ。

「招待状が配送されたんは、今から二週間前。出欠の確認を返信する必要がないから、こないにギリギリなんやね。しかも、このパーティー自体は……えぇと五年前からで、そん時から名刺型の招待状やったらしいんやけど、日付と曜日はしっかり書かれとるし、毎年書式も変えとったから、発見されたんが今年のもんである事は確実や」

　実際、その招待状は落とされてそう長い時間が経けい過かしていなかったらしい。

　触さわった感じ安物ではないもののごくごく普通の紙だ。一年も放置されていれば、それなりに風化しているのが道理だし、地面の上にあったのならそれこそ原形が崩くずれていてもおかしくはない。

「せやのに、ただちょこっと汚よごれているだけやったんよ」

「なるほど、遺体発見までの一週間に落とされたってのは間違いないかもですね」

「更さらに、死体が発見されたんは岐阜の山ん中。道路から一時間近く歩いた所やで？　地元の人間でも普通は近寄らんような場所───発見したんも、たまたまやって来とった野や鳥ちよう観かん察さつの奴やつやったくらい辺へん鄙ぴな所やったんや。ここまで揃そろうと、もう確実やんな？」

　言われるまでも無く、ほとんど確定的だろう。

　つまり、招待状を落とした人と、殺人犯──少なくともそれに関かん与よした人間──は同じだ。

「犯行の最中に落としてしまったんですかね」

「恐らく、そういう事やろうね」

　この会場の中に殺人犯が居る。そう考えると急に恐ろしくなった。

　何か事件が起こる可能性を恐れたわけじゃない。いや、確かにそれだって嫌だけれど、それ以上に会場内に充じゆう満まんする情念の渦うずが原因だった。

　例えば───あくまで例えばの話だけど、一億の利益を得るためだったら人はきっと、簡単に誰かを殺してしまうのだろう。通常ならそんな事あり得ないと言えるけど、豪華な料理に見向きもせず熱心に、あるいは必死にパイプラインを広げている人たちの背中からは、本気であるが故ゆえの、ある種のおぞましさを感じた。

「でも待ってください。犯人は当然招待状を落とした事に気づいているはずですよね」

　そしてそれが警察に発見されている事も予よ測そくしているだろう。

「だったらノコノコと顔を出すなんてあり得ないんじゃないですか？」

「まぁ、普通やったらそうやろね。せやけどそれやったらそれで良いいんよ。今日の名簿から招待状が送られたのに来こんかった奴を洗えば良いだけやし。一応、念のためと情報収集のためにトラを始め、こうして警察がでばっとるだけや」

「なるほど……って、富樫さん、警察なんですか？」

「あまり、大きな声で言わないでもらいたい。万が一犯人が近くに居たら気け取どられる」

「あ、ごめんなさい」

「なにが気取られる、やねん。そんな図ずう体たいして、あからさまにバレバレやんか」

　呆あきれたように肩を竦すくめる先輩の意見に、失礼ながら僕も賛さん同どうするしかなかった。

　富樫さんの存在は明らかにこの環かん境きようから浮いていた。警察に見えるか自衛隊に見えるか、もしくはヤのつく危ないお仕事の人に見えるかはそれぞれだろうけれど、犯人なら一発で気付くのではないだろうか。

「それから、こいつの事はトラでえぇからな。富樫さん、なんてガラでもないし」

「いや、流石さすがにそれは……」

　富樫さんはどう見ても年上──恐おそらく三十前後といったところだろう──なのだし、今日が初対面なわけだし。

「そんな失礼な呼び方、出来ませんよ」

「富樫さんなんて聞いてて寒さむいわ。トラ、えぇやろ？」

「俺は別に構いません」

　視線で確認してみるが、否定的な感情は見られなかった。

　もしかしたら彼自身も、そのあだ名を気に入っているのかもしれない。

「トラ。ウチはここに居るから。アンタはちゃんと仕事しぃ」

　トラさんは若じやつ干かん躊躇ためらうように先輩と僕達との間に視線を彷徨さまよわせていたが、やがて先輩の眼力に負けたのか、「気をつけてくださいね」とだけ言い残して去って行った。

「ったく、ガキん頃からの付き合いやからって、いくらなんでも心配のし過ぎやろ……」

「トラさんとはそんな古いんですか？」

「ん～、古いなぁ。ウチがシノシノより小さかった頃くらいやろうか。確か、入門してきたんはそれくらいやったと思うわ」

「入門……？」

「家の道場に───って、もしかしたら、ウチ話しとらんかった？」

　全く聞いた覚えがありません。

「ウチの家は昔っから続く剣けん道どうの道場なんよ。それこそ明めい治じ初期にまで遡さかのぼれるくらいのな」

「明治って、その頃から残ってるって事はかなり名門じゃないですか」

「いや昔はちっぽけで名前は知られとらんかったんや。ただ古くて土地があるだけの貧びん乏ぼう道場で……けど、ウチの曾ひい爺じいさんと爺さんが随ずい分ぶんと有名な剣士やったらしくてな、その頃からようやく有名になって、関西近辺の警察署の連中にはかなり名が通っとるんや」

　なるほど、だから警察のトラさんと知り合いなわけだ。

　警察には柔じゆう道どうや剣道の段位を持っている人が多い。

　犯人逮捕の際、どうしても武道の覚えは必要だからだ。

　だから警察官には柔道何段、剣道何段といった人が居て、全国大会の優勝者を何人も輩はい出しゆつしていた。

「なんやったら、アンタも家うちの道場に通うかぁ？　しっかり鍛えてもらえんで」

「勘かん弁べんしてください。剣道なんて、高校時代に体育の一環でやっただけで、とてもじゃないけど戦ったりできませんよ」

「せやね。アンタには向いとらんと思うわ。それこそ、シノシノの方がよっぽど強そうやし。そないな格かつ好こうしとるからお姫ひめ様さまと従者みたいやけど、守っとるんはどっちか分からんくらいやからなぁ」

　なんだか物もの凄すごく失礼な事を言われて、そんな事ないと証明するために志乃ちゃんへと視線を向けたけれど、その凜りんとした立ち姿に反論の言葉は霧む散さんしてしまった。志乃ちゃんは体格的には剣道に向いていない気がするけれど、僕よりよっぽどしっかりしている事は間違いない。

「志乃ちゃん。お願いだから武道とか習わないでね？」

「……その予定はない」

「そんなん習わんでも、ガチで喧けん嘩かしたら絶対アンタは瞬しゆん殺さつやろうなぁ」

「あ～……そう、かもしれませんね」

　先輩の言葉を、僕は誤ご魔ま化かすように笑った。

　情けない事だけど、それは間違いなく事実だった。
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　結局、先輩と雑談している間に一時間半近く過ぎていた。

　時刻は九時半。会場内の熱気も収まり始めていた。

　もちろんその間、何の事件も発生していない。平和そのものだ。

「なぁんや、こりゃ予想が外れたかなぁ」

「何をそんな残念そうに言ってるんです？」

「いや、シノシノがここに居おるんやったら、もしかしたらなんか起こるんちゃうかと思ったんやけど……」

「違うでしょ、それは。志乃ちゃんに問題があるんじゃなくて、どう考えたって先輩が持ち込んで来るんじゃないですか」

　確かに志乃ちゃんの周りでは様々な事件が起こるが、その大半は先輩の責任である。

　何か面おも白しろい──先輩の感覚であって僕は全く面白くない──事件があると嬉き々きとして志乃ちゃんに話して聞かせ、解決に協力させるという悪あく癖へき持もちの人間がよく言う。

「そうかぁ？　シノシノはウチが居らんでもヘンテコな事件に関かかわっとったと思うけどなぁ」

「それは……」

　とっさに否定の言葉が出てこなかった。

　鴻池先輩の言う通り、志乃ちゃんには自みずから事件に───特に、先輩でさえ面白いとは感じないような凶きよう悪あくなものに関わろうとする節があった。人間の一番汚きたなくておぞましい部分に触ふれる事に、半なかば積極的でさえあった。

　だから大半は先輩が原因であっても、全すべてではない。

「ま、まぁ良いじゃないですか。何事も無いなら、それが一番ですよ。世はなべて事もなし、って誰かが言ってました」

「老ふけとるなぁ」

「健全だ、と言ってください」

「ハァ……ほんなら、そろそろ帰るかぁ？　これ以上ここに居っても詰つまらんだけやし。それにこのまま本格的にお開きになってきたら混みそうやから、さっさと出てもうた方が楽やろ」

「ですね。これ以上ここに居いても仕方ないですし。志乃ちゃんも、構わないよね」

「…………」

　無言のままコクリと頷くのを確かく認にんして、僕らは歩き出した。ホールの大きな扉とびらを抜ぬけて、大きな窓まど際ぎわにテーブルとソファーが無数に並べられたロビーに出る。窓の向こう側は闇やみと光の二色に切り分けられていた。残念ながらここは三階なので、向かいのビルくらいしか見えないけれど、もっと上層ならさぞや綺麗な夜景が望めただろう。

「なんやったら、この後ちょっとどっか寄ってくか？」

　先輩が指に嵌はめた車のキーをくるりと回す。

　実はつい三十分ほど前、小お母ばさんが会社でトラブルが発生したとかで、慌あわてて出て行ってしまったのだ。

　小母さんの会社はネットと雑誌の通販が主力だから、早朝だろうが夜中だろうがお構いなしにトラブルは起こる。それに対処するのも、ＣＥＯである小母さんの仕事だというのだから、起業家というのは大変だ。

　もちろん、だからと言って何も僕らに何も告げずに会社に向かったわけではない。ここまで連れて来てくれたのが小母さんなのだから、勝手に電車で帰れ、なんて非人道的な事を平気でするような人ではない。

　急ぎながらもわざわざ家まで送り届けるという小母さんの提案を、僕らの方から断ったのだった。

　もちろん、先輩が送ると言ってくれたからだ。

「アンタら、まともに食べとらんやろ？　どっか寄って飯めし食ってくのもえぇんとちゃうか？」

「そうですね。もうずっとお腹なか空すきっぱなしです」

　立食タイプのパーティーは困ったもので、せっかく美お味いしそうな料理が山ほど並べられているというのに、積極的にそれを取るのは凄く勇気がいるのだ。ましてこのパーティーはお喋しやべりがメインなのだから、なお更さら動きづらい。下へ手たに取りに行って声を掛かけられたら、困ってしまうし。

　そんなもんだから、まるでスニーキングミッションのようにコソコソとジュースと一番近くにあったミニケーキを取ってくるのが精せい一いつ杯ぱいだったのだ。それ以外には出掛けにロールパンを一つ放ほうり込んだだけだから、健康な男子大学生としてはいい加か減げん限界だった。

「あ、けど……志乃ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？　眠ねむくない？」

「……問題ない」

　あっさりとそう答えた志乃ちゃんの顔には、確かに眠気は薄うすい様子だった。

　まぁ彼女もなんだかんだで夜よ更ふかしさんだから、これくらいの時間なら問題ないのかもしれない。いや、志乃ちゃんだけじゃなく、今時の小学生はだいたいそうだろう。学習塾の終しゆう了りよう時間が八時や九時で、家に帰るまでに電車で一時間ほど。コンビニで友人と食事を摂とったり話をしていたりすれば、帰りが十時近くになるのは当たり前の事だ。

　彼女も、沢たく山さんの塾に通っていた頃はそんな生活だった。

「今はアンタが夜更かしさせとるんやろ？」

「あ、いやまぁ、それはそうなんですけどね……」

「ちゃんと寝かしたらんとアカンで？　そりゃ若くて色々有り余あまっとんのは分かるけど、シノシノはまだ小さいんやから手加減したらんと」

「あれ？　あれれ？　僕らちゃんと意い思し疎そ通つう出来てますか？」

　同じ言語で話せているのかも怪あやしい気がする。

　大学生の僕にとって九時や十時の就寝というのはなかなか難しく、翌日が三ご限ごからだったりすれば日付が変わる事もさして珍しくはない。

　志乃ちゃんがお泊まりに来る日は出来る限り早寝を心掛けているのだけれど、どうしても寝付けなくてスタンドの灯あかりを点つけて本を読んだりする事もある。

　そうなれば眠っていた彼女を起こしてしまったり、寝付きを悪くしてしまったりするわけで……そういう意味での『夜更かしをさせている』である。

「なんや、詰つまらんなぁ」

「貴女あなたはいったい僕らを何ど処こへ連れて行こうとしているんですか」

「何処へって……そんなん、女のウチに言わせるんか？」

「いえ、言わなくて結構です。むしろ生しよう涯がいの沈ちん黙もくを誓ちかってください」

　特に志乃ちゃんの居る所では絶対に。

　睨み付ける僕に彼女はニヤリと楽しげな笑えみを向けた。

「ほんならその辺あたりの事は今度二人っきりの時にジックリとな。っとその前に、ちょっとウチ、お手洗い行ってくるわ」

「あ、ついでに僕も行っとこうかな。志乃ちゃんは？」

「……行く」

　コクリと頷く志乃ちゃんを連れて、三人でトイレへと向かう。

　三階、このフロアは中央に僕らのいたホール──何とかというご大たい層そうな名前が付いていたはずだが覚えてない──があり、その周りにグルッと廊ろう下かが通っている。

　トイレはどうやらそのホールの脇わきにある通路を進んだ、ちょうどロビーから反対側にあるようだった。左右のどちらの通路から入っても距離が変わらない中間の位置だ。

「志乃ちゃんは何を食べたい？」

「特に考えてない」

「じゃあ、何でもありそうなファミレス辺りが良いかな」

　そんな事を話しながら奥に進んでいく。

　廊下の外側には幾いくつかの扉が並んでいたが、今回は使われていないようだった。

「控ひかえ室とか、そういうのでしょうか？」

「たぶんな。もしかしたら披ひ露ろう宴えんなんかもやるんとちゃうか？」

「あんな広いホールで披露宴って、芸能人くらいですよね」

「アンタもあのホールを埋うめられるくらいの人物を目指しや」

　無む茶ちや苦く茶ちや言ってくれるなぁ。

　そんなの絶対に不可能だって分かってるくせに。

　と、文句を言おうとした瞬間だった。

　ホールから聞こえてくるざわめきをかき消す、甲かん高だかい音が響ひびいた。

「キャアアアアアアアアアッ！」

　それが恐おそらく女性のものだと思われる悲鳴なのだと、脳みそが緩ゆるやかな動作で判断する。

　真っ先に反応したのは、志乃ちゃんだった。

　ほとんど瞬間的に駆かけ出した彼女の姿に、何が何だか分からないながらも、自分がとるべき行動を気付かされ慌てて先せん輩ぱいと共に後を追う。

　悲鳴が聞こえたのはどうやら女子トイレの中からだったらしい。

　普ふ段だんなら絶対に足を踏み入れる事の許されない男にとって禁きん断だんの領りよう域いき。

　だが今はそんな事も言っていられない。

　立ち止まる事無く、僕は駆け込んだ。

　トイレはかなり広かった。奥行き十五メートルほどの空間、入ったところから真っ直すぐ左側に個室が、右側にはずらりと大きな鏡に幅はばの広い化け粧しよう台だいが並んでいる。だがそれで終わりではなく、左側には更さらに二列個室が並んでいた。

　その一番奥に人が座すわり込んでいた。恐きよう怖ふに口と眼めを大きく開いて、駆けつけた僕らに気付かないはずがないのに、瞳は張り付けられたように一つの個室へと向けられていた。等とう間かん隔かくに並ぶ扉の群れは全てきっちりと閉められていたが、唯ゆい一いつ、そこだけが開かれていた。

「どないしたんやっ!?」

　女性は先輩の声でようやく視線を外した。

　震ふるえる眼球に映うつっているのは明らかな恐怖の感情。

　彼女は身体からだを支える先輩に縋すがりつきながら、指を伸のばした。

「ひ、ひ……人がっ」

　女性が指し示した個室の中、女性が便座に腰を掛けていた。と言っても用を足している最中というわけではない。衣服には乱れがなかったし───何より、彼女はもう二度と、用を足す必要がない存在になってしまっているのだから。

　その女性は、間違いなく死んでいた。
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　騒さわぎを聞き駆けつけたトラさんは、ホテルの従業員を使って集まっていた野や次じ馬うまをホールに下がらせた。突とつ然ぜんの事なのに冷静で的確で迅じん速そくな対応、流石さすがは警察官だ。

　第一発見者になってしまった可哀かわい想そうな女性は、人が集まってくると安心したのか倒たおれてしまった。今は近くの部屋に運ばれて、そこで休んでいるらしい。トイレのドアを開けたらそこに死体があったなんて、確かに軽くトラウマになりそうなシチュエーションだろう。

「応おう援えんは十分ほどで到着します。それまで、誰だれも外へ出さないよう、他の従業員の方にも徹てつ底ていさせてください」

　震ふるえる男性の声で、「は、はい！」という声が聞こえる。

「せやね───もちろん、もうとっくに犯人は逃にげた後かもしれんけど」

「防犯カメラの映像も用意させていますから、出て行った者についても把は握あくできるはずです」

「あの様子やから、そんな経たっとらんやろ。早けりゃ早いほど確実やで。急がしぃや」

　トイレの入り口から届いてくるそんな会話を聞きながら、心中で息を吐く。

　なんだかとんでもない事になってしまったみたいだ。

　遺体は紺こん色いろのスーツを着た三十代後半の女性だった。顔は俯うつむけられているためにほとんど見えない。蓋ふたがされたままの便器に、座すわるというよりはほとんど凭もたれるようにして死んでいる。

　死んでいると言っても、病死や事故死ではありえないようだった。

　何な故ぜそう断定できるのかと聞かれれば、答えは簡かん単たん明めい瞭りよう、彼女の胸部から多量の出血があって、スーツをほとんど黒に近い色に染そめ上げ、便器にまで滴したたり落ちて赤い川を作り上げているからだ。

　床ゆかがカーペットになっているので、こちらにまで流れてくる事はないが、ドロリとした臭においだけでも十分な存在を誇こ示じしていた。

　更さらに決定的なのが───凶きよう器きの存在だ。

「あれって、本物かな？」

　ゆったりとした個室スペースの片かた隅すみ、汚お物ぶつ入れの隣となりに───拳けん銃じゆうが落ちていた。

　錆さび色いろのグリップに黒い金属のスライド。

　僕も本物を見た事がある。というか、思い切り撃うたれた経験があった。

　思い出して、既すでに完かん治ちしている傷きず跡あとがキリリと引き攣つるようだった。

　ただ、落ちているのはその時に見たのよりずっと小型だった。

　映画なんかでよく見る物と違って、手のひらに収まるほどしかない。

　しかも銃口の先には細長いアタッチメントがあった。

　あれって確か────。

「目もく視しのみでの断定は難しい。けれど、ほぼ間違いないと思う」

「あぁ、うん。そうだよね」

　志乃ちゃんの言うとおり、見た目だけでは本物かどうかなんて判断できない。世の中には色々な趣しゆ味みの品があって、モデルガンもその一つだ。一丁が数千円から数万円というそれらは、趣味の品だけあってかなり良く出来たものも多い。実銃から正確にモデリングしているのだから、少なくとも僕のような素人しろうとには見分けるのは難しいだろう。

　だが、それにしたってあれは本物だろうという、確信に近いものがあった。

　何故なら、床に薬やつ莢きようが落ちているのだから。

　モデルガンは小さくて軽いプラスチックの弾たまをエアやガスの圧力で撃ち出すものだ。

　火薬は使わないから、薬莢が残されているのにモデルガンなんて事は考えられないだろう。その二つの相関関係をこの状況で否定するのは、あまりにも不自然だ。

　血に濡ぬれたスーツは黒くへばりついているため見み辛づらいが、よく見れば穴が空あいているのも確認できる。間違いなく、これは拳銃を使った殺人事件である。

「お前達、何ど処こにも触さわっていないだろうな」

「あ、はい。大丈夫です。遺体にもどこにも触れてません」

　後ろから志乃ちゃんの肩を摑つかんで、抱だき寄せるようにして下がらせる。彼女はそれに抵てい抗こうする事無く従ってくれたけれど、瞳だけは真っ直ぐにその遺体へと向けられていた。

　それに代わるようにして、従業員への指示を終えたトラさんと鴻池先せん輩ぱいが個室を覗のぞき込んだ。

「正面、至近距離から三発……ほぼ即そく死しでしょう」

「見た感じ、ＰＰＫっぽいな。ずいぶん小口径みたいやけど」

「ご丁てい寧ねいにサプレッサー付きですよ。こりゃ完全に計けい画かく殺人ですね」

　あぁ、やっぱり。銃口の先につけられていた円柱型のものは、消しよう音おん機きだったらしい。

　拳銃は火薬を使うものだから、当然発砲時の音というのはかなり大きくなってしまう。運動会でスタートの合図に使うピストルの音を、更に大きくしたものだと考えれば、ほとんど間違いは無い。

　だがサプレッサー──一般的に消サイ音レン器サー──を銃口につければ、火薬の炸さく裂れつ音おんをある程度抑おさえられる。完全に消す事はもちろん不可能だが、小口径の拳銃の場合、かなり近づかなければ気づかない程度になったはずだ。少なくとも一番奥のこの個室から外の通路に、いわんやあの騒さわがしいホールになどは絶対に届かなかった事だろう。

「……急いで、被害者の身元を確かく認にんした方が良いと思う」

　そう言ったのは志乃ちゃんだった。

「そんな事は言われなくとも────」

「シノシノ、どうしてそう思うんや」

　不ふ愉ゆ快かいそうなトラさんを先輩が遮さえぎる。

　この状況で志乃ちゃんの発言の重要性を彼女は知っているのだ。

「被害者は犯人を知っている可能性が高いから」

「どういう事や？」

「被害者は用を足している時、ドアの外側から撃たれたわけじゃない。そもそも、彼女はここに用を足しに来たわけじゃない」

「何故そんな事が分かるんだ」

「蓋ふたを開けなければ用は足せない」

「もしかしたら入ったところを襲おそわれたのかもしれないだろう」

「それはない。何故ならここは一番奥の個室だから。入る瞬間を襲えるほどの距離で見ず知らずの他人が後を着いてきたら、普通は不ふ審しんに思う」

　確かに、入ってから鍵かぎを閉しめるまでの時間というのは、ほんの一瞬だ。

　公共の場にあるトイレはだいたい構造が同じで内開きになっている。

　だからほとんどの場合、まずドアを押し開けて中へと入り、そのまま奥を向いたまま後ろ手でドアを閉める。入り口側を向くのはその後───鍵を閉める時になってからだ。

　被害者の状況から考えて真正面から撃たれた事は間違いないのだから、銃じゆう撃げきのチャンスはその瞬間にしかなかった事になる。だがそんな一瞬に割り込むためには、一メートルや二メートルのごく近距離に控ひかえていなければならないだろう。

　よっぽど混こんでいるのならともかくとして、普通の状態でそんな直すぐ後ろを誰かが追って来ていたら、いったい何事かと警けい戒かいするはずだ。

「なるほど、知り合いやったとしか思えんな。いや、知り合いでもなかなか考えられんわ。ウチ女子高やったから、二人で同じ個室に入ってく奴やつらも見た事あるけど……あれはちょっと異常なだけやし」

　男も連れションとかするけど、個室に二人でってのはちょっとどころじゃない異常さだと思いますよ。あり得ない話だと切り捨てて構わないだろう。

「それに入った瞬しゆん間かんを撃ったのなら、このような便座に座る形にはならないと思う。もちろん、それは百パーセントではないけれど、可能性としては低い。むしろ、こう考えるべき。被害者はここで便座に座り、誰かを待っていた。そして相手を迎むかえ入れるために鍵を開けたところで撃たれた」

　便座に座った状態からでも、鍵を開ける事はできる。

　多少距離があるので立ち上がったほうが圧倒的に楽だろうけど、たとえそうだったとしても、ドアは内開きなのだから、相手を迎え入れるためにはどうしても後ろに下がる必要が───つまり便座に座りなおす必要があるわけだ。

「だが、こんな場所で誰を待つ？　待ち合わせの場所としては最悪だろう。まして、二百人近くの人間が使うかもしれない場所なんだぞ？　殺人など───いや、もしかしたら突発的な犯行だった可能性も？」

「状況から考えて計画的だった事は間違いない。先ほど貴方あなた自じ身しんが言いました」

「むぅ……それはそうだが」

「ならば被害者にはここで人を待つ理由があり、犯人にはここを選ぶ根こん拠きよがあったと考えるべき」

「それは何だ？」

「分かりません。それをこれから調べるんです」

「…………」

　余あまりにも的てき確かくすぎる発言は時に人を苛いら立だたせる。正論ばかりでは回っていかないのがこの世の中であり、ましてそれが子供の発言ならなお更さらだ。

　ピクリとトラさんの眉まゆが動くのを見て、僕は話を変えた。

「あ、あの。これってもしかして、さっき話してくれた殺人事件と何か関係があるんでしょうか？」

「あぁ、そうか。そうやな、流石に全く無関係とは考えられんけど……殺害方法も全然違うしなぁ。……どうなんやろう？」

「分かりません。それも、これから調べますよ」

　不服げな含ふくみのある声でトラさんは志乃ちゃんの言葉を繰くり返した。

「そんな拗すねなや。どうや、トラ。ウチの言うた通り、なかなか面おも白しろい子やろ？」

　何故か我が事のように嬉うれしげな先輩に対し、トラさんは不服そうに厳いかめしい表情をしていたものの、やがてその満面の笑えみに負けたのか、唸うなり声のような溜ため息いきを吐ついた。

「確かに、ただの小学生というわけではなさそうですね」

「そういうわけや」

「ですがお嬢じよう……そうだとしても、やはり小学生は小学生です。こういう事に巻き込んで良いわけありません。今すぐ、帰宅させるべきです。いや、本来なら臨りん床しよう心しん理り士しを呼んでカウンセリングを受けさせなければ駄だ目めです。犯罪現場や死体を目撃してしまった児童に対しては、カウンセラーをつけるのが規則ですから」

　その毅き然ぜんとした正論に、思わず内心で拍はく手しゆ喝かつ采さいしてしまった。

　こうやってまともな見解を示してくれる人が居いると助かるなぁ。

「そんなん言われたって、シノシノが望んどるんやからしゃあないやろ」

「お嬢、ですがっ！」

「トぉぉぉラぁぁぁ？」

「…………まぁ、それは別にして」

「って、そこで日ひ和よりますか!?」

　弱ッ！

　めっちゃ弱いよこの人！

「ど、どの道……応援が来るまではどうしようもないですから。とにかく、お嬢達には控え室を用意させますから、そこで待っていてください」





＊　＊　＊






　特別に用意された控え室で待つ事、約一時間半。

　既に時刻は午後十一時を回り、いい加か減げん僕も眠ねむくなり始めた頃だった。

「お待たせしました、お嬢」

　扉を開けて入ってきたトラさんはペコリと頭を下げた。

　この一時間半、忙いそがしく働いていたはずなのに僕よりずっと元気そうだ。

「状況はどないや？　なんか進展はあったんか？」

「はい。かなりの進展ですよ。おかげで、大半の客は帰す事が出来ました。散さん々ざん騒さわがれましたからね、こっちとしては本当に助かりましたよ」

　重々しい溜息から、トラさんの苦労が偲しのばれる。

　二百人近い人々を纏まとめて大人しくさせておくのは相当骨が折れただろう。

「帰したって……大半の連中って事は全員やないんか？」

「えぇ、残したのは第一発見者を含む五人だけです」

　トラさんは頷うなずいて、背せ広びろの胸ポケットから手帳──警察手帳ではない──を取り出した。

「順を追って説明させてください。まず、被害者の身元ですが、氏名は氷ひ上かみ花はな緒お、三十六歳。大おお阪さか市内にあるマイナーなゴシップ週刊誌の記者です」

　身元の確認は簡かん単たんだったらしい。

　被害者の着ていたスーツの内ポケットに名刺があったからだ。そこから、会社へと連絡を取り確認したのだそうだ。

　どうも独どく身しんらしく親族への連絡はまだ取れていなかったが、社員に写真を見せて確認している。

「現在はとにかく検けん死しを優先させています。あと一時間ほどで結果が出てくるでしょう。ただ、やはり銃殺って事で間違いないようですね。傷の形状から銃じゆう創そうである事は間違いありませんし、被害者の後方の壁から回収した弾だん丸がんと現場に残されていた拳銃との口こう径けいは一いつ致ちしています。旋せん条じよう痕こんについてはまだ分かりませんが」

「あの口径で貫かん通つうか。ホンマに至し近きん距きよ離りやったんやね」

「また、各所の防犯カメラの映像から事件直前の氷上の行動も分かりました。彼女は午後八時過ぎにホテルに到着し、そのまま真っ直ぐ三階……この階のホールに入っています。その後、十五分ほどで一度ロビーに出て、そのままトイレへと入りました」

「パーティーの参加者やったんか？　招待状は？」

「いえ、招待はされていなかったようです。招待客リストにも載のっていませんでしたし。しかし、あまり参加制限の厳きびしくないパーティーですからね」

　招待というシステムがある事からも分かるように、かなり開かれた人脈作りの集まりだったのだ。よほど服装が変だったり不ふ審しんな行動をとらない限り、出入りはほぼ自由だったと考えられるだろう。

　場所と時間を知っていて、なおかつよっぽどの勇気があれば──場が持つセレブリティな雰ふん囲い気きに吞のまれないほどに──普通のサラリーマンだって入る事が出来たかもしれない。

　しかし、十五分ほどで出てきてしまったというのはどういう事なのだろうか。

「ホールで、氷上さんは誰と会っていたんですか？」

「それは分からない」トラさんはあっさりと首を振ふった。「ホール内には防犯カメラが無いからな。ただ、おかしな事に招待客の誰も彼女の事を知らなかった。一応帰す時に名刺を見せて確認したんだが……」

　そこに書かれていた名前に覚えのある者、名刺を交こう換かんした者は一人も居いなかったのだと言う。

「招待されてもいないのにやってきて、十五分間も誰とも話さず居おったわけか？」

「それってやっぱり、不自然ですよね？」

「……氷上花緒の所持品の中に、名刺はどれほどあった？」

「枚数の事か？　いや、正確には数えていないが……よくあるスチールのケースに数十枚といったところだろう」

「それなら、最大でも五十枚程度のはず。この規模のパーティーで積極的に交流を持つのなら、その数では不安が残る」志乃ちゃんは一いつ拍ぱくおいて、「氷上はこのパーティーの趣しゆ旨しに添そって──交流を目的として──参加していたわけではない。参加しているであろう特定の誰かに会うためにやってきたと考えるのが妥だ当とうだと思う。恐おそらく、ホールに入ったのはその相手が居るかどうかを、また相手に自分の存在を確認させるためだったと思う」

「せやね、パイプ作りが目的やったら名刺をばら撒まいとるはずや」

「更さらに、トイレに入ったのが午後八時二十四分。その後、お嬢達が発見する九時二十九分まで、氷上は一度も出ていません」

「となると、シノシノの推理はほぼ確定やね」

「そうですよね。ほとんど一時間近くトイレに籠こもってるなんて、ただ事じゃないですよ」

　昔、派は手でな下げ痢りをした時にそれくらい出てくる事が出来なかったけど。

「その辺りは、胃や腸ちようの内容物を確認すれば補ほ強きようできるだろう。氷上はあの場所で、誰か、あるいは何かを待っていた───こちらはその線で動く事を決めている」

　トラさんはハッキリとそう言った。

　小学生である志乃ちゃんの意見を、無む根こん拠きよに否定するのでも、無条件に信しん奉ぽうするのでもなく、様々な情報から自分で考えて決断しているのだ。

　なんだか凄く格好かつこ良いいな。

　自分と比べるなんて失礼だと分かっていても、少し悔くやしい気持ちになってしまう。

「それでですね、防犯カメラの映像から氷上が入ってから発見されるまでの間、第一発見者を含め五人が利用していた事が分かりました」

　氷上さんは自分の足でトイレに入っているのだから、犯行があったのはその後という事になる。そこから僕らが悲鳴を聞いて駆かけつけるまでの間にしか、犯行は不可能だったのだ。

　なら、その間に利用した五人の内の誰かが──一応、第一発見者も含まれる──犯人だと考えるのが妥当だろう。

「五人……僕らが入るまでに、五人も入ったんですよね？　なのに第一発見者を除のぞいた四人は、氷上さんに気付かなかったんですか？」

「アンタも見たとおり広いトイレやったからな。なかなか一番奥おくまで行こうとは思わんやろう」

「う～ん、そういうものですかね」

　確かにトイレに急いでいる時なんかは出来る限り近い場所を選ぶけれど……。

「それよりもウチとしては五人しか使つこうとらん事が意外やね。二百人くらい集まっとったのに、少な過ぎやろ」

「トイレに行ってる暇ひまもなかったんじゃないですか、たぶん」

「流石さすがにそこまで熱心やと、軽く引くなぁ」

「ですがおかげで容よう疑ぎ者しやが少なくなりました」

「確かにな。トラ、硝しよう煙えん反はん応のうはどうやった？」

　硝煙反応というのは、銃を使った時に舞い散る弾だん薬やくの欠片かけらが手や衣服に付着してしまう特性を利用した検査方法である。それはよほどしっかりと洗わない限り、その反応は確実に残る。

「もちろん、確認しました。ですが、誰からも反応は出なかったんです」

「って事は、やっぱ素す手でやないか。服も着替えた可能性があるけど……」

「いえ、それはないでしょう。カメラに映っていた映像から、誰も着替えていない事は証明されています」

「同じ服を用意しとったんかもしれんやろ？」

「その脱ぬいだ服はどこへ？　手荷物は全すべて確認しましたが、誰もそんなものは持っていませんでしたよ？」

「んなもん、切り刻きざんでトイレにポイや」

　先輩はあっさり言って、自分のドレスのスカート部分を軽く持ち上げて見せた。

　確かにそれは男ぼ性くが着ているようなスーツとは違って、裁さい縫ほう用ようの鋏はさみでなくても簡かん単たんに切れそうな薄うすさだった。トラさんならそれこそ素手でも破けるんじゃないだろうか。

「最小限に折り畳たためばポーチ程度にも入るはずや。まさか手ぶらで入った奴は居おらんやろ？」

「あ……そうですよね。持ち物はどうだったんですか？」

「お嬢の言う通り、全員『カバン』を持っていました」

「ったく、相あい変かわらずオッサンくさい奴やなぁ」

「大きなお世話です。それにですね、そんな面めん倒どうくさい事をしなくとも、あのくらいの小こ型がた拳けん銃じゆうなら衣い類るいにまで残らないかもしれません。手て袋ぶくろだけで十分でしょう」

　先輩も志乃ちゃんもしていないが、煌きらびやかなドレスに身を包む参加者の中には肘ひじくらいまでの薄うすい手袋をしている女性も少なくなかった。

「映うつっとった五人は手袋しとったんか？」

「何人かは。ですがそれこそお嬢の言う方法で解決可能でしょう」

「ポーチに隠かくしておいて、銃を撃つ時だけ着けて、その後はポイか。なるほど、それの方がずっと現実的やね」

「まぁその方法が正しいかどうかは分かりませんが、物ぶつ証しようを見つけるのは苦労しそうですね。ですが、それでも問題はありません。容よう疑ぎ者しやが絞しぼり込めた以上、後あとは時間の問題です」

「あ、その～、一つ疑問があるんですけど」

「なんだ？」

「防犯カメラに映らず現場に入る事は無理なんでしょうか？」

　容疑者が絞り込めたのは防犯カメラの映像があったからだけど、もしカメラに映らない場所から出入りできるのなら、その前提が覆くつがえってしまうのではないだろうか。

　だがそんな僕の意見をトラさんは一いつ蹴しゆうした。

「窓が無い。一応通つう風ふう孔こうはあるにはあるが、人が通った痕こん跡せきは見つからなかった。……というか、そんな事も考え付かないほど俺達が馬ば鹿かだと思っているのか？」

「あ、いえ、別にそういう意味では……」

「トラ、威い嚇かくは禁止やで！」

「むぅ……威嚇なんてしていません」

　否定していたが、その様はまるでサーカスの猛もう獣じゆうのようだった。

　牙きばを剝むく猛獣……そしてそれを鞭むちの一つで従したがえてしまう調教師の構図だ。

　と、またそんな思考が顔に出てしまったらしい。トラさんから「てめぇ、オモテに出やがれ」というニュアンスのプレッシャーが襲い掛かってくる。二十センチは上からの三白眼は迫はく力りよく十分だ。先輩という調教師が傍かたわらに控えていなければ、ダッシュで逃げ出していただろう。

「まぁ、つまり何かしらのとんでもないトリックがない限り、その五人の中に犯人がおると考えて間違いがないわけやね。シノシノ、何か問題点は？」

「ない。それで間違いないと思う」

「オッケー、ほんなら、パパッと事じ情じよう聴ちよう取しゆをやったらどうや」

「既すでに簡単な聴取は済すませていますが、明らかに疑うたがわしい言動は誰だれにもありませんでした。いえ、というか……情報を引き出せるだけの情報がこちらにありません」

　まぁ現場がトイレなだけに、何な故ぜその場所に居たのかなんて生理現象の一言だし、被害者についても『知らない』で終わりだ。手荷物の中によほど怪あやしい物を残していない限り、現段階での聴取にはほとんど意味がないだろう。

「ですから今はこうして、検死の結果を待っているだけです」

「え、でもそれで大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　何かもっと捜査すべきなんじゃないかと不安になる僕に、トラさんを始め先輩や志乃ちゃんまでも冷たい視線を向けてくる。

　え、あれ？　僕、何か変な事を言ったでしょうか？

「あんな……ええか？」

　代表して先輩が僕の肩を叩たたいた。

「トイレには他の出入り口がなくて、外の通路にはしっかりと時間の分かる防犯カメラが設置されとるんや」

「あ、はい。そうですね」

「ほんなら、後は死亡推定時刻さえ分かってまえば、その時間に入っとった奴が犯人やって自動的に分かるやろうが」

「あ……」

　ようやく意味を理解して、僕は赤面した。

　なるほど、なるほど。あれやこれやと深く考える必要なんてないのだ。

　推理なんて必要ない。全てはまさしく『時間』が解決してくれるのである。

「もちろんその間も遊んでいるわけではないが、お前が気にするような事は一つもない」

「そうですね。済みません」

「いや……まぁ、良い。実際、少し気になる事もあるしな」

「気になる事？　何や、まだ他にあるんか？」

「はい、実は氷上の衣服の下から、直じき筆ひつのメモが発見されました」

　そう言って、トラさんは透とう明めいなビニールの袋を見せてくれた。

　中には恐おそらくメモ帳か何かを破りとったらしい紙が入っていた。

『もし私が殺されたとしたら犯人は夢ゆめ路じハナ』

　綺麗な文字で書かれたその文章に僕らは息を吞のんだ。

「ま、まさかこれって、ダイイングメッセージってやつですか」

「いや、それは無い。氷上は即そく死しで間違いないという事だからな。悠ゆう長ちようにメモを書いている余よ裕ゆうなんてまったく無かったはずだ」

「となると、事前に？　被害者は自分が殺される事を予測していた……？」

　ある意味でこれも遺い書しよという事になるのだろうか。

　氷上さんは今日ここで殺される危険性を考えていて、だから犯人を指摘するメモを遺のこしたのだ。

「そのメモはどこから出てきたんや？」

「それが……ちょっと変な話で、ベルトの裏に隠かくされていたんですよ」

「そんな場所にですか？」

　わざわざ説明するまでもないと思うけど、ベルトの裏というのはメモを収納するようなスペースではない。

　そんな所にあるって事は、意識的に隠そうとしていたのではないだろうか。

「恐おそらくメモ帳のページを切り取った物です。小さく折りたたまれテープで貼はり付けられていました。しかもバックルの付近ではなく背中側に回まわる、ちょうど中央付近でした。あれはちょっと、服を脱がせようとでもしない限り見つけるのは無理でしょうね」

「犯人にバレんようにしとったんか。せやけど警察には見つけてもらえるようにって事やね」

「筆ひつ跡せき鑑かん定ていが済すむまでは本人の物かは定さだかではありませんが、ほぼ間違いないと思います」

「どうしてそう言えるんですか？」

「刑事の勘かんだ」

「……なるほど」

　なんだか凄すごい発言なのだけれど、トラさんが言うと妙みような説得力があった。

「いやいや、勘は大切やで。特に経験を伴ったものは大きな意味を持つからな」

「先輩の場合は勘じゃなくて『感』じゃないんですか？」

「どっちも似たようなもんやろ？」

　全然違うような気がするんですが。

「で、容疑者五人の中にその夢ゆめ路じハナとやらは？」

「居ません。参加者を帰す時に氏名と連絡先を確かく認にんしていますが、そこにも見つかりませんでした」

「参加者の大半は確認できたやろうけど、自分らが事件に気づいて出入りを禁止するまでに逃げられたって可能性もあるんとちゃうか？」

　性質上、誰でも出入り可能なこのパーティーでは、参加者全てを確認する手段はないに等しい。防犯カメラの映像は残っているだろうが、そこから特定の人物を発見するのは膨ぼう大だいな労力が必要だろう。

「という事は、もしかしたら犯人は既すでに……！」

「いや、やはりそれはあり得ないだろう。映像がはっきり残っている以上、犯人はあの五人以外考えられない」

「その映像に細さい工くされている可か能のう性せいは？」

　それまで黙って話を聞いていた志乃ちゃんが口を開いた。

「映像に細工ってどういう事？」

「他ほかに出入りの方法があるのかという質問と同じもの。もし残されていた映像に細工───たとえば本当は誰かが入ったのに、その上から誰も映っていないシーンを上書きしていたとしたら、容疑者が五人しか居ないという前ぜん提ていを覆くつがえす事が出来る」

「あぁ、なるほど。映画とかで泥どろ棒ぼうが使うトリックだね」

　防犯カメラのシステムに侵しん入にゆうして偽にせの映像を流し、その間に犯行を済ませるという手て垢あかの塗まみれた手法だ。

　だが、ベタながらも効果は大きかった。

　人の眼めではない機械を通した視点は、それを見る者に半なかば無条件の信しん頼らいを抱いだかせる事が出来るのだから。

　だって多くの人は、機械は間ま違ちがわないという誤あやまった認にん識しきを持ってしまっている。

　確かに機械は間違わないかもしれない。

　理り屈くつの上では、完かん璧ぺきなシステムは完璧なパフォーマンスを保証している。

　けれど、機械を『間違わせる』事は簡単なのだ。

　それは故こ意いによるものだけではなく、大した知識も必要としない。市販の電気製品の故こ障しよう理由の大半が使用者のミス、つまりヒューマンエラーである事を考えれば自じ明めいだろう。

　時には某ぼう故障タイマーの存在を信じたくなるほど理り不ふ尽じん且かつタイミングよく壊こわれてしまう事もあるが、徹底的に管理して使用していれば、内在する寿じゆ命みようを迎むかえるその時まで正常に動き続けるものである。

　人の手によって扱あつかわれるように設計された時点で、人の手によって本来の寿命より早く狂くるってしまうのは、ある意味で自然な事なのだった。

「映像を編へん纂さんする余よ地ちがあったのかどうか、それを調べる必要がある」

「一応確認はしてみるが……それには非常に専門的な知識と技術が必要だろうし、映画のように簡単にはいかないだろう。今のところ、その前提を崩くずす要因は見つからない。『夢路ハナ』という不確定要素は気になるが、現段階ではその重要性を判断する事は出来ない」

　どうやら、あくまでも現実的な路線を選ぶタイプらしい。

　まぁ、志乃ちゃんの意見は想像上は可能ってだけで、ちょっと考えられないものだったから当然と言えば当然か。

　言った本人も分かっているらしく、あっさりと引き下がった。

　ただし、やはり気になる事があるらしい。

「夢路ハナについて参考人に質問してみた方が良いと思う」

「うん、それはウチも思うわ。当たりか外れかは分からんけど、どっちにしろ他ほかにネタがないわけやし」

「……分かりました。では、その線でもう一度聞いてきます」

「あ、待った。ウチらも一緒やったらアカンか？」

　小学生みたいに手を上げて提てい案あんする先輩に、トラさんは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「それは……お嬢じようだけなら何とか出来ます……」

「トラもシノシノの能力は分かったやろ？　事件の早期解決のためには、この子の力は大きいで。そして、シノシノの力を発はつ揮きさせるためには相あい方かたも必要や」

　相方、というのは僕の事なのだろう。

　他に居いないわけだけど、別に僕が居ても居なくても志乃ちゃんの才能には関係ないと思いますよ。

　もちろん、こんな所に一人残されるのは嫌いやだし、志乃ちゃんを一人で行動させるのも嫌だから絶対に一緒に行きますけど。

「ですが、どう説明するつもりです？」

「説明する必要があるか？」

「個人のプライバシーに関かかわる部分ですから、無関係な人間を置くわけにはいきません」

「無関係やないやろ。シノシノらは第一ではないけど立りつ派ぱな発見者やねんし」

「それはそうですが……あ、いえ。そういう問題ではなくてですね」

「なぁ？　お願いや、トラぁ」

「むぅ……分かりました。その方向で準備してみます」

「サンキュ～！　トラ、大好きやで♪」

　先輩は大げさに喜ぶと、両手を広げてトラさんの腕に抱きついた。

「お、お嬢っ！　よよよ、よしてくださいよ」

　平へい静せいを装よそおおうとしているのだろうけど、誰がどう見てもデレまくりだ。

　あぁ、トラさん……貴方は気付いていないのですね。

　貴方の額ひたいにはしっかりと『調教済み』の判はん子こが捺おされていますよ。





＊　＊　＊






　準備をすると言ってトラさんは出て行った。

　今回は先輩もそれに付き添そうつもりらしく、一緒に行ってしまった。

　たぶん彼女の性格を考えればこれまでの捜そう査さや聴ちよう取しゆにも立ち会いたかったのだろう。

　それでも僕らと一緒に残っていたのは、単に邪じや魔まになるかもと遠えん慮りよしたからか、あるいは僕らを放ほうっておくわけにいかないと考えたからなのか。

　先ほどのやり取りから、答えは後者だと確信していた。

　僕らを放り出して自分の趣しゆ味みに走る事が出来なかったのだ。

　ホント、そういうところだけは律りち儀ぎな人なのである。

「夢路ハナが何者にせよ、これで犯行現場がトイレであった事の理由は理解できた」

「え、どうして？」

「メモの存在から氷上が、自分が殺害される危険性を感じていた事が窺うかがえる。その一方で、犯人と直接対話したいとも思っていた。一時間近くも待ち続けていた事から、これも分かる」

　待ち続ける一時間というのはとんでもなく長い。

　例えば乗り合わせた電車が一時間も止まったままだったら酷ひどく苛いら立だつはずだ。しかもそれが見ず知らずの人間による責任だとしたら、誰もが「ふざけるな！」と叫びたくなるだろう。

　だがデートで恋こい人びとを待っているのなら、その長い時間も耐たえられるだろう。心配するし不安になるし、来た時には怒おこるだろうが、一時間くらい待っていられる。
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　これはつまり、待つものの重要度の問題だ。

　恋人を待つ事は不ふ快かいではあったとしても不ふ本ほん意いじゃない。だって相手に来て欲ほしいと思って待っているのだから。けど電車が止まっているのは不快であり不本意である。だって待ちたくもないのに待たされているのだから。

　体感時間という意味では、自分の好きな事をやっている時間とお昼前の授業の時間とを比べた方がハッキリとわかるかもしれない。

　氷上さんは待たされていたわけじゃない。

　待たされる立場では一時間もトイレに閉じこもっていられない。飲み物を取るために、いやもっと具体的に、犯人を促うながすためにホールへ向かって良かったのだ。

　それをせずに待ち続けていたという事は、氷上さんの側が積極的に──恋人を待つように──会いたがっていたという事になるのではないだろうか。只ひた管すらじっと、狭せまい個室の中で。

「という事は、氷上さんが犯人を呼び出したのか」

「いいえ、違います。ここに呼び出したのは間違いなく犯人でしょう」

　志乃ちゃんは首を振ふる。

「犯人は氷上を殺害するためにこの場所を選んだ」

「犯人がわざわざこんな場所を選んだっての？　でもトラさんも言ってたけど、ここは人殺しをするにはかなり向かないと思うけど……」

「氷上は自分が殺されるかもしれないと考えていた。これは言葉を変えれば、犯人は積極的に氷上を殺害したかったという意味になる。けれど、メモを残すほど警けい戒かいしている氷上を人気のない場所、自宅などの目撃者がない場所に呼び出す事は出来ない。呼び出しに応じないだろうし、応じたとしても何かしらの保険を打っていると考えられる。だから、この場所を選んだ。二百人の人間が集まっているこの場所を」

「なるほど、氷上さんの警戒心を和やわらげるために、か」

　二百人もの人間が近くに集まっていて、多くの人が利用するだろうトイレ。

　そんな場所で殺人を犯おかそうなんて考える犯罪者は少ないだろう。

　あまりにもリスクが大き過ぎる。

　そして犯人のリスクが大きいという事は、逆に氷上さんにとっては安全な場所だったという意味になる。

　いや───こう言い換かえよう、安全な場所のはずだった、と。

「恐おそらく、氷上は今回のパーティーの趣しゆ旨しを理解していなかったのでしょう。だから安全だと誤解してしまった」

「先輩が言ってた事だね。参加者がトイレに行く時間も惜おしむほど熱心だとは考えてなかったんだ」

　ただのパーティーなら氷上さんの思おも惑わくは正しかったのだろう。

　特に女性は化け粧しようを直したりする必要もあるのだから、もっと稼か働どう率りつが上がっていたはずだ。

「でも、やっぱりトイレで密会ってのはどうなんだろう？　例えばさ、この部屋みたいに控ひかえ室じゃ駄目だったのかな？」

「防犯カメラがある。使用されてない控え室に無関係の第三者が入ってくる事はまずあり得ない。となれば、入ったのは氷上と犯人だけになってしまい、犯行は不可能になる」

「うん、それはそうなんだけどさ。小声で話すにしてもトイレだと他の人に聞こえない？」

　いくらそこらの駅とは違う広くて綺き麗れいなトイレだとは言え、それでも個室の壁かべってのは薄うすっぺらいものだ。耳を澄すませば──そんな事をする人はいないだろうけれど──隣の人の息いき遣づかいだって聞こえただろう。

「そもそも話す必要はなかったのかもしれない。何かを手て渡わたしするだけだった可能性もある。それに、小声程度なら聞こえなくするのは可能だから」

「……あ、そうか。水を流せば良いいんだ」

「そんな事をしなくても、あのトイレには擬ぎ音おん装置があった。あれを使えば良い」

　なるほど、確かにそういうのもあったか。

　擬音装置というのは基本的に男性用のトイレにはない物なので、完全にその存在を失しつ念ねんしていた。

　男は気にしないが女性は用を足す時の音を、たとえ同性が相手でも聞かれたくないと思うらしい。だから水を流してその音を消していたのだが、それでは明らかに水の無駄遣いになってしまう。それを防ふせぐために、電子音で水の流れる音を出し消音する装置が設置されるようになったらしい。

「それを使えばなお更さら発はつ砲ぽう音おんも聞こえ辛づらくなっただろうね。でも、そんなの付いてた？」

「付いてた」

「よく見てるね。僕は死体と拳けん銃じゆうにばかり目がいって、そこまで気づかなかったよ」

「……期待してない」

　ハンカチかポケットティッシュを持ってくれば良かった。

　さめざめと泣きたい今の自分には絶対に必要なものだから。

「と……とにかく。簡かん単たんな密会をするには双そう方ほうにとってベストな場所だったわけだ」

「ベストとは言えない。けど、ベターだった事は確かだと思う」

　本当ならもっと望ましい場所があったのだろう。

　氷上さんにとっては自分に絶対手出しを出来ない、喫きつ茶さ店てんとかファミレスとか、二人で話せるけど二人きりにはならない場所が最高だっただろうし、犯人にとってはやはりもっと目もく撃げき者しやが出にくい、リスクの少ない場所が良かったはずだ。

　トイレでの会合という不自然な状じよう況きようは、そんな双方の損そん得とくを擦すり合わせた結果だったのだ。

　ただ、犯人の方が少し読み勝かっていた。

　もしかしたら、氷上さんがもう少し考えていればこの事件は起こらなかったのかもしれない。

　もちろん、これは完全に結果論だけれど。

「けれどこれは犯人の自信の表れでもある。犯人が防犯カメラの存在を知っていたかどうかは分からないけれど、その存在を想定する事は難しくなかっただろうし、二百人の第三者が居いる以上、トイレに出入りした事実を完かん璧ぺきに隠いん蔽ぺいする事はほとんど不可能に近い」

「そうだね。それは僕も感じたよ。なんて言ったら良いのか……妙みように堂々としてるんだよね」

　防犯カメラもある、多くの人が利用する可能性のあるトイレで銃殺。

　誰かに見られたり聞かれたりする危険性は大きい。

　それなのにこの犯人には、何と言うか、隠そうとか誤ご魔ま化かそうとかいう『弱さ』がないのだ。堂々として、大だい胆たんに犯行に及およんでいる。

「犯人はたとえ容疑者になったとしても捕つかまらないだけの自信があるんだと思う」

「証拠を見つけるのは難しいかもって言ってたね」

「最低限、死亡推定時刻が判明したところで困らない程度には、何かしらの確信がある」

「特定されたとしても構かまわないと考えてるって事？」

　死亡推定時刻が判明すれば逆算で犯人を特定できるわけだが、それだけでは有罪にならないだけの対策を予あらかじめ立てているというわけか。

　けど、そんなのは可能なのだろうか？

　そりゃ死亡推定時刻と犯人がトイレに入っていた時刻とが一いつ致ちする、というのは状況証拠でしかない。防犯カメラに映らずにトイレに入る事が不可能であるという前提に頼たよった、状況的に黒、という意味だ。

　直接犯行現場を録ろく画がしているわけではない以上、限りなく黒だと『思われる』だけで、確定的な証拠とはなり得ない。

　この事件でそうなり得うるものといえば、衣服や肌はだや持ち物に付着した被害者の血けつ痕こん、もしくは指し紋もん。銃を撃うった時に残る硝しよう煙えん反はん応のう。被害者と連れん絡らくを取った通信記録。拳銃を入手した経路などだろう。

　他にも様々なものがあるだろうが、現実的にその全すべてを隠かくし通す事は不可能だと思う。

　まして一度特定してしまえば、警察は総力で捜査を始めるだろうし。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、志乃ちゃん」

　僕は微笑ほほえみかけた。

「きっと、トラさん達警察がなんとかしてくれるよ」

「…………」

　沈ちん黙もくは肯こう定ていでも否定でもなかった。

　しかし、無関心でもなかった。

　その意味は定さだかではないけれど、トラさんが言ったように僕らが心配する事ではないと思う。

「それよりさ、そろそろ眠ねむくない？」

「……大丈夫」

「でも、もうこんな時間だしさ。そろそろ寝ねないと明日が大変だよ？」

　いよいよ本格的に日付が変わってしまいそうだ。

　幾いくらなんでも小学生が起きていて良いような時間じゃないだろう。

　まして明日も学校があるのだから、夜よ更ふかしして遅ち刻こくでもさせてしまったら小お父じさん達に申し訳が立たない。

「帰りたいの？」

「え？　あぁ……別にそういう意味じゃないんだけど」

　ストレートな質問にちょっと戸と惑まどった。あくまで志乃ちゃんの体調が心配なわけだが……帰りたくないか帰りたいか、どちらかと聞かれれば確実に後者だったからだ。

　僕は元からこういった事──殺人事件の捜査──になんて関かかわりたくないし、そもそも関われるだけの力があるわけでもないし、それに何より、こうして待っているだけってのがとても退たい屈くつだった。

「今回はさ、志乃ちゃんは必要ないよ。死亡推定時刻から犯人を特定しちゃえば、後は全部警察の仕事だしさ。僕らが残ってる意味なんてないんじゃないかなって」

「……分かった」

「え？　あれ？」

　予想外の答えに、面めん食くらった。

「驚おどろいた。てっきり解決するまで帰りたがらないんじゃないかと……」

　志乃ちゃんと重大な事件との関連性について、僕は先せん輩ぱいが巻き込むからだと反論したけれど、その時に浮かび上がった違和感はまさにそれだった。

　あの時の反論は半分正しくて、半分間違っている。

　彼女は先輩が巻き込まなくたって、最初から自分で勝手に巻き込まれていく子だった。

　それで随ずい分ぶんと心配させられてきた。

　目を離はなすとフラフラと恐おそろしい闇やみに近寄ってしまって、直すぐ傍そばに居ても妙に存在感が希き薄はくで、何い時つか消えてしまうんじゃないかっていうくらい怖こわかった少女。

　それが何時からだろう。

　そんな恐怖を感じないようになっていた。

　僕が成長して志乃ちゃんの事を少しずつでも分かるようになったからだと思っていたけど、それだけってわけじゃない。

　志乃ちゃん自身、恐ろしくおぞましい事件への接せつ触しよくが減へってきているのではないか。

　幽ゆう霊れいのような何ど処こか別の世界の住人だった女の子は、何時の間にか『こちら側』に近寄り始めている。地に足が着き始めているのではないだろうか。

「別に……たぶん貴方あなたの言う通り、これ以上ここに居てもあまり意味がないと思うから」

「ふぅん、なんだか随ずい分ぶんと素す直なおだね」

　燻くすぶり続ける違和感を隠しつつ、探さぐるように視線を向けてみるけれど、その真っ黒な瞳からは僅わずかな感情も零こぼれてこない。

　完全に隠されている。

　それがなお更に怪あやしいのだ。

　彼女の変化は本来歓かん迎げいすべき事である。トラさんではないが、小学生が殺人のような凶悪な犯罪に関わっていてはいけない。不運にも関わってしまったとしても、直ぐにその場から離れて、周囲の大人達がフォローしてあげなければならないのだ。

　だから、今の彼女の反応は正しい。

　なのに……心のざわつきが消えない。

　何かがおかしい、そんな妄もう想そうが消えてくれない。

「お待たせ～、準備できたで」

「あ、先せん輩ぱい。ちょうど良かった、実はですね────」

「ほらほら、さっさと来る！　アンタらが居おらんと始まらんやろ」

　ニッコリと微笑ほほえみながら手招きする先輩。

　それは自分と一いつ緒しよに事件を解決してくれるだろうという信しん頼らいに満ちた表情で、僕は言いかけた言葉を封ふうじるしかなかった。

　きっとこの事件に志乃ちゃんの出番はないだろうし、そういう事じ態たいになって欲ほしくもない。

　けれど、だからって先輩を残したまま無関心に帰るわけにもいかない、か。

　まったく、もしかしたら僕の額にも『調教済み』の判子があるのではないだろうか。

「残念、帰るタイミングを失っちゃった」

　志乃ちゃんは無言のまま、瞳だけで肯こう定ていしてくれた。

　きっと、彼女だって同じ思いだったのだろう。
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　聴ちよう取しゆが行われるのは僕らが居たのと同じタイプの控ひかえ室だった。

　中央付近にパーティーで使われていたテーブルと折り畳たたみではない椅い子すが二つ、対面に置かれている。その一方にトラさんが座り、僕と志し乃のちゃん、鴻こう池のいけ先輩は少し離れた所に待たい機きしていた。

「分かり易やすいように時系列順に呼んでいます。最初は、氷上の直後に入った川かわ内うち由ゆ宇う香か。職業はグラビアアイドルだそうです」

　トラさんの説明から少し遅おくれて、制服警官に付き添そわれながら一人の女性が入ってきた。

　歳としの頃ころは二十代前半、いや十代かもしれない。コケティッシュな容よう姿しは非常に可愛かわいらしいが、布ぬの面めん積せきの小さいドレスを押おし上げている豊ほう満まんな胸は、何と言いましょうか……凄すごいの一言しかない。男のロマンが満ち溢あふれていて、今にもこぼれ出しそうなのだ。

　その魅み力りよくに顔が紅こう潮ちようしそうになって、先輩と志乃ちゃんの無言のプレッシャーにすぐさまクールダウンされる。逃にげるようにトラさんに視線を向けると、世よ渡わたり上手な彼はサッとそっぽを向いてしまった。

　逃げるように口を開く。

「あ、あぁ……あの人、どっかで見た事ありますよ。確か雑誌のグラビアページに載のってたんじゃないかなぁ？」

「ふ～ん、アンタはそういう本も読んどるんやな」

「…………」

　女性二人の絶対零れい度どの瞳が痛かったが、弁べん解かいさせてもらうなら決してその手の雑誌で見たわけではなく、ごくごく普ふ通つうの週刊漫まん画が雑誌である。コンビニで立ち読みしている時にチラッと見たのだ。

「ふ～ん、アンタはチラッと見ただけで覚えられるくらい記き憶おく力りよくが良かったんか。もしかして、なんや特別『気になる部分』があったんかなぁ？」

「……………………」

　絶対零度を突破して更さらに冷え切っていく瞳に耐たえかねて、僕はトラさんに助けを求めた。

　全身から『こっちに振るな馬ば鹿か！』というオーラが出ていたが、今の僕を救すくえるのは彼しかいないのだ。

「え、えーっと。どうぞお座りください」

　どもりながら話を進めてくれる優やさしいトラさん。

「は～い、失礼します」

　特定の部位を盛せい大だいに揺ゆらしながら妙みように艶なまめかしい動作で椅子に座る川内さん。

　明らかにしなを作っている、セールス的な動作だったのだが、流石さすがはプロだ。

　分かっていても……『凄い』です。

「シノシノ、そこらに針と糸ないか？　コイツの鼻の下を縫ぬいつけてやりたいんやけど」

「……探してみる」

「探さなくていいから！」

　ついには恐おそろしい相談を始める二人を半泣きになりながら止めた。

　まったく、洒落しやれにならないですよ。

　言っておきますけど、別に他意はないですからね。

　これは男の性さがなんですよ！

「去きよ勢せいしたらどうや」

　……ヒドイ。

　と、そんな僕らのコントを無視して、トラさんは話を進める。

「済すみませんね、随ずい分ぶんと引き止めてしまって」

「いえいえ、警察さんに協力するのは当然の事ですから」

「ありがとうございます。もう少しで終わると思いますから、それまでご協力ください」

「はい～、大丈夫です！」

「あぁ、けれど」

「はい？」

「現在捜査中につき、ここでお話する事は内密にお願いします。マスコミはもちろん、ブログに書くのも自じ重ちようしてください」

「[image: え]…………」

　その瞬間、コケティッシュな彼女の表情が一変した。

　眉まゆを顰ひそめて明らかな不ふ快かいの色に染まったのだ。

　なるほど、協力的なのはそういう理由か。

　たぶん彼女は今回の事件を自分の名前を売るために使う気だったのだろう。

　殺人事件に巻き込まれた───その容疑者となる事は本来マイナスなはずだが、一方で間違いなく多くのマスコミが彼女に取材を申し込んでくるはずだ。ブログに書けばアクセス数が大おお幅はばに増えるだろう。

　その上で彼女以外の容疑者が犯人として逮たい捕ほされれば、マイナス面は全すべて消えてプラスだけが際きわ立だつ事になる。

　多くの人が彼女の名前を知ったという、絶大な宣伝結果だけが残るわけだ。

　殺人事件を宣伝活動の延長に使おうなんて、顔に似に合あわず汚きたない発想だなぁ。

　なんて思っていると、ポンと先輩が肩かたを叩たたいてきた。

「落ち込みなやぁ、青少年」

　素す敵てきなくらい大きなお世話です。

　ってか、同情のフリをするならせめてそのニヤついた顔を何とかしてくださいよ。

「それで、今度はなんですか？　私、話せる事は全部話したと思いますけど」

　いまだ不快感を隠しきれないながら、プロ根こん性じようなのか体てい裁さいだけは元に戻した口調で川内さんは聞いた。

「それがですね、実は新しい情報が出てきまして。それについて聞かせていただきたいと」

「新しい情報、ですか？」

「えぇ、とてもとても重要な情報です。川内さんは『夢ゆめ路じハナ』についてご存じですよね」

　それは妙みような質問だった。

　知っているか、ではなく、知っているでしょう。

　事前に志乃ちゃんが指示した事だった。

　夢路ハナさんを知っていますか、ではいけない。

　それでは『知らない』の一言で終わってしまうからだ。

　真実でも噓うそでもその一言で終わってしまうのなら、聞く意味がない。

　だがこうして、『知っているはずだ』という形で問えば話は別だった。

　例えば道みち端ばたで突とつ然ぜん二人の見覚えのない人が声を掛かけてきたとする。

　一人はこう質問する。

『○○という人間を知っているか』

　もう一人はこう質問する。

『俺だよ俺！　小学校で同じクラスだった○○だよ！　覚えてるだろ？』

　この二つは同じ『○○』という人物に記憶があるかどうかを聞いているわけだが、前者と後者ではまるでリアクションが変わってくる。

　後者の場合、例たとえそんな事実がそもそも存在しなかったとしても思い出そうと必死になるだろう。人によっては思い出したかのようなフリをするかもしれない。だって、知らないとは答えられない状況なのだから。

　まして、ここで質問しているのは警察だ。

　しかも状況は殺人事件。

　間違った事を言えば疑われてしまうのではないかと不安になるのが人情だから、絶対に迂う闊かつな返答は出来ない。

　聞かれた人は、当然ながら必死になって『夢路ハナ』という名前を思い出そうとする。

「え、えぇと。そんな名前を聞いたような気が……」

　案の定じよう、川内さんはパニックに陥おちいった様子だった。

　自分が疑われないように何とか上う手まく答えようと考えたからだ。

　だがその反応こそが彼女への疑いを薄うすめる要因となる。

　前述の二通りの質問、その後者で思わず慌あわててしまうのは本当に知らない、もしくは本当に覚えていないからだ。

　事実として記憶にあるのならはっきりとそう答えるだろうし、この場合、犯人なら警察から『これが重要な情報である』と示されている以上、どうしたって否定せずにはいられない。

　この質問は、むしろ積極的な否定を引き出すための、意い地じ悪わる問題なのである。

「えぇと、その……」

「はい。もう結構です。別室でお待ちください」

「え、え？　でも、私」

　困こん惑わくするしかない川内さんを制服警官が連れて出て行く。

　トラさんの言った通り、向かう先は他の容疑者達が待つ部屋ではない。

　これは質問内容を事前に知られないための策さくだった。

　この質問はいきなり仕掛けるから効果を発はつ揮きするのであって、事前に分かっていたのではいくらでも回かい避ひ可か能のうなのだ。

　続けて、二人目。

　入ってきたのは三十過ぎくらいの女性だった。

　温おん和わというか柔にゆう和わというか、マイナスの言葉を使うなら覇は気きがないというか……先ほどの川内さんとは好対照とも言える、いかにも普通の主婦といった雰ふん囲い気きだ。どこで買ったのか、若じやつ干かん趣しゆ味みの悪い色使いのドレスが、壮そう絶ぜつに似合っていない。

　まぁ、逆にインパクトは抜ばつ群ぐんかもしれないけれど。

「河こう野の時とき子こ、衣料品販売会社の社長だ」

「衣料品販売、ですか？」

「インターネットでの通販を行っている会社らしい」

　近年、主婦による起業は少数ながらも居るがその中の成功例のようで、様々な関連雑誌で紹しよう介かいされるほど有名らしい。

「無む店てん舗ぽ型がたのネット通販専門の会社か。まぁシノシノのママンにとってはライバルみたいな存在やろうね」

「流は行やり筋ですからね。その関係で招待されたようです」

　不安げな表情で椅子に座った河野さんは、上うわ目め遣づかいにチラチラと周囲を見回している。

　社長という肩書きからは想像できないくらいの小市民っぷりだ。

「アンタは共感するやろ」

「えぇ、もちろんですとも！」

　皮ひ肉にくに対して全力で頷うなずいてやる。

　そうですとも、僕は警察の前でビクつく小市民ですともさっ。

　そんな同どう属ぞくである河野さんにも、川内さんと同じ意地悪な質問が。

「え……えぇと。その、えっと」

　案の定、可か哀わい想そうに思えてくるくらいパニックになる河野さん。

　最後には泣きが入ってしまった。

「ごめんなさい……思い出せません」

「そうですか、では結構です。別室にてお待ちください」

　覚おぼ束つかない足取りで出て行く彼女の背中に、僕は無言のエールを送っていた。

　志乃ちゃんのお母さんのライバルだから仕事面では応おう援えんできないけど、同じ小市民属性なその人生については本当に共感できた。

　三人目は、恐おそらく五十代前半といったところだろう。

　よほど苦労してきたのか、顔には深い皺しわが刻きざまれている。だが、だからと言って醜みにくいわけじゃない。そこには見ている者をどこか落ち着かせてくれる、優やさしく温あたたかな印象があった。

「名前は雪ゆき野の咲さき。元々は大手商社の社長夫人でしたが、夫の引退後は田舎いなかに引っ越こして隠いん居きよ生活。四年前にその夫を亡くしてからは一人きりで生活していました。その間、会社との繫つながりは一いつ切さい無しです」

「それがいったいどうして？」

「ここ最近になって社の買ばい収しゆう問題が浮ふ上じようしたんだ。彼女が相そう続ぞくした少なくない株券を奪うばわれないよう、交流を持ち直そうとしたんだな。今回のパーティーへの招待も、接待を兼かねた経営陣じんとの連れん携けいを見せ付けるパフォーマンスみたいなものだろう」

「会社が安あん泰たいの時は放置して、危あぶなくなったら利用する、ですか」

「文句を言っても始まらんだろう。社会に出ればこれくらいの駆かけ引きは当たり前だぞ」

　もちろん、理り屈くつは分かってますとも。

　小さくない株主が経営陣側についているという姿し勢せいを見せる事は、買収の成功率が低い事を他の株主に示す意味を持つ。つまりそれは、今株券を手放す事が正解なのか疑問に感じさせるわけだ。買収が失敗するのなら、わざわざ株を売る必要もない。

　大株主を取り込む事は相手企業への強いけん制になるのだ。

「ご苦労様です、刑事さん」

「済すみませんね、長々とお引止めしてしまって」

「いいえ。犯罪者を捕つかまえるためですもの、出来る限り協力させていただきますわ」

「ありがとうございます」

　丁てい寧ねいな口調に柔やわらかい声こわ音ね。

　凡およそ攻こう撃げき性せいという単語からは程ほど遠とおい印象だった。

　とてもじゃないけど人殺しになんて見えない。

「印象だけで判断するんは危険やで？」

「そうは言いますけど、じゃあ先輩はこの人が殺人犯に思えるんですか？」

「それは……まぁ、難むずかしいところやけど」

　ほら、先輩だって言葉を濁にごしてるじゃないですか。

「ところで、お伺うかがいしたいのは夢路ハナについてなのですが────」

　少し切り出し方は変えつつも、それまでの二人と同じ質問。

　この人だったらどういう風に答えるだろうか。

　だが、僕のどんな予想も、彼女の反応とは違ちがっていた。

「え…………」

　優しい笑顔えがおが一瞬にして崩ほう壊かいした。

　いや、表情がじゃない。人にん相そうそのものが崩くずれ去ったかのようだった。

　そこに居るのは先ほどまでの雪野咲という女性ではなく全く別の存在だった。

「知りません。私わたくし、そんなの知りません！」

「あ、あぁ……」

「私は何も知りませんっ！」

「そ、そうですか。分かりました、その……どうぞお下がりください」

　そう言えただけでも、トラさんは本当に凄すごいと思う。

　なんせ僕なんて啞あ然ぜんとしてしまって、まるで言葉が出なかったのだから。

　何もかも信じられない気持ちで部屋を出て行く彼女の背中を見送る。

「トラ……今の、あれ」

「分かってます。ですが、あくまで全員の話を聞くのが先でしょう」

　それでもトラさんは冷れい静せいだ。

　雪野さんのあの反応は確たしかに異常だった。

　けれど、それが本当に異常なのかは、残りの二人を確かく認にんしてみなければ分からない。

　極きよく端たんな話、残りの二人が今の彼女と同じ反応をしたとすれば、むしろ前の二人の方が少数派という事になるのだから。

　そう言い聞かせながら、次の人を呼ぶ。

　四人目は新しん進しん気き鋭えいの小説家だった。年ねん齢れいは三十前といったところだろう。それなりに身なりは良いが、この場、というかこのパーティーでは若じやつ干かん大人おとなしい印象だった。

　人前に立ち商しよう談だんや交こう渉しよう事ごとを成立させる上で、身なりは重要な要素になる。

　頭とう髪はつを金色に染そめて唇くちびるにピアスを通し、胸の大きく開いたシャツを着て金のネックレスを着けた証しよう券けんマンに欠片かけらほどの信用も持てないのと同じように、背広にネクタイなんて動き難にくいだけの格好にもちゃんと意味があるのだ。

　その役割に相応ふさわしい格好をしているだけで説得力が違ってくるものだ。

　会社を立ち上げるような人達は皆みな、その辺りの事を理解している。

　誰もが身なりの上等さを意識している。

　だがその女性は分かっていないようだった。

　というのも、つい半年前に大きな新人賞をとってデビューしたらしい。

「来月発売なので、そのＰＲに出版社が呼んだようですね。刻とき患わず四し季きと名乗っていますがそれはペンネームで、本名は常磐ときわ津ず涼りようです」

「どないな作品なんや？」

「恋愛小説のようですね。具体的な内容は分かりませんが」

「あ～、そりゃ知っとるはずないわ。全く関かかわりのないジャンルやもん」

「先輩の場合、推理小説か時代小説かの二に択たくですよね」

　太ももに強きよう烈れつな蹴けりが入った。

　けどそれは非常に乱暴で凶きよう暴ぼうな形での正解の合図だろう。

　鴻池先輩が純愛小説を読んで涙なみだを流している姿なんて全く想像できない。

「いったい、何い時つになったら帰れるんですか」

　椅子に座った常磐津さんはいきなりそう言った。

　が、それは決して喧けん嘩か腰ごしというわけではなく、不安と不ふ満まんの混ざり合った表情だった。

　たぶん、これが普通の反応なのだろうと思う。

　警察から疑うたがわれている事を知っている以上、今後の展開──もしかしたら逮たい捕ほされるかもしれない──に不安はあるが、それと同時に何時間も閉とじ込められていれば苛立つのも当然だ。

「まだ何か話さなきゃいけない事があるんですか？　私、もう全部話したと思います」

「いえ、実は新しい情報が出てきてですね。お聞きしたいのは夢路ハナについてなのですが」

「夢路ハナ……？」

「はい、ご存知ですよね？」

　トラさんの質問に常磐津さんは額に皺を寄せ唇くちびるを尖とがらせた。

　たぶん考える時の癖くせなのだろう。

「えぇと……登場人物の名前ですか？」

「登場人物？」

「え、あれ。違います？　じゃあペンネームですか？」

　恐らく噓うそや誤ご魔ま化かしではなくそう首を傾かしげる常磐津さんの言葉に、僕ぼくらは気づいた。

　もしかしたら『夢路ハナ』は実名ではないんじゃないだろうか。

　小説や映画の登場人物だったり、もしくは誰だれかの偽ぎ名めいなのではないだろうか。

　それなら、カメラに映っていた五人の中に居ないのも頷うなずける。

「常磐津さんの小説の中に、そのような人物が居るのですか？」

「いいえ。私の作品には居ませんけど……」

「では、他に心当たりは？」

「う～ん、ごめんなさい。ちょっと思い出せません」

「そうですか、分かりました。何か思い出しましたら、近くの警官に伝えてください」

「え？　じゃあまだ帰れないんですか!?」

　トラさんの首しゆ肯こうに、常磐津さんは肩を落としながら部屋を出て行った。

　ドアが閉まるのを待って、先輩が大きく息を吐はいた。

「参まいったなぁ。その可能性をすっかり失しつ念ねんしとったわ」

「そうですね。本名とは限らないって少しも考えてませんでした」

　そして最後の一人。

　一番最後にトイレに入った人、つまり第一発見者だった。

「名前は飯いい垣がき花か織おり、職業は印刷会社の営業だ」

　年ねん齢れいは三十代後半、だろうか。

　酷ひどく憔しよう悴すいしきった顔色のせいでちょっと老ふけて見えるけれど。

「わ、私……何も知りません」

　椅子に座った飯垣さんは俯うつむいたまま勢いきおい込んで喋しやべり始めた。

「本当なんです！　ただ、トイレに入ろうとしたら見つけてしまっただけで……私、何もしてません。見てません！」

「大丈夫です。落ち着いてください。警われ察われは別に貴女を疑っているわけではありません。ただ、お話を聞かせていただきたいだけです」

「で、でも本当に私は何も……」

「私がお聞きしたいのは、『夢路ハナ』についてです」

「知りません！」

「本当に、ですか？」

「分かりません。知りません。本当に私、何も知らないんです！　私は無関係なんです！」

「……分かりました。もう結構です、お戻りください」

「本当なんです！　刑事さん、本当なんですよ！」

　そう何度も叫びながら警官に引き摺ずられるように出て行く女性の姿は、余りにも哀あわれだった。恐らく、見てしまったものの恐怖と逮捕されるのではないかという恐怖で精神がまいってしまっているのだろう。

「あれが犯人やったら楽なんやろうけどなぁ」

「またそういう容よう赦しやのない事を……」

「だが事実、あの手のタイプは少し追い詰つめれば幾いくらでもベラベラと喋しやべってくれるからな。こちらとしてはやりやすい」

「でも、あの人の反応は普通だったんじゃないですか？」

　否定を引き出すための質問とはいえ、中には疑うたがいから逃のがれるために必死になって否定してくる人も居る。全てを知らぬ存ぜぬで逃れようとするのは一般的な対処法だ。

　だが、では彼女が怪あやしいかと言えばそうでもない。

　この質問の意図は否定を引き出すものだが、重要なのはその瞬間の口調や表情、態度だからだ。

　飯垣さんは『夢路ハナ』を否定した。

　しかしその時の彼女は、恐らく他の名前であっても同じ行動を採とっただろう。

　いや、名前でなくとも同じだったのではないだろうか。彼女はトラさんの質問に対して即そく答とうした。考えたり思い出そうとしたりせずにそのまま『知らない』と主張したのだ。

　そういう意味じゃ質問に対する答えではないとも言える。

　そして、それこそが彼女の無む実じつを感じさせるのだ。

　何な故ぜなら、犯人なら絶対にそんな迂う闊かつさを見せないだろうから。

　まさか本当に知らぬ存ぞんぜぬで警察をやり過すごせるなんて考えている犯人は居ないだろう。そんな間ま抜ぬけはちょっと考えられない。まして今回は計画殺人だ。自分が捕つかまるかもしれないと考えている人間は、それだけ冷静になれるものである。

　だからこそ───際きわ立だつのだった。

　雪野さんの異常さが。

「あれは異常なんてレベルやないやろ。超ちよう異常やわ」

　両の手のひらを天に向けて肩かたを竦すくめる先せん輩ぱい。

　拍ひよう子し抜ぬけしたような表情は彼女だけではなくトラさんも同じだった。

　椅子から立ち上がり伸びをしながらも、その顔には先ほどまでの気き魄はくは感じられない。

　ただただ想そう定てい外がいだった。

　更に信じられない事に。

「あそこまであからさまだと、逆にこちらが困こん惑わくしてしまいますね」

「というか、逆に疑うたがわしくないやろ。なぁ、シノシノ……あの聞き方で本当に良かったんか？」

「……少なくとも、雪野が夢路ハナについて何かしら知っているのは間違いないと思う」

　志乃ちゃんさえもどこか当とう惑わくしている口調だった。

　いや、仕方がない事なのかもしれない。

　志乃ちゃんが説明した通り、二百人以上が利用するだろうホテルのトイレで事件が起こったのは、犯人と被害者である氷上さん、双そう方ほうの利益を考えたからだ。つまり、氷上さんは自分が殺される可能性を考えていて、犯人は『氷上さんが自分が殺される可能性を考えている事』を考えている。

　まさかメモを遺のこしている事までは分からないだろうし、こんなにも早く警察に聞かれる事は予想外だっただろうが、調べていけばいずれそこに辿たどり着く事は分かっていたはずだ。

　犯人であるからこそ、それは絶対に分かっているはずなのだ。

　ならば当然、質問に対する回答を用意しているはず。

　この質問で探さぐろうとしていたのは、何も知らない無関係な人と、全てを知っている犯人との返答の差だ。

　それは僅わずかだけれど絶ぜつ対たいに存在していて、志乃ちゃんもトラさんも先輩もそこにこそ注目していた。

　だが、雪野さんのリアクションは『差』なんて言えるレベルを超こえている。

　先輩の言う通り、『超異常』だった。

「どういう事なんでしょう。雪野さんは『夢路ハナ』さんについて聞かれると想像していなかったんでしょうか？」

「そんな事はあり得ない」

「そうは言うけどやな、あのリアクションは決定的過ぎるやろ」

　容疑者が百人居れば、あるいは雪野さんだけが目立たなかったかもしれない。

　だが、容疑者が五人だけで、尚なお且かつあの反応では……正まさしく決定的だ。

「けれどあれは────」

　志乃ちゃんの言葉を遮さえぎるように、軽けい快かいなメロディが聞こえてきた。

　たぶん、演えん歌かだろう。

　紅白とかで聞いた覚えのあるそのメロディは携けい帯たいの着信音だった。

　僕のは初期設定のものだし、志乃ちゃんのも同様。先輩のは流行の着うただから、残るは一人だけ。

　トラさんは上着の裏ポケットから携帯電話を取り出した。

「俺おれだ。…………ふん、それで？…………うん、うん。間違いないんだな？」

　短い会話を終えて携帯を切ったトラさんは、重い表情で僕らを見た。

「死亡推定時刻が判明しました」

「誰や？」

　先輩は何い時つなのかではなく誰なのかを聞いた。

「雪野咲です」

　やっぱりという確信と、そんな馬ば鹿かなという戸惑いが入り混じる。

「死亡推定時刻に間違いはないんやね？」

「誤ご差さは微び細さいです。その範はん囲い内ないでも雪野以外はあり得ません」

「そうか。で、シノシノ、どう思う？」

「……考えられない」

　それは感情を押し殺した声だった。

「あり得ない。完全に矛む盾じゆんしている。それでは、ここで殺す意味がまるでない。犯人は防犯カメラに映ろうとも捕まらないだけの自信があって犯行に及んでいる。凶器の事も考えて、完全に計画的だった」

「だが、事実として雪野にしか犯行は不可能。そして氷上のメモにあった『夢路ハナ』についても知っている様子だった。これは誰がどう考えても確かく定ていだろう」

「…………」

「あれこれと考える必要はなかったのかもしれないな。犯罪者の全すべてが論理的に行動しているわけじゃない。犯行が計画的であったとしても、その瞬間の反応は偶ぐう発はつ的てきな、感情に因よるものだったりする」

　そこでトラさんは何な故ぜか、躊躇ためらうように言葉を止めた。

「……俺達の関わる事件は、結局何い時つだって、そんな詰まらないものだ」

　重たい沈ちん黙もくが下りる。

　言ったトラさんさえもどこか苦くるしげだった。

　そんな沈黙を吹ふき飛ばすように、先輩が努つとめて明るい声で言う。

「トラ、それで？　これからどうするんや？」

「雪野を署に連行します。夢路ハナについて吐はかせる必要がありますから。他は連絡先も分かっている事ですし帰してしまって構わないでしょう」

「この時間からで取調べ出来るんか？」

「そうですね、詳くわしい話は明日になるでしょう」

　雪野さんの処しよ遇ぐうについて話し始める二人から少し離れて、僕は志乃ちゃんの肩に手を置いた。

「志乃ちゃん、大丈夫？」

「……彼の言った事は正しい。全ての人間が論理的に生きていくわけではない以上、雪野咲の言動の異常性も納得できるかもしれない」

「できるかもしれない、って事は君は納得できてないわけだよね」

「人間の非論理性は純じゆん粋すいなカオスじゃないから。通常では理解できない論理が存在しているだけで、その言動にはそこへ至る根こん拠きよが存在している」

　例えば散歩をしていてちょうど通りかかったベンチに座っていた人がブツブツと独ひとり言を喋しやべっていたとする。それを見て何も知らない僕らは気味が悪いと感じるだろう。一般的に独り言は好ましいものではない以上、その反応は当然だ。

　だが、それは僕ら側から見た視し点てんであって、もしかしたらその人はハンズフリーアイテムを使って携帯電話で誰かと話しているだけかもしれない。

　これくらいなら誰だって想像が付くだろうか？

　ならばこれならどうだろう。

　もしかしたら、その人の生まれた土地では、『独り言を喋るのが自然な事』なのかもしれない。幼い頃からそう躾しつけられていたのかもしれない。文化的、宗教的に意味のある行為なのかもしれない。

　ベンチに座っている人が独り言を喋っている理由は存在しているのに、部外者の視点ではそれは決して見えなくて、まるで『理由もないのに一人で喋っている』かのように思えてしまう。

　人間の非論理性というのは、そういうものなのだ。

「志乃ちゃんは雪野さんの言動に矛盾を感じてるわけだね」

「目的と結果の二点を繫つなぐ糸が見えない。チグハグで嚙かみ合ってない」

「目的、つまり氷上さんを殺害した事と、こうして犯人として特定されてしまった結果、かな？　確かに嚙み合ってないのは分かるけど、本当にそこまで考えなきゃいけない事なの？」

　既すでに結論しているトラさんや先せん輩ぱいのように、僕も雪野さんが犯人で、夢路ハナさんについて聞いた時のリアクションは、予想外の事態に失言してしまっただけだと考えていた。

　先ほどの独り言を喋っている人の例も、非常に極きよく端たんな話で、現実的には考えられないし考えなくて良い事だ。

　そんな馬ば鹿かげた領りよう域いきまで思考の手を伸のばさなければ届かない『例外』的な犯罪者が居る事を僕は知っていたけれど、多くの場合、その必要はない。例外は例外でしかないのだから。

「もしかして、志乃ちゃんは他ほかに犯人が居ると思っているの？」

「……いえ、雪野が犯人である事には間違いないと思う」

「それじゃあ……」

「けれど、もし彼女が『例外』なのだとしたら、ここでは詰つめきれないかもしれない。何故なら、現状では動機の不ふ備びを突つかれれば、それに対する答えを持っていないから」

「いや、でもそれを彼女から聞くんでしょう？」

「そういう事じゃない。問題は雪野咲は一言も『夢路ハナを知っている』と言っていない事」

「で、でも雪野さんは……」

「言ってない。彼女は確かに『知らない』と答えた。その態度から私達が何かを知っているだろうと考えただけで、否定されてしまえばそれで終わる」

　先ほどの質問の弱点。

　それは、何の証拠にもならないという事だ。

　志乃ちゃんの言う通り、雪野さんは『知らない』と答えたのだ。

　なら真実が証明できない限りそれは事実である。

「だとしても、だよ。夢路ハナについてはともかく、死亡推定時刻と防犯カメラの映像から彼女が犯人で間違いないんだ。なら、やっぱり何の問題もないじゃないか」

「そうかもしれない。そうでないかもしれない。ただ、決定打が存在しないというだけ」

　防犯カメラの映像は十分な決定打なのではないだろうか。

　それとも、その上で逃げられるだけの理由が存在するのか。

　そういえば志乃ちゃんは言っていたっけ。

　犯人は、特定されても切り抜けられるだけの自信があるのだ、と。
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「それで、今度は何ですか？」

　こうして自分だけ呼び戻もどされた理由を理解していないはずがないのに、それでも雪野咲さんは柔やわらかい微笑を浮かべていた。

　先ほど、質問した時に崩くずれた相そう貌ぼうは既すでに元通りに復ふく元げんされている。

　いや、元通りではないのかもしれない。

　元以上に強きよう固こになっているようだった。

「雪野さん、申し訳ありませんが署しよまでご同行していただきます」

「いったいどのような理由で、ですか？」

「殺人事件の重要参考人として、です」

「なるほど、つまり氷上さんという人を殺したのが私だと考えられたわけですね」

「はい。根拠はあります。トイレの前の廊下を映していた防犯カメラ……ご存知ですよね」

「さぁ、気にした事はありませんが」

「そうですか……まぁ、あったんですよ。そして、そこには当然貴女あなたの姿も映っていたわけです」

「それなら私だけではなく他の方もでしょう？　あぁ、だからあの人達も残されていたわけですか」

「そういう事です。ですが、問題なのは時間です」

「時間……？」

「えぇ、幸運な事に被害者がトイレに入ってから発見されるまで、たった五人しか映っていなかったんですよ。そして、ついさっき被害者の死亡推定時刻が判明しました。後はもう、分かりますよね」

「いいえ、ごめんなさい。私にはよく分かりませんわ」

「ではご説明しましょう。被害者が殺害された時刻と、貴女がトイレに入った時刻とが一致したんですよ」

　何か質問は、と勝ちを確信するトラさん。

　実際、状況は既に王チエ手ツクだ。

　覆くつがえる事のない前提と覆る事のない結果。

　最も早はや勝負はついたも同然───だけれども。

　詰チエツクみメイトではない。

「確かに……それだけ考えれば私が犯人のようですね」

　雪野さんは、たぶん全部分かってる。

　そう、僕は思った。

　余りにもあっさりとそれを認め、けれど決して揺ゆらぐ事のない微笑みで僕らを見返すその姿。そこには追い詰つめられている人間特有の『弱さ』がまるで存在していなかったのだから。

　ゾクリと、背せ筋すじが凍こおる。

　身の毛がよだつ。

　そんな言葉で、今の気持ちを表現するに足りるだろうか。

　全てを覆してしまうような圧倒的な力を、僕はそこに感じていた。

「ですが、その死亡推定時刻とやらは本当に、完全に正しいものなのでしょうか」

　彼女は……違ちがう。

　志乃ちゃんの不安が具ぐ現げん化かしていく。

「何より、私には氷上さんという方を殺あやめる理由が御ご座ざいません。私は見ての通り老いた孤こ独どくな女で御座います。今更人を殺めるなどという恐ろしい行こう為いに及およんでまで、守らなければならないものなど、一つも御座いません」

「それに関してはこれから聞かせていただきます」

「知らないものは答えられませんわ」

「いいえ、貴女は知っている。私は貴女に質問しましたね、『夢路ハナ』を知っているかと」

「えぇ、確かにそんな不ふ思し議ぎな質問をされましたね」

「あれはちょっとした罠わなでして、貴女方がどう答えられるか見ていたのです。貴女は、『夢路ハナ』についてご存知ですね」

「────いいえ」

　微笑みは揺ゆるがない。

「私はちゃんと答えたはずです。そんな人は知らない、と」

「え、えぇ。それはそうですが……」

「それにそもそも、その夢路ハナさんと殺された氷上さんという方と私の三者の間に、どのような関係があったのでしょう？」

　志乃ちゃんが想定していた、『例外』の展てん開かいだった。

「なるほど、確かに私が疑うたがわしい、それは納得です。ですが、それだけで犯人と断定するには無理がありませんか？」

「……いいえ、私はそうは思いませんが」

「そうですか、では仕方ありません。けど、もうこんな時間ですよ？　まさか、今から取とり調しらべを受けろなんて仰おつしやいませんよね？」

　もうじき日付が変わる。

　これ以上の拘こう束そくは難むずかしいし、かといって重じゆう要よう参さん考こう人にんとして留りゆう置ちするにしても、取調べは不ふ可か能のうだ。

「今日は一いつ旦たんお開きにして、また明日、そちらに出頭いたしますわ。幸さいわい私は今晩、この上に泊まる予定ですから」

　雪野さんの言い分は尤もつともだった。

　足りないものは探せば良い。今日は無理でも明日がある。何も今の段階で全てを明らかにする必要はないのだ。彼女が犯人だという指し針しんが出来てしまえば、後は地じ道みちに捜査をしていけば良いだけの事。

　僕も先輩も、トラさんだってそう思った。

　もう王チエ手ツクは済んでいるのだから、あとは『時間』の問題だと。

　だがそれは間違いだ。

　僕らは全く、今日という時間の意味を理解していなかった。

　先さき延のばしの思し考こう。

「彼女を───逃がしては駄だ目め」

「志乃ちゃん？」

「逃がせば、捕まえる事が出来なくなる」

　その言葉には、確信があった。

　雪野さんが放つ圧あつ倒とう的てきな力に拮きつ抗こうする、強い力があった。

　志乃ちゃんが言ったのだ。

　逃せば、捕まえられないのだと。

　全部分かっているからこそ、明日ではならないと言うのだ。

　その意味は全く分からない。

　何故彼女がそんな事を言ったのか、それは分からない。

　けれど────。

「先輩……っ」

「分かっとる。トラ、確かく保ほや」

　トラさんの躊躇ためらいは一瞬だった。

　彼はまだ志乃ちゃんを完全には信用していないみたいだし、逃がせば捕まえられないという言葉にもそれを納得させるだけの理由はない。

　それでも彼が動いたのは先輩の指示と、そして志乃ちゃんの強い力を感じたからだろう。

「失礼……貴女に任にん意い同どう行こうを求めます。ご同行、願えますね？」

　それは、同意を求める質問ではなかった。

　決して身体に触ふれる事なく、けれど絶対的な圧迫感を与えるように。

　トラさんは彼女の正面を封ふうじた。

　雪野さんは───しかし目の前のトラさんではなく、志乃ちゃんを見つめ、言った。

「弁護士の先生様は、呼んでいただけるのでしょうね？」

　それは僕の眼にだって分かる、宣せん戦せん布ふ告こくだった。
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「一応、留置の上限は四十八時間ですが、いっぱいいっぱいまで引き留とめられるかどうかは分かりません。お嬢……何か手を打つなら早めにお願いしますよ」

　そう言って覆ふく面めんパトカーで去っていくトラさんを見送り、僕らも先輩の車で帰る事になった。オレンジメタリックのｂＢがホテルの地下駐車場から滑なめらかに吐はき出され、二車線の国道に合流する。薄暗い車内で蛍ほたるのように淡あわく光るメーターがちょっとだけ綺麗だった。

「……で？　シノシノ、どうするんや？」

「夢路ハナについて、可能な限り全ての情報が欲しい」

「雪野さんと氷上さんの関係を調べるんじゃないの？　だって、殺害に至った動機を証明しなきゃいけないんだよね？」

「雪野咲はあの場で堂々と動機の不ふ備びを指し摘てきした。それは彼女の自信の表れだと思う。私達がそれを見つけられないと彼女は確信している。恐おそらく、容よう易いには辿たどり着けないでしょう」

「雪野の過去を探さぐっても分からん可能性が高い。せやから、氷上が何を探っとったんか、から辿たどってこうってわけやね」

　志乃ちゃんはコクリと小さく頷うなずいた。

「雪野咲のあの自信はそれだけ彼女の力の強さを証明している。恐らく、まともな方法では彼女は潰つぶれない」

「それは何となく感じたよ。たぶん彼女は、何か強い力によって守られてるんだ」

「けれど、だとするのならこの事件は余あまりにも不自然。警察に対してあれほどの力強さを持てるのなら、ただのジャーナリストである氷上を殺害する動機はない」

　警察というこの国で最大の──最強でないにしても──情報収集機関に対して強気になれるほどの自信があるのなら、一個人を恐れる必要などないのは道理だ。

　あるいは、その矛盾が『夢路ハナ』に起き因いんしているのかもしれない。

「恐らく、雪野咲にとって『夢路ハナ』はその自信に致ち命めい的てきなダメージを与えうる存在なのでしょう」

　即すなわち、強い雪野さんの唯ゆい一いつの『弱さ』なのだ。
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　大気はキンと冷えきっていた。

　堪たまらず袖そでの中に手を隠かくしたけれど、気休め以上の意味はない。

　流石さすがはクリスマス間ま際ぎわ、いっそ雪でも降ふってくれていればまだテンションが上がったものを、空気は只ひた管すらに乾かん燥そうしていて肌はだを締しめ付けるだけだ。まだこれからどんどん寒くなるとはいえ、今現在でも十分限界に近かった。

　僕は寒さに震ふるえながら玄げん関かん先さきまで志乃ちゃんを見送りに出ていた。

「忘れ物はないね？」

　聞くまでもない事だとは分かっているのだが、まぁなんと言いましょうか、こういう時のお約束として。

　案の定じよう、志乃ちゃんはコクリと頷うなずいた。セーラー服と真っ赤なランドセル、そしてここ最近は流石に寒いのか学校指定のコートを羽は織おっている。

　今日が今年最後の登校日だった。

　本当は二十九日まで特別講習があった。有名中学へ、果ては国立大学への進学を目指した英才教育を徹てつ底ていしている彼女の学校は本当に容よう赦しやがない。

　その話を聞いた僕は、流石に短い冬休みくらいは、と小お父じさん達と話し合って旅行という名目で講習を免めん除じよしてもらった。

　最初から決して強制のものではないし、まして志乃ちゃんは成績が一位という事もあって、意外にも許きよ可かは簡かん単たんに得えられたのだった。

　そんなわけで、明日から完全無欠な休きゆう暇かが始まる。

　普ふ段だんまともにお休みのない志乃ちゃんにとって、数少ない纏まとまったお休みだ。

「今日は帰ってくるの早いんだよね？」

　悴かじかんだ手でコートの襟えり元もとを整ととのえてあげる。

　柔らかい羊毛は少女の体温を吸すってとても心ここ地ち良よい手て触ざわりだった。

「……お昼には帰ってこられると思う」

「なら、ご飯作って待ってる。行ってらっしゃい」

「行ってきます」

　手を振って見送る僕を一いち瞥べつして、志乃ちゃんは今にも崩くずれ落ちそうな階段を軽かろやかに下りていった。手を振り返してくれても良いのにな～と思わないでもないが、流石にそこまで期待するのは酷こくか。
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　身を縮ちぢめながら歩く人々の間を駅に向かって進んでいく彼女の姿が見えなくなるまで見送って、僕は家の中へと戻った。ストーブにたっぷり暖あたためられた我が家は凍こごえた身体からだを心地よく迎むかえ入れてくれる。

　僕はその快楽に抗あらがう気もなく、そのまま誘さそわれるようにして敷しいたままの布団ふとんへ倒れこんだ。

　一人になった安心感もあって、トロリと身体と心が蕩とけていく。

　ちなみに我が大学はというと、既すでに休みに入っていた。夏に冬に春、大学のお休みは高校までとは比べ物にならないほど長いのだ。

　まだ幾いくつか補ほ講こうが残っているらしいけど僕には関係ない。

　バイトもお休みを貰もらっているし、たっぷりとノンビリできる。

　元日には両親の所に帰らないといけないので一月一日の朝から二日の午後までは無理だが、それ以外はずっと志乃ちゃんと一緒に居いられる事になる。炬こ燵たつに足を突つっ込んで蜜み柑かんを食べながら代わり映ばえのしない正月番組をダラダラと眺ながめる───そんな健けん全ぜんなお正月を過すごすのだ。

　近い未来の事を考えていると、なお更眠ねむくなってきた。

　布団の魔ま力りよくは強大だ。一度片付けてしまえば防ふせげたのだが、出しっぱなしで、しかも倒れこんでしまった以上、最も早はや逃のがれる術すべなどなかった。

　布団を片付けられなかったのは、少し寝ね坊ぼうしてしまったからだった。

　目覚ましで起きる事が出来ず、時間よりも十五分も長く寝ていたのだ。慌あわてて飛び起き、既に起き床しようし着替えも万ばん全ぜんだった志乃ちゃんのために朝ご飯を用意していたら、片付ける暇ひまもなかった。

　まったく、起こしてくれたら良かったのに。

　頼たのんでいないのだから勝手だけど、そんな風に思ってしまう。

　彼女の事だ、時間になるまで起きなかったら朝ご飯も食べずに、そのまま学校へ向かってしまったのだろう。

　あ、そう言えば……朝ご飯。

　食器を洗わなきゃ、まだ全部洗えてない。

　あぁでもこれは……限界かも。

　そうだよね、別に、後でも……………………………………………………。

「────っと、ようやく起きよった」

　次に眼を開けると、何故かそこには先せん輩ぱいが居た。枕まくら元もとに座って覗のぞき込んでいるのだろう、逆さかさまになった悪いた戯すら小こ僧ぞうの顔が見える。昨夜ゆうべ見た魔けし法ようで変身した彼女ではなく、何い時つもの眼鏡めがね越ごしの猫ねこを思わせる瞳ひとみが輝いていた。

　ぶつからないように身体からだを起こすと、部屋の隅すみに志乃ちゃんの姿もあった。

「……あれ？」ついさっき学校に行ったはずじゃあ。「えっと、今、何時ですか？」

「あれ？　やないやろ、アホ。もう十二時過ぎやで？」

「え？　うわぁ、すみません。思いっきり爆ばく睡すいしてましたね」

　時計を確認すると、針は本当に正午を回っていた。志乃ちゃんを送り出したのが七時十五分頃ごろだったから、五時間ほど寝ていた事になる。

　なんかもう、二度寝ってレベルじゃないな、これは。

　流石に自分で呆あきれてしまった。

「こんなに寝ちゃって、夜寝れるかな……」

「ふっふっふ、一度崩れた生活リズムを直すんは難しいでぇ。このままやとアンタは朝方まで起きとって、いざ大学へ行く時間になると眠たくて堪たまらんで、結局自主サ休講ボってしまい、単位が足らんで留年して、それが二年も三年も続き、やがて親からの援えん助じよもバッサリ打ち切られて中退する───駄だ目め大学生コースまっしぐらやねっ！」

　ビシィイッと指を突きつけられ、満面の笑えみで人様の未来を語られてしまった。

　呆れる事さえ馬鹿馬鹿しくて僕はまだ少し重い瞼まぶたを擦こする。

　ふと、ある可能性に辿たどり着いた。

「まさか落書きとかしてないでしょうね？」

「アホ、ウチはそんなガキやないで」

　いや、どっちかって言うとかなり子供っぽい性格のような……。

「そん代わり────」

　先輩はニヒッと笑った。ニッコリでもニヤリでもない、ニヒッだ。そのいやらしさときたら、あまりの恐ろしさに全身の肌はだが粟あわ立だち、全ぜん汗かん腺せんから滝たきのように冷たい汗あせが溢あふれ出してくるほどだった。

「な、何を！　何をしたんですか、貴女あなたはっ！」

「いやぁ、ちょっとなぁ。その、つまり……実にえぇもん拝おがませていただきました！」

　ごちそうさん、と何故か先輩は合がつ掌しようした。

　いったい何を見たらそんなリアクションになるのか。

　いや、それ以上に疑ぎ問もんに思うべきではないだろうか。

　何故彼女の頰ほおはあんなにも赤く染そまっているのか、という点について。

　不幸にも僕はその意味に気づいてしまった。

　いやもう本当に、こんな不幸が他にあろうか。

「み、みみみ、見たんですかっ！」

「いやぁ、アンタがあんまりにもぐっすり眠ねむっとるもんやから」

「答えになってないです！」

　いや、いやいやいや、待て。

　ちょっと待て。クールになるんだ自分。

　こういう時は、慌あわてて騒さわいで混こん乱らんしたら負けだ。

　何に負けたのかとか勝敗の基き準じゆんとかは分からないが、とにもかくにも負けなのだ。

　だから落ち着け、そして考えろ。

　ただ叫さけぶだけなら猿さるにだって出来る。

　僕は人間なのだから常に考えなければならない。

　この状況で『何が一番問題なのか』について────。

　先輩が何故家の中に入れたのか。

　その答えは簡かん単たん、鍵かぎを閉しめていなかったからだ。今にもぶっ潰つぶれそうなおんぼろアパートの一室、住んでいるのは貧びん乏ぼう大学生。盗ぬすめるものなんて高が知れている。だから普ふ段だんから寝る時や外出する時以外は開けっぱなしにしている事が多かった。

　だが疑問点が一つ。

　それは鴻池キララという女性の生せい態たいだ。

　彼女は我が家に鍵かぎが掛かかっていない事を知っているので、毎回当然のように不ふ法ほう侵しん入にゆうしてくるのだが、最低限のマナーとしてコッソリと忍しのび込んだりはしない。必ず大きな声で挨あい拶さつしながらドアを吹ふき飛ばさん勢いきおいで飛び込んでくるのだ。

　だが、もしそんな事が起きていたのなら幾いくら僕でも気づいただろう。

　かなり深く眠っていたみたいだけど、流石にそこまで鈍どん感かんじゃない自信はある。

　となれば可能性は一つ。誰かが先に我が家に帰ってきて、先輩に僕が寝ている事を伝えたのだ。そして先輩はこれ幸いにと起こさないように入ってきたのだろう。

　つまり先輩が僕をこっ酷ぴどく辱はずかしめていた時、当然そこには先輩を招き入れた『誰か』が居たわけであり────要するにちょっと冗じよう談だんじゃ済まない大問題が発生してしまったわけです。

「ま、まさか……志乃ちゃん、も？」

「……何も見てない」

　じゃあなんで顔を逸そらすのさっ!?

　しかも恐ろしい事に、普段からは考えられないほど一瞬の動作だった。

「そないに落ち込む事やないって。なかなか可愛かわいらしいかったで？」

「可愛らしいって、それは誉ほめ言葉じゃないですからっ!?」

「誉め言葉やって。なぁ、シノシノ。可愛かったよな？」

「…………別に」

「それはそれで傷つくよっ！」

　こ、この人はなんて恐おそろしい事をしてくれやがったのだろうか。

　余あまりの絶ぜつ望ぼうに震ふるえる僕に、しかし鴻池キララという人物は、楽しげに言った。

「いやぁ、本当に良かったで♪」

「だからっ！」

「アンタの、ね・が・お♪」

「…………はい？」

「ぐっすり眠っとったからな。しっかり見させてもろうたわ」

　してやったりなその表情の意味を嚙かみ砕くだくのに少しだけ時間が掛かかった。

　あれ……もしかして勘かん違ちがい？

　あれれ、あれれれ？

「せ、先輩……？」

「ん～、どないしたんや？　もしかして、何か別のものを想像しとったんかぁ？」

　あぁ、もう確定だ。

　完かん全ぜん無む欠けつに故こ意い犯はんじゃないか。

　という事は、もう一方も────。

「志乃ちゃん？」

　視線を向けると、小さな共犯者は何い時つの間にやら首だけではなく身体からだ全体でそっぽを向いていた。

「す、素す早ばやい……」

　朱しゆに交まじわれば赤くなる。

　そんな言葉が脳のう裏りを過よぎった。

　そりゃ先輩の明るさに触しよく発はつされるのには肯こう定てい的てきだけど、方向性が間違っているような気がする。

　早めに矯きよう正せいしないと、今後どのような被ひ害がいに見み舞まわれるか分かったものではない。

　もしこのまま志乃ちゃんがリトル鴻池先輩になったとしたら……それを考えると、あまりの恐ろしさに身体どころか魂たましいさえも震ふるえた。

「志乃ちゃん、今度二人でじっくり話し合おうね」

　もちろん、あっさりと無む視しされた。

「しっかし、ほんまによう眠っとったな。最近、寝とらんのか？」

「あ……いえ、昨日もたっぷり寝ましたよ。けどほら、布団って気持ち良いじゃないですか」

「そりゃ分かるけどなぁ。休みに入ってちょいと気ぃ抜けとるんちゃうか？」

「かもしれませんね」

　苦笑しながら、僕は少しだけ罪ざい悪あく感かんを覚おぼえていた。

　嫌いやな夢を見てしまいそうでなかなか寝付けないなんて、相談できるはずがない。

　それに、全く眠れないというわけではないのだ。ちょっと寝付きが悪いだけで、三時間くらいは眠れている。ナポレオンならそれで十分だ。

「とにかくその抜けた頭、さっさと叩たたき起こしてきぃ」

「はいはい」

　立ち上がって流しへと向かう。

　別に寝ね惚ぼけてはいなかった。十分過ぎるほどの睡眠時間は取れたし、その上目め覚ざめのインパクトも抜ばつ群ぐんだった事だし。
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　お昼ご飯はうどんだった。麵めんは冷れい凍とうので、汁しるは濃のう縮しゆくタイプのを薄うすめたもの。その上に葱ねぎと生卵を載せて、簡かん単たん月見きつねうどんの出来上がりだ。

「随ずい分ぶんとお手軽なんやな」

「お昼は何時もこんなものですよ」

　どんぶりを炬こ燵たつに運びながら僕は笑った。

　カップ麵めんやチンするだけのコンビニ弁当は出さないようにしているが、冷凍のチャーハンやピラフを炒いためただけというのも珍めずらしくない。その中でうどんはお昼の定番メニューだった。

　なんせ簡単で美お味いしいからね。

「それに、そもそも志乃ちゃんとお昼ご飯はんが一緒って機会自体が少ないんですけど」

「シノシノんとこは土曜も午後までか？」

「……はい」

「進学校ですから、こればっかりは仕方ないと諦あきらめました。それに、明日からはノンビリできますからね」

「そうかぁ。なんか予定は入っとるんか？」

「小父さん達と旅行……って話があったんですけど」僕は首を振った。「どうも今の感じだと、お流れになるのは確実みたいですね」

「そりゃ残念やな。どうせアンタも一緒やったんやろ？」

「一応誘さそってもらってました。なんというか、ちょっと心苦しいですけどね」

「はぁん、またどーでもえぇ事に拘こだわっとんなぁ」

　先輩はそう言うけれど、僕として結構大きな問題なんですよ。

「ほんなら、もし余裕があったらウチが主しゆ催さいでちょっと小旅行でもやってみよっか。シノシノの親みたいな贅ぜい沢たくなんは無理やけど、どっか近場で」

「あ、良いですね、それ」

　僕は一も二もなく賛成した。

　友達同士で行く分には躊躇ためらいや心苦しさを感じる必要はない。

　僕らだけじゃなく真ま白しろちゃんやクロス君も一緒に行けば、きっと楽しいだろう。

「どこが良いいやろなぁ。やっぱベタにスキーとかか？」

「今からだと泊まりはやっぱり厳きびしいですか。どこも一いつ杯ぱいでしょうし」

「温泉とかあるところがえぇんやけどな。混こん浴よくがあればなお良し！」

「何故だか無む性しように恐おそろしい気がするので、遠えん慮りよしておきます」

　そんな事を話しつつ昼食を終えて、朝の分の食器と一緒に洗う。

　そこからが、いよいよ本題だ。

　食後のお茶で口を湿しめらせ、先輩は単たん刀とう直ちよく入にゆうに切り出した。

「夢路ハナなんて人間は居おらんかった」

「居いないって、それはどういう意味で？」

「どういう意味も何も、そんな人間は一人も居らんって事や」

　夢路という苗みよう字じはかなり珍しい。

　恐らく日本中探しても千人もいないはずだ。

　その中で名前まで一致する人というのは、そうそう居るものではないだろう。

「一応、過去には該がい当とうする人が居ったんやけどな」

「あ、じゃあその人が……」

「いや、あくまで過去の話や。なんせ四十年も前に死亡しとるからなぁ」

「四十年前って、大おお昔むかしじゃないですか」

　大昔なんていうとその世代の人に失礼かもしれないけど、大学一回生の僕からすれば人生の倍以上の過去なのだ。大昔という表現についてご容よう赦しやいただきたい。

「もちろん、雪野咲との繫つながりも一いつ切さいなさそうやね。世代は一応重なっとるけど、生まれた場所も育った場所も外はずれとったし」

「その人以外には死亡した人も含めて他に居なかったんですか？」

「明めい治じ初期やそれ以前は調べようがないから分からんけど、少なくとも大たい正しようまでは確認した。けど、一人も居らんかったよ」

「となると、夢路ハナっていったい誰なんでしょう？」

「真っ当に考えるんやったら、やっぱり常磐ときわ津ずが言うとった通り、架か空くうの名前───フィクションの登場人物とか、もしくは芸名とかペンネームとか、かな。一応、その辺りを簡単に当たってみたんやけど……」

　該当は一切ないらしい。

　まぁ、こっちは戸こ籍せきやら住民票やら公的なリストがないのだから、調べるのは容よう易いじゃないだろう。

「それ以外で、もしハンドルネームだったりしたら最悪ですね」

　僕は一人の少年の事を思い出していた。とある事件に関かかわった際さい、知り合った中学生くらいの男の子。僕の知り合いというよりは志乃ちゃんの知り合いで、そして不幸な事に鴻池先輩に気に入られてしまった彼とは今も時々顔を合わせている。

　ただし、僕は彼の本名を知らなかった。何故なら彼がクロスというインターネット上の偽ハンドル名ネームを名乗っていたからだ。

　今じゃすっかりあだ名のように定着してるから構かまわないのけど、そんな風に、インターネットじゃ自分の名前は自由に決定できる。

　中には一人で何個も名前を持っている人も居るし、自分で決めるのだから好きな時に変へん更こうできてしまう。

　もしそれだとしたら、個人を特定する事はかなり難むずかしいだろう。

「そっちの方は、ばっちりそのクロ助クロスくんに調べさせとる」

「……相変わらず良いように利用されてるんだな、彼」

「利用なんて嫌やわぁ。ウチはちゃんと頭下げてお願いしたんやで。クロ助も快こころよく引き受けてくれたわ」

　概がい算さんで噓うそ含がん有ゆう率りつ九十八パーセントってところだろうか。正しいのは『お願い』と『引き受けた』という点だけだ。なので正確に表記し直すと、『鴻池キララ先輩はお願いという仮面を被かぶりながら強きよう迫はくし、クロス少年は泣く泣くそれを引き受けざるを得なかった』となる。

　それが分かりながらも一切反論しない事を考こう慮りよすれば、僕らの人間関係のパワーバランスがどうなっているかは一いち目もく瞭りよう然ぜんなのではないかと思う。

　残ざん酷こくなまでのピラミッド構こう造ぞうなのだ。

「せやけど、より最悪なんはどう考えてもこれが噓っぱちやった場合やろ」

「噓、ですか？」

「夢路ハナなんて人間は端はなから居おらん、氷上の筆記ミス、あるいは妄もう想そう妄もう言げん勘かん違ちがい。いや、更さらに言うとミスリード狙ねらいの罠わなっちゅう可能性もある」

　氷上さんのメモは彼女のベルトの裏側から見つかった。メモを隠かくす場所としてはかなり不自然で、例えば彼女を襲った犯人がそれを捜さがそうとしても容よう易いに見つけられるような場所ではない。

　だからこそ彼女はそこに遺書を隠かくした……のだろうが。

「今のところ、それを氷上本人が用意したんかどうかは不明や」

　そう、たとえば氷上さんが自分のベルトにメモを仕込むところを誰かが目もく撃げきしているのならともかくとして、今の段階では彼女が遺のこしたものなのか、もしくは犯人が警察を混乱させる目的で残したものなのかは不確定なのだった。

「……それはないと思う」

　だが、志乃ちゃんは否定する。

「自分を殺害するかもしれない相手の名前を間違えるとは思えないし、事実として殺害されてしまった以上、それが氷上の思い違いであったとは考え難にくい。少なくとも、捜査を混乱させる目的で犯人が残したものでは、絶対にあり得ない」

「どうして？　方法としてはあり得うると思うんだけど」

「一人も居ないんじゃ意味がない」

「……あ、あぁ。そっか、なるほど」

　あんまりにもあっさり言うもんだから直すぐには理解できなかったが、一度咀そ嚼しやくしてしまえばその意味は呆あきれるほど簡単なものだった。

　捜査の方向を誤あやまらせるつもりで残すのなら、佐さ藤とうさんやら山やま田ださんにするべきなのだ。

　夢路なんて特とく殊しゆ過すぎる苗字では意味がない。

　それは現状が示した通り、夢路ハナなんて名前の人物は一人も居なかった。だから僕らはそれが犯人の罠なのではないかと考えている。

　これでは全く意味がない。まるで本ほん末まつ転てん倒とうだ。

「なるほどなぁ。確かに、ホンマに騙だまそうってんなら該当者の多い氏名を使うべきやね。たった一日でバレてまうような噓、無駄に痕こん跡せきを残すだけでメリットなしや」

「となると、メモは氷上さんが遺したものでほぼ間違いなくって、でも夢路ハナという名前の人は存在しない、と。これってどういう事なんでしょうか？」

「存在しないわけじゃない。事実として、居たのでしょう？」

「居たって……四十年も前に亡なくなってるんだよ？」

「けれど、居た事に変わりはない。なら、それを調べるべきだと思う」

　そりゃ言ってる事は分かるのだけど、それを言ったのが志乃ちゃんで、なおかつ犯人の罠である可能性を否定されていなければ、とても考えられない話だった。

　四十年前に死亡した人が犯人だなんて馬ば鹿かげていると一いつ蹴しゆうされても不ふ思し議ぎじゃない。

「関係者かもしれない」

「雪野さんとの繫つながりはないって言われたじゃないか」

「残されている経歴上には関係がないだけで、あるいは何ど処こかで出会っていたのかもしれない」

「あ、けどシノシノ。ごめん、説明が遅おくれてもうたけど、それはちょっと考えられんのよ。なんせ、夢路ハナが死んだんは九歳の時なんやからな」

「九歳、ですか？　えっと、となると今生きていたら四十九歳ですね」

「何を当たり前の事を言うとるんや、アンタは」

「……で、雪野さんはいくつなんですか？」

「五十一や。せやからさっきも言ったけど、一応世代は被かぶっとっても、当時住んどった場所は遠く離れとる。大人になって社会に出てからやったらともかく、離れた所に住んどった九歳と十一歳の女の子が出会ってるとは考えられんわ」

「……雪野咲と夢路ハナが顔を合わせていた可能性は限りなく少ない」

　自分の意見を、志乃ちゃんは明確に否定した。

　その上で、続ける。

「直接ではなく間かん接せつなのかもしれない。両者の親族、もしくは知人に共通している部分があるのかもしれない」

「ん～、そりゃその可能性はあるけどな。一応、詳くわしい情報を仕入れとこうか」

　先輩は携けい帯たいを取り出すと慣なれた動作で番号を呼び出した。

　短いコールで相手は出たらしい。

「あぁ、トラ？　済すまんけど雪野の過去の履り歴れきやら交流やらのチェック頼たのむわ。あと例の夢路ハナについても同じで。ん？　あぁ……そう、四十年前の。……いや、全部やって。片かたっ端ぱしまでや。細かいネタも逃のがさず。……うん、大だい丈じよう夫ぶ。ん、わかっとる。ほんなら後でな～」

「トラさん、ですよね？　向こうはどういう状況なんですか？」

「うん？　別に特別変わった事なしみたいやね。雪野は取調べに対して完だ全ん黙ま秘り。こっちには状況証拠以外の決定打なしやから、摑つかむ尻尾しつぽの影かげさえ見えてこんわ」

　貴方がやったんでしょうって言って「はい、そうです」と素直に答えてくれる犯罪者なんて少数派なわけで、取調べには犯人を揺ゆさぶるだけの情報が必要になる。

　だがこの事件はまだ分からない事だらけだ。

「更になかなかえぇ弁べん護ご士しもついたみたいやしな。こりゃ下手したら、自白作戦でくるかもってトラも唸うなっとったわ」

「自白……？　作戦、ですか？」

「例えばや。自白した後に雪野が体調を崩くずしたとする。そしたら、当然療りよう養ようさせなアカン」

「まぁ、当然ですよね」

「療養中は取調べがまともに出来んわけやけど、自白を得た以上は起き訴そせんわけにもいかん。んで、そのまま裁さい判ばんになって雪野は言うわけや。自白は警察に強きよう要ようされたもの、体調を崩すほど厳しい取調べを受けたからやって。そしたら当然、弁護士は自白の信しん憑ぴよう性せいや警察の取調べが正当なもんやったかを争そう点てんにしてくる。順当に進めば動機だけが問題になる裁判に、も一つ厄やつ介かいな問題が増えるわけや」

　テレビではよく警察の取調べに対する疑問が取り上げられている。

　実際、彼らが強ごう引いんな方法でとりあえず自白を得て、無理やり起き訴そするという乱暴な手段を採る事は珍めずらしくないだろう。仲間しかいない密室の中で、どんな言動も立りつ証しようが困難なのだから、やりたい放題になるのは人間の本能みたいなものだ。

　それに、逮捕から起訴に至る過か程ていでの自白の意味は大きい。

　何故なら容よう疑ぎを完全に否定されたままでの起訴は警察にとってかなりの負ふ担たんだからだ。万が一にでも負ければ威い信しんに関わるし、完全な誤ご認にん逮捕なら賠ばい償しよう請せい求きゆう訴そ訟しように発展する。公務員にとってそのようなトラブルは将来の道を潰つぶす致ち命めい打だだ。

　だから裁判の場で非常に大きな効力を発はつ揮きする自白を重視するわけだが……強力な武器は何い時つ自分に跳はね返ってくるかも分からない諸もろ刃はの剣つるぎでもあった。

　先輩の言った通り、もし容疑者が『自白は強要されたもの』だと言えば重要な攻せめ手───つまり有罪であると判断する根拠を一つ失う事になる。

　争点が増えるのも最悪だ。動機の不在だけで争えば良かった裁判に、自分達が正当な取調べを行った証明という余よ計けいな手間を負う事になる。

　弁護士はそれを狙ねらって攻めてくる可能性があるらしい。

　マスコミにとって警察は非常に責めやすい組織であり、弁護士の思おも惑わくに嬉き々きとして乗ってくる事だろう。

「まぁ、警察がアホばっかやってきた結果やねんけどな」

「そうなると……余よ裕ゆうがありませんね」

　時間だけの話ではなかった。

　今いま更さら思い知らされたが、そんな簡単な話ではなくなってしまったのだ。

　万が一、雪野さんが犯人である事を証明できなかったとしたら、必然的にトラさんの責任問題になってしまう。

　あの時……雪野さんを追い詰つめられなかったあの夜、僕は志乃ちゃんの言葉を信じた。逃げたら捕まえられない、という不思議な話を信じた。だから先輩にそれを伝えて、そして先輩はトラさんに逮捕させた。

　つまりこの事件、僕も関係者なのだ。

　今までのように巻き込まれていた第三者なんかじゃない。

　たとえ雪野さんが無罪判決を受けたとしても、起訴されなかったとしても、僕の生活には何の影えい響きようもない。ノンビリお茶でも啜すすりながらテレビ越ごしに見ているだけだ。

　けれど、警察官であるトラさんには影響があって、そして彼にそれを決断させたのは僕だ。

　なら、僕には確かな責任が存在する。

　拳こぶしを強く握にぎり締しめて、その意味を反はん芻すうする。

　途と端たんに肩かたがズシリと重くなったようだった。

　これが、『責任』なのだ。

　大学一回生。十八を超こえているとはいえ、まだ成人ではなく、職に就ついているわけでもなければ扶ふ養よう家族が居るわけでもない、ただの学生。親にお金を払はらってもらって学んでいるだけの自分。

　僕の手の中にある責任は余あまりにも軽い。

　だってそこには、自分しか居ないのだから。

　他人の人生に直接関係していない。

　僕の手一つで誰かの何かが変わるわけではない。

　極きよく端たんな話───命だ。

　僕の手によってその人生さえ左右してしまうほどの、余りにも重い責任。

「あ～……トラの事を思ってくれるんは嬉うれしいんやけど、そないに今にもチビりそうなほどビビる必要はないやろ」

「え……先せん輩ぱい？」

「あんまりアイツの事を馬ば鹿かにしたらんといてや。アレはアンタよりもウチよりもずっと強い男やで。自分の人生に対する責任をちゃんと負える男や」

「それはそうなんでしょうけど、やっぱり……」

「協力したいって気持ちはありがたいよ。せやけど、全部を背負おうとせんで良いいんや。子供が偉えらそうに他人の人生を語りなや。そんな暇ひまがあるんやったらまず自分を省かえりみてみ。んで、さっさと思い出せアホたれ。アンタの隣となりには誰だれが居るんや？」

　あっ、呼こ気きが漏もれた。

　僕の隣に座っている一人の女の子の存在を失しつ念ねんしかかっていた自分が居た事に気付く。

　志乃ちゃんは真っ直すぐに、ここではない何ど処こか、を見つめていた。

　もしかしたら彼女もまた、僕と同じ責任を感じているのだろうか。

　いや、これまでの事件の中でだって感じ続けてきたのだろうか。

　その小さな身体からだに、他者の人生という重すぎるものを背負っていたのだろうか。

　なるほど……僕は先輩に感謝した。

　彼女がそう言ってくれたように、僕は───違う、僕こそが、志乃ちゃんに言ってあげなければならなかったのだ。

「ま、そんなわけやから。ウチらもしっかり動こうか」

「はい……って、でも動くって具体的に何をするんですか？」

「これから氷ひ上かみの仕事場に行くんやけど、アンタらも来るやろ？」

「あ、いえ……仕事場に行ってどうするんですか？」

　もちろん何処だってついていく所存ではあるのですが。

「どうするも何も、情報収集は大事やろうが。氷上が何を調べとったんか確かく認にんせんと」

「それは分かりますけど、調べるってどうやるんですか。警察ならともかく、僕らは一いつ般ぱん人じんなんですよ？」

「その点は大丈夫や。警ト察ラと一緒やからな。現地で合流する手て筈はずになっとる」

　なるほど、つまりこれまではトラさん達が調べた情報を先輩が受け取って、それを僕らに話すという流れだったのを、時間省略のために纏まとめてやってしまおうというわけですね。

「分かりました。志乃ちゃんも良い？」

「…………」

　無言で頷うなずく志乃ちゃん。

　僕らは立ち上がり、部屋を出る。

「クルマまわして来るから、そこで待っててや」

　コインパーキングに向かう先輩を見送って、僕は志乃ちゃんへと視線を向ける。

「ようやく学校が終わったってのに、ゆっくり出来そうにないね」

　今日から長期休暇、となれば普ふ通つうはもっと楽しい気分になるはずだ。

　友達と一緒に遊びに出るか、あるいは家に帰ってノンビリするか。

　宿題の事なんか頭の中どころかこの宇宙の何処からも消し去って遊びまわり、思いっきり夜更ふかしして、翌日は暇ひまを与あたえた目覚まし時計と共にお昼過ぎまでぐっすり眠る。起きたら朝と昼を兼けん任にんしたご飯を食べて、そのままダラダラと過ごす。

　これが健けん全ぜんな学生の姿だろう。

　いや、もちろん部活動などを頑がん張ばっている人や大人達からすれば間違っているかもしれないが、少なくとも休みに入った当日から殺人事件の調査を始めるよりはずっとずっと健全なはずだ。

「仕方がない。時間がないから」

「うん、もちろんそれは分かってる。だからちょっとした願望みたいなものだよ」

「……願いがあるなら」

「ん？　なに？」

「願いがあるのなら、それを叶かなえるために力を尽つくせば良い」

「……うん、そうだね」

　僕は力強く頷いた。




０５／




　氷ひ上かみさんの所属していた会社は西にし中なか島じまにあった。

　この辺り、特に御み堂どう筋すじ線せん西にし中なか島じま南みなみ方がた駅近辺は様々な賃ちん貸たいのオフィスビルが建ち並び、様々な企き業ぎようが入っている。

　それ以外には別に観光施し設せつや買い物が出来る場所があるわけでもなく、基本的にあまり来るような場所じゃなかった。

「アンタも大阪で職を探すんやったら、しょっちゅう来るようになるで」

「就活その事は言わないでください。今から頭ず痛つうの種を芽め生ばえさせたくありません」

　先せん輩ぱいといい志乃ちゃんといい、そういう話は三回生になってからにして欲ほしい。せめて一回生の間は悠ゆう々ゆう自じ適てきな──高校時代から比べて圧倒的に自由な時間が増えた──キャンパスライフを満まん喫きつさせてもらいたい。

「そないにユルユルと考えとったら、後で泣きみるで～」

「うぅ……とは言いますが、なかなか上う手まくイメージできないものでして」

「人間、目標をもって生きんとなぁ」

　なんという耳の痛い話なのだろうか。

　と、そう言えば鴻こう池のいけ先輩はもうすでに決まっているような事を言っていたっけか。

　どんな職に就くのだろう。いま一つ想像が付かない。

　先輩ならそれこそ、格かく闘とう家かとかが向いていそうだが、そんな事を口にしたが最さい期ごだろうし。

　色々と考えつつ、四階建ての古びたビルに入る。

　レンガ柄がらの壁へき面めんは黒く汚よごれ、自動ではないガラスのドアの向こう側は蛍けい光こう灯とうが点つけられていない所せ為いで薄うす暗ぐらい。エントランスの壁に設せつ置ちされている八個のメールボックスも、名前が書かれているのは三つだけだ。しかもチラシが溢あふれ出しているのだから、本当に利用されているのか疑うたがいたくなるのは当然だろう。まして、奥おくに設置されているエレベーターのパネル部分に、思いっきり『故障中』の貼り紙がしてあるのだ。

「人の気配が全くしないんですけど……」

　動かないエレベーターの代わりに非常階段を上りながら、僕は堪たまらず不安を口にした。このビルには少なくとも三つの会社が入っているはずなのに、耳に届とどくのは階段を踏ふみしめる自分達の足音だけ。活気という言葉から百光年ほど離れた世界の中だ。夜中ならさぞや素す敵てきな心しん霊れいスポットとなった事だろう。

　三階に辿たどり着き重たい鉄の扉とびらを引くと、短い廊ろう下かが延びている。

　狭せまい土地に建つこのビルには一つの階に二フロアしかない。

　廊下の先には扉どころか小さな窓にしっかりとカーテンまで閉しめられた、明らかに使われていないフロアがあった。更に債さい権けんを主張しているらしい紙が貼り付けられていたりして、何だか凄すごい所に来てしまった事実を思い知る。

　ともかく、二つのうち一つが使われていないのだから、答えは決まっている。

　廊下の中央付近、その右側から光が漏もれていた。

　物音や人の声などは全く聞こえないが、その光は廃はい墟きよのようなこのビルの中で唯ただ一ひとつの人間の残ざん滓しを感じさせてくれる。

　開けっ放しにされた入り口から中を覗のぞき込んだ。

「なんや、トラはまだ来とらんみたいやな」

　それどころか一人も居なかった。

　狭せま苦くるしくデスクが詰つめ込まれたフロアは、書類の詰まった段ボールが山積みされていて視し界かい良りよう好こうとは言えなかったが、それでも人が居て気づかないほど広いわけでもない。

「仕方ないな、ここでしばらく待っとこか」

「あ～、お前ら。何か用か？」

　背中に声を掛かけられて、驚おどろきながら振り返った。

　そこに居たのは壮そう年ねんの男性だった。

　たぶんここの社員、あるいは関係者だろう。

　少しよれたスーツを着込んだ彼は煙草たばこを咥くわえながら、何ど処こか詰まらなそうな達たつ観かんしたような瞳ひとみで僕らを見下ろしていた。

「バイト……じゃねえよな。今は募集出してねーし」

「えぇと、その、僕らはですね」

「こちらの社員さんですか？」

　答えようとした僕の前に先輩が出る。

　男性は不ふ審しんというよりは不思議そうな瞳で先輩を見る。

　何となくその理由は分かった。

　彼の目の前に居いるのは、社会人には見えない男と明らかに小学生の女の子、そしてとても成人しているとは思えない小柄な女性の三人だ。

　それぞれ個別ならともかく、こんな三人組の目的なんて全く想像つかないだろう。

「一応これでも社長だよ」なんと、社長さんでしたか。「で、何か用？」

「氷上花緒さんの事で、ちょっとお話聞かせてもらえんでしょうか」

「あ？　あぁ、氷上か。なんだお前ら警察……には見えねーけど、誰？」

「氷上さんが殺害された事件については、ご存知なんですね？」

「そりゃま、電話で聞かされたからな」

　男性は質問に質問で返された事が少し気に入らない様子だったが、それを表す事なく答えてくれた。

　昨晩トラさんが本人確認を会社の人にお願いしたって言ってたから、たぶんこの人がその相手なのだろう。

「で、結局お前らは何者なんだ？　同業者ってわけでもなさそうだし、こっちは警察からベラベラ喋しやべるなって釘くぎ刺さされてんだ。無関係な奴やつらに話す事はねぇよ」

「いえ、彼女達は関係者ですよ」

　声は僕ぼくらのものではなかった。

　男性の後ろ、非常階段の出入り口に立つ巨きよ体たい。

「おぉ、トラ。ようやく来よったか！」

「すみません、お嬢じよう。ちょっと手間取ってしまって」

　遅おくれてやってきたトラさんは先輩に謝あやまると、事態がよく吞のみ込めてないらしい男性に軽く会え釈しやくした。

「桑くわ原はらさんですね。お電話した富と樫がしです」

「あ、あぁ……刑けい事じさんね」

「はい。お待たせしてしまいましたか？」

「いや、別に構いやしませんが」

「そうですか。ではさっそくお話を聞かせてください」

　男性───桑原さんに案内されてオフィスに入る。

　入り口から覗き込んだ時もそうだったが、内側から見ればなお更乱らん雑ざつな空間だった。

　死角になって見えなかった部分にも物品が溢あふれかえっている。

　隅すみに置かれているガラス戸の棚たなにはバインダーが縦たてに並べられていて、更にその上にも横向きに重ねられている。省スペース法として有効な手なのだけど、戸を開けたら今にも零こぼれ落ちそうなほどになっているのは如何いかがなものか。

　それぞれのデスクの下にも私物らしきものが置かれていた。寝ね袋ぶくろ、着き替がえ、スナック菓が子しが山盛りになった紙袋、エトセトラエトセトラ……。

　色々と壮そう絶ぜつな環かん境きようだった。

「そうか？　ウチは結構落ち着くけどなぁ、この雑ざつ多たな感じ」

「ごめんなさい、まったく理解できません」

「ウチはアンタの家の寒々しい風景のほうが気になるわ」

　失礼な、ちゃんと整せい理り整せい頓とんしているだけですよ。

　だいたい寒々しいって意味なら志乃ちゃんの家のほうがよっぽどじゃないですか。

　オフィスには応接用のスペースなんてないらしく、桑原さんはそこらのデスクから椅い子すを引っ張ぱってきてくれた。

「コーヒーしかないけど、要いります？」

「お構かまいなく。それよりお話を」

「あそう。……ったく、参りましたよ。昨日きのう連絡をもらって慌あわてて手続きをやって、ようやく眠られると思ったら今度は荷物を取りに行きたいから待ってろって言われて、んで今はこうして事じ情じよう聴ちよう取しゆでしょう？　いい加か減げん帰って寝たいんで、さっさと終わらせてください」

　桑原さんは結局自分の分だけコーヒーを用意して椅子に座った。

　なるほど、最初に見た詰つまらなそうな瞳は、単に眠たかっただけか。

「ところで先輩。荷物を取りに来たって……」

「ここに残されとった氷上の書類や私物を取りに来たんやろ。何が雪ゆき野の咲さきや夢ゆめ路じハナに繫つながっとるか分からんからな」

　ニュース映像で折り畳たたまれた段ボール箱を抱かかえて続々と建物へ入っていくシーンを見かけるが、あれみたいな感じなのか。周囲のデスクの状況を見る限り、集めた資料の精せい査さは困こん難なんを極きわめそうだ。

「お聞きしたい事は幾いくつかありますが、まず、氷上さんは最近どのような記事を書いていたんですか？」

「あ～……そんなもん、知るわけありませんよ」

「知らない？　貴方あなたは責任者ですよね？」

「責任者は責任者ですけど、編集長ってわけじゃないですから。うちの会社は下した請うけとか派は遣けん専門でしてね、出版社さんとの仲ちゆう介かいをするのが社お長れの仕事で、記事の内容についてはほとんど干かん渉しようしないんです。それは書いた奴やつと向こうの編集さんとで話す事ですからね。だから出来上がった後ならともかく、最近何を調べてたかなんて全然知らないんです」

　その答えに僕だけではなくトラさんや先せん輩ぱいも少々面めん食くらったようだった。

　派遣業は社会問題にもなっているが、実際問題、企業としては非常に効こう率りつ的てきだ。

　なんせ兎とにも角かくにもコストが低い。安い賃金で雇やとえる、ボーナスを払はらう必要がない、福ふく利り厚こう生せいなんてさようなら。

　大きな会社になればなるほど、全すべてを社員だけで賄まかなおうとする事は愚ぐの骨こつ頂ちよう。

　莫ばく大だいなコストの海に溺おぼれて死んでしまうのは目に見えている。

　もちろん様々なデメリットも存在しているが、純じゆん粋すいに使い捨ての駒こまとしては抜ばつ群ぐんに効こう率りつが良かった。

　とはいえ、まさかこんな業界にまでそういうシステムが入ってるとは……意外だった。

「そんなわけなんで、残念ながらお答えできる事はないんですよ」

「殺害されるような心当たりは一いつ切さいない、という事ですね」

「だからそれも分からないんですって。何か危あぶないネタに手を突つっ込んでたとしても、俺には知りようがありませんから」

「桑原さん以外で知っていそうな人は？」

「さぁ……少なくともうちの社員には居ないでしょ」

「それは、どういう意味です？」

　桑原さんが知らないのは先ほどの本人の説明から分かるにしても、同どう僚りよう達まで知らないとどうして言えるのだろうか。

　そんな疑問に、彼は大きく息を吐はいて答えた。

「氷上の私物、全部持ってったみたいですけど、たぶん無む駄だですよ。だってデスクに自分のネタを残してる奴なんていないですからね。誰だれに盗とられるか分かったもんじゃない」

「身内同士でネタを取り合ってるんですか、アンタ達は」

　トラさんだけじゃなく、僕らも呆あきれ顔になった。そりゃあライターにとってネタは飯めしの種たね、他人に盗られでもしたら冗じよう談だんではなく生活に関かかわる。逆に言えば、それだけの価値のあるものは同僚から奪うばってでも欲しいはずだ。

　それは分かるけど、仲間内でさえ信用できない環境ってのはどうなんだろう？

「そういう泣き言を言う奴はね、生きていけないんだよ」

「泣き言ですか、今の」

　どう考えたって常じよう識しき論ろんだと思うけど。

「勝てないから負けるんだ。負けたくないなら勝つしかない。これは常識だろ？　なら、勝とうともしないんじゃ負けるしかないに決まってる。ほら、泣き言じゃないか」

　違う、そういう事じゃない。

　桑原さんの理屈は凄すごく簡単で確かなものだったけれど、僕が言っているのは奪うばい奪われ騙だまし騙されの環境を是ぜとしない、という事だ。対立関係にあるのならともかく、せめて同僚の間では信しん頼らい関係が築きずかれているべきではないのだろうか。

「社会に出たら苦労するぞ、お前」

　素す敵てきなくらい大きなお世話です───そう口に出そうとして、先輩に遮さえぎられる。

「で、つまり。氷上は自分のネタをパクられんよう、他の社員にも話しとらんかった可能性が高いって事ですね？」

「そういう事。氷上は特に神経質だったからな。ネタも最初だけメモに取って、記き憶おくしたら全部焼き捨てちまう徹てつ底ていぶりだ。ありゃ神経質ってよりヒステリックだな。たぶん家にも残してないんじゃないか？」

「トラ、どないや？」

「確かに今のところ連れん絡らくはありませんが、パソコンのデータは丸ごと残っていました。ロックが掛かかっていて少々梃て子こ摺ずっていますが、専門家に任まかせているので時間の問題でしょう」

　普通に家庭でパソコンを使っている分には全く意味がないのだが、データには錠ロツクを掛ける事が出来る。それをすると鍵パスワードを知っている本人以外に見られる心配がなくなるのだ。

「なるほど、となると『宝』は宝箱の中ってわけや」

「出てくるのは財宝ではなく紙切れ一枚って事もありそうですね」

「その心配はない」そう言ったのは志乃ちゃんだった。「氷上は自分が殺される事を予測していた。なら必然、その根こん拠きよとなる情報を消す事は出来ない。データとして残っているかどうかは不確定だけど、絶対にそれは残されている」

「いや、それは分かるがな。出てきたものが本当に裁判の証しよう拠ことなり得うるものかどうかは分からないだろう？」

「そこまでの保証は出来ない。けれど、氷上が調べていた事実だけは存在しているでしょう」

　そんな志乃ちゃんの主張をトラさんは難しそうな顔で受け止めていた。

　彼にとって何よりも重要なのは雪野さんを有罪たらしめる絶対的な証拠だ。

　なのにそれを保証してくれないとなれば納得のいかない気にもなるだろう。

　一方で情報が存在するとは断言しているのだから、全く無駄な捜査というわけでもない。

「もしかしたら、その子の言う通りかもしれない」

「というと？」

「氷上はそこの少年とは正反対の性格でしてね。目的や目標に対して真っ直すぐな奴でした。あいつならもしかしたら、自分の命を奪うばわれたとしても絶対に自分の記事を世に出す事を望むかもしれない。それくらいに全力で生きてる奴だったんです」

「全力で生きている、ですか」

「そう、自分の書くものに後こう悔かいを残したくないってね。真実を全て明らかにする、なんて高こう尚しようなもんじゃなかったが、氷上には氷上なりのポリシーがあって、そのためなら何だってするって奴だった」

「それは、違い法ほう行こう為いも含ふくめてですか？」

「あ、いやいや、まさか。そんな奴は我が社には居いませんよ」

　トラさんの鋭するどい指し摘てきに、桑原さんは慌てて愛あい想そ笑わらいをした。

　この反応は、恐らくかなりのグレーゾーンを通り抜ぬけているらしい。

「それでは、どうもありがとうございました」

「あぁ、本当に手早く済みましたね」

「また改めてご連絡させていただく事になるかもしれませんが」

「これからせめて五時間はしないようにお願いしますよ」

　皮ひ肉にくというよりは純粋なお願いだろうか。

　それに対してトラさんは冷静に冷れい徹てつに、そして簡かん潔けつに答えた。

「携けい帯たい電でん話わの電源を切らないようにお願いしますね」
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　氷ひ上かみさんの会社から出て、それからどこへ向かったかというと。

　行き先はなんと鴻こう池のいけ先せん輩ぱいの家だった。

「そう言えば、先輩の家に行くのって初めてですよね？」

　僕ぼくのアパートには我わがもの顔で乗り込んでくる野の良ら猫ねこのような彼女だが、その逆は一度もなかった。

「ウチはディフェンスに定評のある乙おと女めやからなぁ」

「乙女……？」

「言いたい事があるんやった全部言っときや。世の中、何が辞じ世せいの句になるか分からんからなぁ」

「い、いや。ごめんなさい」

　そんな死し刑けい宣告は勘かん弁べんしてください。

　慌あわてて降こう参さんする僕を肩かた越ごしに一いち瞥べつして先輩は続けた。

「せやけど、それだけが理由ってわけでもないんやけどね」

「理由？　他ほかに何かあるんですか？」

「実際に見たら分かるよ」

　鴻池先輩の家は大学から一駅ほどの距きよ離りにある六階建てのマンションだった。

　２Ｋのトイレバス別、という一人で住むには十分な環境だろう。しかも築二十年以上という条件に加え、大学側が一部負ふ担たんする在学生専用なので、家賃もこの辺りじゃ破格の安さなのだそうだ。

　尤もつとも、それでも我がおんぼろアパートの倍以上である。

　愛すべき我が家はあまりにも特とく殊しゆなのだ。

　だが、それでも僕にはちょっと意外だった。

「もっと良い家に住んでると思ってました」

　エレベーターで部屋のある五階まで上がりながら率そつ直ちよくに言う。

　普段の生活を見ていてお金に困こまっている様子は全くなかった──自分名義の車を持っている時点で言わずもがなだろう──から、てっきりもっとセキュリティの堅けん固ごな所に住んでいるのだと思っていたのだけど。

「っていうか、そもそも自宅は府内なんでしょう？　なら、そこから通えば良いじゃないですか」

「ん～、こっちの方が大学まで近いってのがあるし、実家は堅かた苦くるしいからなぁ。女は家の仕事をするのが当たり前、って古～い考えを持ったジジイが居おるもんやから、料理に掃そう除じに洗せん濯たくに、茶さ道どうに生け花日本舞ぶ踊ようにとあれこれやらされるんや」

　後半はともかく前半は家のお手伝いって事で別に良いじゃないですか。

　志乃ちゃんだってちゃんと手伝ってくれますよ。

「しかも最悪な事に、門限が設定されてるんや。夜遊びはもちろん言語道断アウト。夜中にコンビニに出る事もまかりならんって徹てつ底ていぶりなんや」

　なるほど、そりゃ致ち命めい的てきだ。

　今時、大学生に門限ってのは無理があり過ぎるだろう。

　まして先輩は自由人だからいちいち門限なんて守っていたらやりたい事の半分も出来ない。

「それに広い家に住んだって仕方ないからな。無駄に金が掛かかるだけで。ウチはあんまり、自分のために金を掛けるんが好きやないから」

　あっさりとそう言ってしまえる女子大生。

　何だかんだでこの人も不ふ思し議ぎな存在だ。

　持ち前の勢いと人当たりの良さで学内外拘かかわらず広いネットワークを持ち、その誰からも尊そん敬けいと信しん頼らいを得ている。

　だが、だからといって派は手でな性格というわけでもなく、遊びまわっているわけでもない。服装からしたってそれは分かる。女性が大好きなブランド系のアイテムをついぞ見た事がない。

　けど、じゃあ金にガメツイのかと言えば、全く正反対だろう。

　なんだかんだで、他ひ人とのためにお金を使う事に関して彼女は躊躇ためらいがないのだ。

　一万を確実に超えたはずの退院祝いの焼肉パーティーを開いてくれるほどだし。

「そういやシノシノ、クリスマスプレゼントのおねだりはしたんか？」

「…………？」

「なんや。おねだりしとらんのか。アカンで～、こういうの男はコロッと忘れるし、覚えとっても、何でもえぇみたいな顔しとったら、ホンマに何でもないもんを贈おくってくるからな。ましてシノシノは普段からこいつの世話焼いとるんやから、クリスマスくらい豪ごう勢せいな物をおねだりして良いいんやで」

　一応言っておくが、僕は忘れてなんかいなかった。

　ちゃんとクリスマスの事を──プレゼントだけじゃなくケーキを含ふくめた当日のお料理まで──考えている。

　更に、何でもないものを贈るつもりもない。

　その証しよう拠こにここ一週間以上、僕はその問題に頭を痛めていたのだから。

　……頭を痛めてるって事はまだ決まってないって事なんだけどね。

　さてさて、果たして何を贈ったものだろうか。

　いや、それ以前に彼女はいったい何が欲しいのだ？

　最近は自分の感情を少しずつだが表すようになり、僕もそれを理解できるようになったのだが、そもそも志乃ちゃんは物欲に乏とぼしいのだ。普段から何かを求めたりなんて事はしてこない。一緒に買い物に行っても、お菓か子しも玩具おもちやも欲しがらない。泣き叫さけび駄だ々だを捏こねるほど幼おさなくないにしても、欲しい物が色々あるだろうに。

　そんな彼女の事、何を贈っても「……ありがとう」と言いそうで、だからこそ迷まようのだ。実際、『何でも良い』よりも『何が欲しい』と言って欲しい男心なのである。

「えっと、志乃ちゃん。何か希望ない？」

「……別に何も」

「やっぱりか」

　分かっていた事とはいえ、脱だつ力りよくしてしまう。

　せっかく先輩が話を振ってくれたというのに、予想通り、聞くまでもない答えだったのだから。

　そんな事を考えながら、先輩の家に辿たどり着く。

　五階の一番奥おく、所々錆さびて表面の塗と料りようが逆さか剝むけになって錆びた地じ金がねの覗のぞいている金属のドアを開く。

　いよいよ先輩の自宅、大公開ってなわけなのだが……。

「お嬢じよう、少々部屋が汚きたないような気がしますが？」

「相変わらずアンタは、見かけによらん綺き麗れい好ずきやなぁ」

　いやぁ、トラさんが特別綺麗好きというわけではないような。

　先輩の家はお世せ辞じにも綺麗だとは言えなかった。

　食べ掛けのスナック菓が子しやペットボトルが散さん乱らんしているわけではないし、ゴキブリがうろちょろしているわけでもない。その意味では決して『汚い』わけではない。

　ただ──間違っても口には出せないが──女性の部屋とは思えないほどの乱らん雑ざつさなのだ。

　我が家を形けい容ようする上で欠かせない『殺風景』とは正反対の物の多さ。モスグリーンの壁かべ紙がみがほとんど見えないほどに棚たなが並び、様々な物が並んでいる。背表紙に殺人やら傷害やらの文字が並んでいるファイルはある程度予想の範はん囲い内ないだったが、それ以外にも小説や漫まん画が、何ど処こか遠い国の物と思われる怪あやしげな置おき物もの。古い映画のＤＶＤがあったと思えばその隣となりに怪しげな英数字のタイトルが付けられたディスクなんかが置かれていたり。

　統一感が無い───いや、もっと嚙かみ砕くだいて言えば整理整頓が出来ていないのだ。

「なるほど。これは人を呼ぶ部屋じゃないですね」

　車中で先輩が言っていた言葉の意味を理解した。

　女性の部屋という言葉が持つそこはかとなく魅み惑わく的てき、甘あまさを感じさせてくれる雰囲気は全く存在していない。

　いや、そういう意味だけじゃなく、友達だって呼ぶような場所でもないだろう。

「まぁな、一いつ般ぱん人じんに見られたら困るもんもあるし」
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「は～い、ここに一般人が居いるんですけど～」

「いやぁ、うっかり見てしまったために友達が謎なぞの黒服集団に追われたら困るやろ」

「はいはーい！　だからここに一般人が居るんですってば～っ！」

「それはともかく、炬こ燵たつにでも座すわっててや、お茶淹いれるから。あ、トラ、電源入れてや」

「了りよう解かいです」

「って、サラーっと無視しやがりますか……」

　そりゃ先輩と知り合って以来、様々な事件に巻き込まれてきたし、今回だってその例に漏もれないわけで、既すでに一般人とは言い切れない世界にまで足を踏ふみ入れてしまっているのかもしれないけれど……。

「もし僕が謎の黒服集団とやらに追い回される羽は目めになったら、どう責任とってくれるんですか」

「五月蠅うるさいなぁ。男やったら自分の身くらい自分で守りぃや」

　情けない奴やつやなぁ、なんて冷たくあしらわれてしまう。

　それどころかトラさんまでさも当然のような表情だった。

　そりゃこの人くらい強きよう靭じんな肉体を持っていれば謎の黒服集団にだって立ち向かえるのだろうけれど、生あい憎にくとこちらは格かく闘とう技ぎ経験のない一市民なのだ。

「ってかトラさん。そういう時、守ってくれるのが警察なんじゃないですか？」

「何年かかっても必ず犯人は捕つかまえてやる」

「それってどう考えても僕の死体が上がってからの話ですよねっ!?」

　誰がどう聞いたって『骨は拾ってやる』と同じ意味だった。

　泣きたい気分で志乃ちゃんに助けを求める。小学生に甘える大学生というハイレベルの情けなさについてはこの際無視して欲しい。人間、時には優しさが必要なのだ。

　そうして僕は隣に立つ彼女へと視線を向けて───ゾッとした。

　真っ直すぐで真っ黒な、真っ正直な意志が籠こもった瞳ひとみ。

『その時は自分がなんとかする』

　白く繊せん細さいな造形の横顔、そこに浮かぶ黒い瞳には、確かな意志が存在していた。

　それを笑う事はきっと難しくない。

　子供の驕おごりだと、とりあえずの感謝と共に見み逃のがす事も出来た。

　だけど僕は震ふるえた。

　身体ではなく精神が怯おびえた。

　何な故ぜなら、そこに『視みえた』からだ。

　無数の────死体が。

　どれもこれも他殺体だった。

　無む惨ざんに殺されていた。

　犯人は決まっている。

　支はせ倉くら志乃だ。

　全すべてこの幼い女の子が殺した。

　死んでいるのは大人の、屈くつ強きような男達だった。

　だから小学生の女の子にそんな事は絶対不可能なはずなのに、そう理性が伝えているのに、どうしても僕には『不自然』だと思えなかった。

　死体に囲まれながら立つ彼女の顔に歓かん喜きも愉ゆ悦えつもない。

　ただあるがままに、当然のように。

　いや、違う。

　きっとあるがままで、当然なのだ。

　不自然だと思えないのは当たり前の事で、それは酷ひどく自然な姿で────。

「……どうかした？」

「えっ？　あれ？」

　声を掛けられて、ようやく志乃ちゃんがこちらを不思議そうに見つめている事に気づいた。

　既すでにその瞳には何も映っていなかった。

　大きな溜ため息いきを吐はき出す。

　まったく、なんて性た質ちの悪い白はく昼ちゆう夢むだろうか。

　僕は何でもないよ、と笑って先輩に指示されたとおり、炬燵に足を突っ込んだ。

　今さっき電源を入れたばかりなのでまだ暖かくはなかったけれど、やっぱり布団ふとんに包くるまれている分だけ外気よりはマシだ。

　部屋の真ん中に置かれた炬燵は我が家にあるのと同じくらいの小さなものだったので、足を伸のばす事は出来ない。

　でも僕はまだマシだ。なにせ足がちゃんと布団の中にあるのだから。

「志乃ちゃん、足寒いでしょう？」

「……別に」

　右隣に座った志乃ちゃんは正座していた。

　志乃ちゃんに限らず女の人って結構寒そうな格かつ好こうをしているよなぁ、と常つね々づね思う。

　膝ひざ上うえのスカートに脛すねまでの靴くつ下した、あるいはブーツ。外気を直接感じる部分が男よりもずっと広いのだ。夏場は涼すずしそうだと思うが、この時季は見ていて寒々しく感じる事がある。

「なんや？　アンタはパンスト派か？」

「パンスト派ってどういう意味ですか？」

「それともニーソックスか。『絶ぜつ対たい領りよう域いき』について語れたりしてな」

「あの、お願いですから同じ言語で喋しやべってもらえませんか？」

「……絶対領域？」

「志乃ちゃんは知らなくて良いい事だから！」

「なんや、ちゃんと知っとるんやないか」

　鋭えい利りなナイフに似たその指し摘てきを華か麗れいに──と思っているのは僕だけできっと誰にもバレバレだったろうけど──スルーして、先輩が淹いれてくれた紅茶を啜すする。

　一人暮らしの家で同じ食器を四人分揃そろえられる事はほとんどない。まして先輩は普段からほとんど他ひ人とを家に呼んでいないのだ。

　そんなわけなので、カップはバラバラだった。僕と志乃ちゃんのは同じティカップだったけれど、先輩のはカップではなくコップだったし、トラさんに至っては魚の名前が書かれた焼き物の湯飲みだった。お寿す司し屋さんで見かけるアレ───ではない。漢字ではなくカタカナで書かれているのだ。何となくシュールな一品である。

「で、夢ゆめ路じハナについては？」

　先輩も座り、小さな炬燵に四人額ひたいをつき合わせて、いよいよ本題である。

「とりあえず、氷上のメモに書かれていた夢路ハナは、件くだんの死亡した少女で間違いないようです」

「ん？　どういう事や？」

「一応確かく認にんのため向こうの署しよに連れん絡らくして、両親に氷上の写真を見せてもらったのですが、それが当たりでした。氷上は一度夢路ハナの自宅を訪おとずれています。話の内容は全すべて事故に関する事だったそうです」

「四十年も前の事故について調べとった、その理由は？　取材の目的とかは？」

「いえ、そこまでは。かなり根ね掘ほり葉は掘ほり無む神しん経けいに聞いてきたようで、ご両親も直すぐに追い払はらったそうです」

「まぁ古ふる傷きずを抉えぐられて喜ぶ奴やつは居おらんわな」

　愛まな娘むすめを失った事故は忘れたい、けど忘れられない大きな傷として今もご両親を苛さいなんでいるのだろう。

「せやけど、そうなると氷上が調べとった事故の存在はどうにも見み逃のがせんな。その資料は？」

「用意してます」

　流石さすがはプロ、というか本職。

　何を求められるかなんて百も承しよう知ちなのだろう。

　トラさんは素す早ばやく数枚の紙を取り出した。

　そこに書かれていた内容は、だいたいこんな感じだ。

　今から四十年前、遠い北陸の田舎いなか町まちで一人の少女が水死した。

　少女の名前は夢路ハナ。当時九歳の小学生だった。

　水死したと思われる場所は学校から自宅までの川かわ沿ぞいの道。

　高い山から流れ落ちる幅はば三メートルほどの川は農業用水として田んぼが並ぶその町の中央を貫つらぬいていた。

　だが、そんな立地だからこそ増水時の被害は大きくなる。その対策として堤てい防ぼうが造られていたわけだが、そこは四十年も前も話。しかも都市部ではなく片田舎だ。

　我が町の東を通る一級河か川せんでさえ四十年前にはまともな堤防なんてなくて、よく小学生が泳ぎに行っていたのだと父さんが語っていたのを覚えている。

　現在は水面から六、七メートルほどもありそうな巨大なコンクリートの堤防が出来ているが、それが出来たのはもっと後になってからだ。

　夢路ハナさんの町でも当時あったのは土を盛もって固めただけの、山なりの側面に雑ざつ草そうを生おい茂しげらせた三メートルほどの堤防だった。

　その日、川は前日の大雨によって水かさと流れを増していた。

　山に降る雨は時間差で川に流れ込む。雨が止やんだから、晴れているから、それだけでは川のご機き嫌げんまでは計れない。

　そんな状況下での出来事だった。

　陽ひが落ちても帰ってこない少女を心配した両親が地元の青年団に捜そう索さくを依い頼らい。下校して行く姿は確かく認にんされていたため、通学路を重点的に、その他子供達の遊び場を回るも発見出来ず。日付が変わるまで続けたが、結局その日は一時中断し、翌朝、警察や消防も協力して町中総出での捜索活動が始まった。

　その中の一人が、堤防に茂る雑草の中から片方の靴を見つけた。

　泥で汚れた運動靴だった。

　その踵かかと側がわには油性ペンで『ゆめじ』と書かれていた。

　更さらにその近くから、足を滑すべらせたような痕こん跡せきが発見されたのだ。

　これで彼らは、夢路ハナさんが川に落ちたのだと判断した。

　その時点から捜索活動の意味が完全に切り替かわる。当時の川の状況、丸一日近く発見されていない事実から、川に落ちた少女の生存はまず考えられない。行方ゆくえ不明の彼女を捜さがすのではなく、その死を確認する作業になったのだ。

　誰もが幼い命が失われてしまった事に嘆なげきながらも、遺体となっていたとしてもせめて家に帰してあげようと懸けん命めいな捜索が続けられた。

　が、結果的にそれさえも叶かなわなかったのだ。

「見つからんまま一週間で近辺の捜索活動は終了。その後も遺体が上がるんを待ち続けたけど一年経たっても報告なし。んで死亡認定、と」

　通常、遺体の確認が出来ない行方不明、失しつ踪そうの場合、七年間で死亡認定が下るわけだが、客観的な事実としてどうしたって生きていられるはずがない状況で、なおかつ遺体を発見する事も難しい場合はその限りではない。

　例えば船せん舶ぱくの水すい難なん事じ故この場合、その船に乗っていた事実が確認され、なおかつ船舶の中から遺体が発見できず、周囲を捜索しても生存者を発見できなかった場合がそれに該がい当とうする。何故なら海上で船という唯一の『地面』を失った人間が一年間も生存し続けられるわけがないのだから。

　客観的事実として死亡以外に考えられない状況であれば、七年よりも短期間で死亡認定される場合があるのだ。

「ただ……どうも事件の可能性があったようです」

「事件、ですか？」

「夢路ハナを快こころよく思っていない人間が居たんだ」トラさんは続ける。「しかもその人物は夢路が川に落ちたと考えられる時間帯、その近辺で姿を見られていた」

「その人物ってのは誰や？」

「名前は笠かさ井い桃もも子こ。夢路ハナのクラスメイトです」

　という事は小学生か。

「事件の可能性って事は、その笠井って子が突つき落としたとかそういう事か？」

「そういう噂うわさがあったそうなんです」

　笠井桃子さんと夢路ハナさんの関係はごく普通のクラスメイトだった。

　そんな二人の関係を悪化させたものが何なのかと言えば……。

　トラさんの言葉に、僕は呆あつ気けに取られてしまった。

「え、劇……ですか？　えっと、その、あの演劇の事ですよね？」

　他ほかに何があるんだと逆に呆れられてしまったが、僕にだって直すぐには理解できなかった理由がある。というのもその年、学校の学芸会で二人のクラスは演劇『シンデレラ』を発表する事になったのだが、ヒロインであるシンデレラ役をどちらがやるかで揉もめたのだそうだ。

「まさかそれが動機でクラスメイトを川に突き落とした、とか考えられてたわけですか？」

「確定した事実じゃない。あくまでそういう噂があったというだけだ」

「あ～、でも分からんでもないなぁ。それくらいの女の子やったら誰だれだってお姫ひめ様さまになりたいもんやから」

「そうなの？」

　と、隣の『それくらいの女の子しのちやん』へと視線を向ける。

「……別に」

　あっさりと本気で否定する暫ざん定てい代だい表ひよう者しや。彼女の場合少々どころではなく普通ではないので余り参考にはならないだろうが。いや、というか僕は重大な事実に気づいてしまった。当然のように言っていたけれど、まさか───先せん輩ぱいも？

　お姫様のイメージからはとてつもなくかけ離はなれたこの女性も、幼い頃ころは美しいシンデレラを夢見ていたのだろうか。想像してみて、何な故ぜだかちょっとだけ恐おそろしい気持ちになった。

　と、そんな自分の致命的なミスに気づいた時にはもう遅おそかった。

　野生の獣けもののように俊しゆん敏びんな動作で襲い掛かかってきた鴻池先輩のチョークスリーパーが極きまる。

「アンタはホンマにえぇ度胸しとるよなぁ。ウチ、感動するわ」

「ご[image: め][image: ん][image: な]ざ[image: い]ぃぃぃ」

「一度死の世界を経験すると考え方が変わるらしいからなぁ。アンタにとって貴重な体験やと思うで？」

　本気で絞めてくる腕の力は、誰がどう考えたってお姫様のそれからは程ほど遠とおい。

　ギブアップを表明タツプする事およそ二十回ほどでようやく解放された。

「本気で死ぬかと思いました」

「本気で殺したろうかと思ったわ」

「お嬢じよう、そういう発言はお控えを」

「五月蠅うるさい。冗じよう談だんやろが」

　冗談ではない力だったと、法ほう廷ていで声こわ高だかに叫さけべる自信がありますよ。

「それに、少々事情があったようです」

　トラさんが語ったのは、どうしようもないくらい『子供の話』だった。

　演劇での役決めでのひと悶もん着ちやくだ。

　多くの役はくじ引きで決定されていたのだが、ヒロインのシンデレラや王子様、魔ま法ほう使つかいなどの主役格に関してはクラスメイトでの投票で決まっていたらしい。だがシンデレラ役は一度の投票では決まらなかった。

　というのも、女子の中心人物が二人居たからだ。

　学校というのは単純に知識を学ぶ場ではない。そこは縮しゆく小しようされた社会そのものなのだ。人はそこで人間関係を学び、そして『上下関係』を学ぶ。対等の立場にもそんな絶対の差が存在する事を思い知る。

　トランプと一いつ緒しよだ。ただそれだけを俯ふ瞰かんして見れば全ては数字を与えられただけのカードに過ぎないが、ある特定の条件ゲーム下ではそれらに上下関係が生まれてしまう。例えば大だい富ふ豪ごうでは３のカードは２のカードに勝てないように。それを引っくり返すからこそ、『革命』なのである。

　しかし人間である以上、上下関係が生まれるといってもそれが必ずしも独どく裁さいであるわけではない。二枚以上の２が一所に揃そろってしまう事だってある。

　というか、特定の個人による全体の支配なんてよほどの存在が現れない限かぎり普通はあり得ないわけで───夢路ハナさんのクラスもそうだった。

　票は二分された。

「けれど、夢路ハナはそれを覆くつがえした」

　２のカードであろうとも、万ばん能のう無む敵てきのジョーカーせんせいには敵かなわない。

　昨さつ今こんでは学がつ級きゆう崩ほう壊かいなんてニュースも耳にするが、僕が小学生の頃は先生という存在は絶対的な権力者だったし、まして四十年前なら言わずもがなだろう。

　本来なら二人で決選投票が行われるべきだったのだろう。

　だがそうはならなかった。

　夢路ハナは担任教諭の機き嫌げんを取る事で決選投票を回かい避ひした。

　対抗する相手を、ジョーカーを引っ張り出す事で無力化したのだ。

「先生を利用するのは反はん則そく技わざですからね、恨うらみに思っても仕方ないです」

　だけどやっぱり、殺意が生まれるほどの理由にはならないと思う。

「殺意なんてなかったんかもしれんやろ？　小学生なんやしちょっと意い地じ悪わるしてやろうとか、そういうもんやったんちゃうか？」

「いえ、ですからあくまで噂うわさです」

　トラさんが困ったように間に入ってきた。

　確かに確定した事でもない想像だけで盛もり上がってしまっていたかもしれない。

「ただ、状況的に疑わしかったのは事実です。笠井が目撃証言を頑かたくなに否定し続けていた事もあり、当時の近きん隣りん住民達も二人のように状況から想像を膨ふくらませていきました」

　最初のちっぽけな疑問は静かに、そして急きゆう速そくに噂となって広がり、やがて明確な疑うたがいへと変わった。

　そして疑いは自動的に不安へと移行する。

　不安を抱いだいた人間の攻こう撃げき性せいは飢うえた野の良ら犬いぬだって裸足はだしで逃にげ出すほどだ。

　圧あつ倒とう的てきなその圧力に笠井さん一家は引越しを余よ儀ぎなくされた。それ以外、彼女らに選せん択たく肢しがなかった。一度生み出された疑ぎ惑わくを言葉で拭ぬぐう事は難しい。長い時間を掛かけて行動で塗ぬり替かえていかなければならない。

　それを考えると、さっきの僕らの会話はどれほど不ふ謹きん慎しんだったのか思い知らされる。

　そんな風に凹へこむ僕に、鴻池先輩はあっさりと言った。

「別に不謹慎やないやろ」

「でも、そんな不確かな噂で一つの家族の人生が変わっちゃったわけなんですから……」

「アンタが生まれる前の話やないか」

「いや、でも全く同じ考えからそれが起こったわけですし、もし僕がその場に居たら同じように笠井さんを疑って追い詰めたのかな、って」

　噂……他ひ人とから聞いた話、つまり僕にとっては想像でしかないそれは、けれど大きな意味を持つ。一度それに囚とらわれてしまえば、抜け出す事は容易じゃない。

　僕もまた、一人の無実かもしれない少女を傷つけてしまっていたのかもしれないと思うと、自分の愚おろかさに押し潰つぶされそうな気分だった。

　だが、そんな僕に先輩は呆れる。

「シノシノ、コイツになんか言うたって」

「……疑うたがわれる事は罪じゃない」

「うん、ナイスな一言やね」先輩は一転、満足げに頷うなずいた。「アンタの言いたい事は分かるけど、それは間違っとる。なんでかって、重要参考人も容疑者も被告人も、『犯人』やないからや」

　当たり前の話ではあるのだが、日本には──恐おそらくどの国でも──重要参考人になる事や容疑者として逮たい捕ほされる事や被告人として裁判の席に立つ事そのものを罪とする法律は存在しない。彼らは裁判によって刑が確定する瞬間まで『犯罪者』ではないのだ。

　社会は疑われる事に対して余りにも厳しい。起き訴そどころか容疑者として警察に連れて行かれただけでも、それまでの立場を失ってしまう。誤ご認にん逮捕で明確に無む罪ざい判決を受けた人が戻ってきてみれば何もかも失っていた、なんて事もある。

　それらは余りにも不条理な制裁だろう。疑いさえ許されない社会。全ぜん肯こう定ていしか許されない世界。『違法の事実が存在しない事むざい』を証明するという悪魔の証明をし続けなければ有罪であるという環かん境きようで僕らは生きているのだ。

「無罪推すい定ていの原則だな」

　裁判は検察が有罪を証明するための場であって、被告人が無実を証明するための場ではないのである。

　だが、一方でそれは不ふ可か避ひな心情と言えるのではないだろうか。

「ま、そうとも言えるんやけどね。人間、そこまで完かん璧ぺきにはなれんわ」

　先輩はあっさりとそう答えた。

　どうやら何い時つもの極きよく論ろんだったらしい。

　彼女は時とき折おり、極端な言葉を使って他人を試ためす事がある。

　まったく困った人だ。

「……けれど、今となってはただの噂として切り捨てるわけにもいかない。現状、それは正しい疑ぎ惑わくであると考えられる」

「せやね。もし氷ひ上かみのメッセージにあった『夢路ハナ』が既すでに死亡しとるその少女やったとしたら、考えられるんは彼女の関係者や。死人が人を殺すとき、その実行犯は絶対に生きた人間やからな」

「何かしらの因いん縁ねんがあったと？　けど氷上さんとの関係は……」

「まだ何も分からんね。せやけど、常識的に考えれば氷上は触ふれちゃいかん部分に触れてもうたんやろう。これは少し、深く探さぐってみる必要はありそうやな」
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　笠井さんは四十年前の事故後、引越しを繰くり返しながら大人になり、現在は結けつ婚こんして二児の母となって大阪に住んでいた。つい一年前までは愛知に居たというのだから、偶ぐう然ぜんなのやら必然なのやら……疑わしいという気持ちと、疑ってはいけないという気持ちとが葛かつ藤とうしていた。

　先せん輩ぱいの家から今度はトラさんの車で笠井さんの自宅に向かう。

　運転席にトラさん、助手席は先輩。僕と志乃ちゃんは後部座席だ。

「なんだか二度手間になっちゃいましたね」

「まぁそう言わんと。万ばん事じ効こう率りつよく進むとは限らんのが人生やで」

　快かい活かつに笑う先輩の隣で、バックミラー越しにトラさんは『そんな事を言うならついて来るな』というニュアンスの瞳ひとみを向けてきた。

　他人の人生に深く関かかわる話を聞こうというのだから、責任を持った人間でなければならない。笠井さんの過去については見ず知らずの一般人が安あん易いに探って良いものじゃないだろう。

　尤もつともそんな風に考えているのは僕とトラさんだけのようで、助手席の先輩は楽しげな表情で笠井さんの資料を眺ながめている。

　隣に座ってる志乃ちゃんも同様だ。その真っ黒な瞳で窓の外を眺めていた。

　嬉き々きとした先輩に水を差すのは憚はばかられたので──というか口を挟はさんだところで彼女が考えを変えるわけもないし──僕は志乃ちゃんに顔を近づけて、その耳にギリギリ届く小声で聞いてみた。

「僕らがこのままついて行って良いいのかな」

「……それを判断するのは私や貴方あなたじゃない」

「笠井さんが許可すればＯＫって事？」

　息がくすぐったかったのか僅わずかに身体からだを捩よじりながら、志乃ちゃんはコクリと頷うなずいた。

「でもさ、やっぱり過去の事───それも凄すごくプライバシーに関わる部分じゃない？」

「だとしても語りたければ語るだろうし、そうでないなら拒こばむ事が出来る」

「まぁ、それはそうなんだけど……」

「それに、実際に会って話を聞かなければ分からない事もある」

「君は安あん楽らく椅い子すに座ったままだって事件を解決したじゃないか」

「全てがそう上う手まくいくわけじゃないから」

「あれ、意外だね。何だか弱よわ気きな発言じゃない？」

「そういう事じゃない」

　志乃ちゃんは僅わずかに力の入った声で言うと、これ以上話しかけるなとでも言わんばかりに耳を遠ざけてしまった。

　なんだかね……まったく。

　彼女の言わんとする事は理解できるし、事実だろうと思うけれど、同時に僕が言っている意味も理解して欲ほしいものだ。

「何をイチャイチャしとんねん」

「イチャイチャって……ちょっと話をしてただけですよ」

「今晩どう、とかか？」

　ブフゥッ!!

　と、盛せい大だいに噴き出したのは僕───ではなく、トラさんだった。

「ま、まままま、まさかお前ぇっ！」

「違ちがいます！　違いますよっ！」

　兎うさぎくらいならそれだけでショック死してしまいそうな強きよう烈れつな視線に、僕は全力否定した。

「誤ご解かいしないで下さい！　今のは先輩の冗じよう談だん、悪ふざけですから！」

「……言っておくが、お嬢の友人だからといって手て心ごころを加えたりはしないぞ」

「ですから、違うんですってば」

　頭を抱かかえる僕。

　ちなみに事の張本人はと言えば、お腹なかを抱かかえて大だい爆ばく笑しようだった。
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「……随ずい分ぶん、古い話ね」

　笠井さんは若じやつ干かん疲つかれた顔をしていた。

　たぶん当時の事を思い出してしまったのだろう。

　それは彼女がどれほど同じ疑いを向けられてきたかの証あかしでもあった。

　通されたリビングはこぢんまりとしつつも綺き麗れいで落ち着いた雰ふん囲い気きだった。少し固めのナイロンのソファーと木目調のテーブル。薄うすく柄がらの入った壁かべ紙がみと丸い形の蛍けい光こう灯とう。背の低い戸と棚だなの上には花瓶があって、赤と黄色の花が活いけられていた。戸棚の隣のマガジンラックには新聞と何かの雑誌が刺ささっている。

　ごくごく普ふ通つうの、一いつ般ぱん家庭だった。

　だが行われている会話は、そんな平へい穏おんな空気から乖かい離りしている。

「私は何もしていません」

「ですが貴女あなたは本来の帰り道とは違う、夢ゆめ路じハナの家へ向かう方向に歩いていますね」

「それは……そうです」

「認められるわけですか？　貴女は確か、その目撃証言を否定されていましたよね」

　トラさんの鋭するどい指し摘てきに、しかし笠井さんは柔やわらかい苦く笑しようを浮うかべた。

「仕方ないでしょう？　私はまだ幼かったんですもの。あの時はただ恐おそろしくて、全部知らないフリをするしかなかったんです」

　小学生だった当時の笠井さんにとって、怖こわい顔で詰つめ寄ってくる大人達は恐きよう怖ふの対象でしかなかったのだろう。

　その気持ちはよく分かった。

「確かに私はあの日、ハナちゃんを追っていきました。私はちょうど掃そう除じ当番で、遅おくれてその後を追いかけました。けど彼女の家に辿たどり着いたのは私が先で、彼女は何ど処こにも居なかったんです」

「家まで行った後はどうしたんですか？」

「たぶん何処かに遊びに行ってしまったんだろうって……諦あきらめて帰りました」

「本当に、ですか？」

「どういう意味です？」

「いえ。夢路ハナの家に辿り着くまで、誰だれとも会わなかったのですか？」

「……ごめんなさい。よく覚えていません。ただ、誰ともすれ違わなかったという事はないかと」

　四十年前の事なのだから記憶が曖あい昧まいになっていても仕方がないだろう。

　たとえ一生忘れる事が出来ないほど強烈な出来事だったとしても、だからこそ笠井さんは忘れたいと思っているのではないだろうか。この部屋を見ていて、そう思った。ようやく手に入れた平穏を、平穏のまま過ごしたいという意思が見て取れたのだ。

「分かりました、では質問を変えて、夢路ハナに対して憤いきどおりの感情を持ちませんでしたか？」

「……どうして、ですか？」

「貴女の言う通り無関係なのだとしたら、そんな『無関係な』人間の所せ為いで苦しまなければならない事に吐はき出すところのない苛いら立だちを覚えませんでしたか？」

「そ、それは……けど、そんなのは誰だって思うものではありませんか？」

　部外者であるという安あん堵ど感かんからか冷れい静せいでいられた僕には、トラさんのその詰きつ問もん──そう、すでにそれは質問などではなくもっと圧あつ迫ぱく的てきなものだった──の意味が理解できた。

　反はん則そく的てきな論ろん旨し、というべきなのだろうか。

　彼は事後の恨うらみと事前の憎にくしみとを混こん合ごうさせようとしているのだ。

「確かに私は彼女を憎んでいました。ハナちゃんの所為でって、思っていました。けど今は違います。彼女の不幸を悼いたんでいるし、それに……凄すごい人だったとも思ってます」

　凄い人……？

　僕には意味が分からなかった。

　そんな僕を見て落ち着いたのか笠井さんは優しく微笑ほほえむ。それは苦笑でも嘲ちよう笑しようでもなく、純粋に『幼いわかい』人間へ向けられる微笑ましい感情によるものだった。

「彼女はとても凄い力を持っていたのよ。私は結局、最後までそれを手にする事ができなかった……『なりたい自分になる』ための強い力。あの頃はハナちゃんのやった事を卑ひ怯きようだと思ったし軽けい蔑べつした。けど、今こうして大人になって分かる。あの子は純じゆん粋すいにシンデレラ役を得る事を望んで、そのために一番の方法を選えらんだんだって」

「でも、貴女を出し抜くために先生に擦すり寄ったんですよね。それは子供にとって反はん則そく技わざじゃないんですか」

「えぇ、本当に卑怯だと思うわ。けれど、それが一番確実だった。今の私は、ハナちゃんは正しい選せん択たくをしたんだって思う」

　本来決選投票が行われるはずだったのに、夢路ハナさんは担任という絶対の力を取り込む事で回かい避ひした。

　だがそれは本来、反則技だ。ルール違い反はんというよりはマナー違反か。密告チクリは重罪───小学生にとって、いや子供にとって大人という権力者を利用する事は、暗あん黙もくの了りよう解かいによって禁じられている。

「成長していくにつれて分かってきたの。それが社会の正しさなんだって。あの時、どうしてこうしなかったんだろう、ああしなかったんだろう。あの時知り合った彼にもっとアタックしておくべきだった。同窓会で再会した昔の彼は省庁の上役になって贅ぜい沢たくな生活を送ってる。私の人生は本当にこれで良かったのかって思うの」

　一いつ瞬しゆん、何を言っているのか分からなかった。

　だってそれは、子供を持つ母親の言葉なんかじゃない。

　彼女が語っているのはつまり、今現在の家庭への不満なのだから。

　だが、笠井さんは薄うすく笑う。

「今の貴方あなたには分からないでしょうね。だってまだまだ未知の、長い人生がその先にあるんだから。私にはもうそれがない。私の人生はもう決まってしまったの。ここに辿り着くまでにあった幾いくつもの分ぶん岐き点てんを通り過ぎて、これより先は真っ直すぐに延びたレールが敷かれているだけ」

　この家で、ずっと生きていくの。

　そう呟いてソファーを撫なでる笠井さんの瞳は僅わずかに澱よどんでいた。

　その暗い光こう沢たくの中に、本ほん革がわ製の贅沢なソファーが映うつっているような気がして、急に気持ちが悪くなる。

「夢の最さい果はてはね、本人がそれを自じ覚かくした瞬間に現れる。ハナちゃんはたぶん、あの時から分かっていたんだと思うわ。自分が目指すべき場所を全力で目指さなきゃ駄だ目めなんだって。そうじゃないと、きっと……後こう悔かいするんだって」

「笠井さんは……後悔しているんですか」

　認めたくない気持ちで僕は聞いた。

　彼女は柔やわらかく、けれど酷ひどく疲れた表情で答えてくれた。

「後悔したって、もう仕方ないでしょう？」
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　最後にトラさんは氷上さんと雪野さんの写真を取り出した。

「この人物に見覚えは？」

「え？……そうですね、いえ、たぶん無いと思います」

「二人とも、ですか？」

「はい。どちらもまったく」

「最近、夢路ハナの死について聞きに来た人間は？」

「刑事さん以外には、誰も」

　そんな短い会話を終えて、家を出る。

「さて、シノシノ。どう見る？」

　笠井さんの自宅前から滑なめらかに車が発進したところで、さっそく先せん輩ぱいは聞いた。

「……噓うそを吐ついているようには見えない」

「どうしてや？」

「笠井の本質は恐らく四十年前から変化していない。恐怖があれば、必ず噓を吐く。誤ご魔ま化かそうとする。何もかも知らないフリをして、結果的にマイナスになる事も考えず、とりあえずの現状を維い持じしようとする。彼女自身が語った通りの生き方しかできない」

「だが恐怖のために、現状維持のために、氷上の事を知らないと噓を吐いた可能性は？」

「もし氷上を知らないと言ったのが噓だとすれば、笠井にとって夢路ハナの事故は恐怖の対象だという事になる。なら、それと全く同じ理由で過去の、夢路ハナを追いかけたという証言を撤てつ回かいするわけにはいかない」

「なるほどなぁ。笠井が噓を吐くんが恐怖からやって仮定で、論理的に考えていけば、彼女が噓を吐いている可能性はちょっと考えにくいわけやな」

「ですが夢路ハナの事故は四十年前です。そこだけ本当の事を言って、氷上に関しては噓を吐いた可能性も」

「今回の訪問が昨日起こった殺人事件に関かかわるものだと、笠井は知っていたのでしょう？」

「あ、あぁ。殺人事件の捜そう査さだとちゃんと訪問の理由は告げている」

「なら、僅わずかな関連さえ彼女は許きよ容ようできない。絶対に噓を吐こうとする。もちろん、これは全すべて仮定に基もとづいた想像でしかない。上う手まく噓を吐く能力を手に入れた可能性も完全には否定できない。けれど、恐おそらくそれはあり得ないでしょう。きっと彼女はそんなリスクさえも負えない。だからこそ……あんな後悔を口にしたんです」

　最後の部分は、僕へ向けてのものだった。

　会話には参加せずじっとある事を考えていた、そんな僕ぼくへの回答だった。

「けどさ、志乃ちゃん。笠井さんは金きん銭せん的てきに苦労しているようには見えなかったよ」

　ローンがあるのかどうかは知らないが持ち家があって、リビングは質しつ素そだったけれど綺き麗れいで、凄すごく普通の、良い家に見えたのだ。

「旦だん那なさんが元気で子供が居て、身なりも綺麗でご飯だってちゃんと食べているみたいで住める家があって、その家だって決して小さくなんてない。どこからどう見たって幸せな家庭じゃないか」

　なのにどうして、後悔しているのか。

　過去の選択を悔くやんで、なのに『もう仕方ない』なんて諦てい観かんした事を言うのか。

「彼女は自分の人生に自信を持てないでいる。闘たたかって勝ち取ったものではないからこそ、そこに幸福を感じられないでいる。いえ、自分の感じている幸福が正しいものなのか分からないんでしょう」

「幸福が正しい……？」

「現状に幸福を感じていても、人は過去に遡さかのぼってそれ以上のものを夢む想そうする。何な故ぜならそこを目指せたはずの人生を諦あきらめているから」

　幸福の相そう対たい性せいで言えば、現代日本に生まれた全ての人は幸福だ。

　政治や経済を含ふくめた環かん境きよう、『生きるため』に求められる努力の量が圧あつ倒とう的てきに違う。

　もちろん住まう家を持たない人も居ればその日の食事に苦労する人も居るが、別の国では同条件の人が日本の数倍死んでしまう。

　だが、日本に生まれた者が全て幸福なのかと言えば、当たり前だがそうではない。

　人は誰も生きている限り苦しみ続ける。その立場での不幸を味わう。

　そういう事を素直に理解できない人間が居る。

　いや、違うか。

　誰もそれを理解できないのだ。

　誰もが今より幸せになれば『幸せ』でいられると盲もう信しんしている。

　多くの金を求める者は、それを得た結果の苦労を知らない。

　争いを知る者は暴力が通用しない世界の苦しみを知らない。

　言うなれば主観的な相対感だ。

　時速百二十キロで走っている車から六十キロで走ってる車を見れば遅おそい。だが止まってる車から見ればどちらも酷く速い速度で走っている事になる。

　けれど、こういう状況だったらどうだろう。

　二台の車は百二十キロと六十キロで走らなければ、更に止まっている車は止まっていなければ爆ばく発はつする。乗っている人はもちろん死亡する。そういう条件で考えれば、止まっている車がどれほど幸福なのか分かるだろう。何せアクセルを踏ふまなければ良いのだから、全くのノーリスクである。百二十キロで走り続けなければならない不幸とは比べられない。

「せやけど、そこにもう一つ条件を追加したら、話は変わるな」

　先輩は言った。

　もし、これがレースだったとしたらどうだろうか。

　一定距離を走らなければならず、ゴールの先に栄光があるのだとしたら？

　まず、止まっていなければならない車は最悪だ。爆死する危険リスクはないが、決して勝利は得られない。何もしない代わりに何も得られない。

　百二十キロで走る車は誰よりも勝利に近い立場にあるがその分リスクも高い。十分な技術と知識を持ったトップドライバーだけが渡わたりきれる細い綱つなだ。

　六十キロの車は安全に、尚なお且かつ無ぶ難なんに勝利を得られる。

　これは経営学の話であり人生の話だ。

　最高のリスクを背せ負おう代わりに最高の利益を求めるか、最小のリスクの中で最大限の利益を求めるか。学問的には利益が出ないのにリスクを背負うなんて事は論外なのだが、現実として決して届かないゴールを目指して進む事の出来ない車に乗る経営者にんげんも珍めずらしくない。

　その中で、多くの人は六十キロの車を選ぶ。

　だってそれが一番賢かしこい生き方だからだ。

　だがそれは百二十キロの車を選んだ人が失敗する事を期待する生き方とも言える。

　倍の速度で進んでいく相手が失敗して爆死しない限り勝利を得られないのだから。

　栄光を勝ち取るのではない。相手の失敗の先にそれを夢見るのだ。

「けど六十キロぶなんな人生だって良いいじゃないですか」

「それはそれで良いと思うよ。せやけど笠井は六十キロの車でグルグルと同じ場所を回りながら、凄い勢いで視界から消えていく百二十キロの車と安全な止まってる車を見て、それを嫉ねたんどる。それがあほらしいんやんか」

　鴻こう池のいけ先輩はそう切り捨てた。

「決して傷つく事のない人生を選ぶ、そないな妥だ協きようの果てに待つんが相応ふさわしい結果やって事くらい分かってなアカン。無駄なリスクを背負う事を善よしとはせんけど、本気の本気で目指すものがあるんやったら、選択を躊躇ためらったらアカン」

　夢の終わりは自覚した瞬間に現れる。

　そんな彼女の言葉が痛かった。

　彼女の人生はもう終わっている。

　後はただ、もう終わってしまったレースの中で、どうしてこの車を選んでしまったんだろうという後悔が残るだけだ。

　遠い向こう側、シャンパンの蓋ふたを開ける勝者達を夢む想そうするだけの人生。

「ま、今いま更さらになって気づいたみたいやけどな。ウチは正直夢路ハナのやり口を肯こう定ていする気にはならんけど、その本気さについては評価できるわ。彼女は全力でなりたいものになろうとした。決選投票っちゅう『相手の負けを期待する』方法やなくて、自分が勝てる方法を模も索さくし実行した。凄いやんか、普通は出来んで」

　それは効率的に相手を叩たたき落とす方法を選ぶ事だ。

　だから僕は、そして先輩も肯定する気にはなれない。

　けれど彼女の言う通り、夢路さんは本気だったのだ。

　本気でシンデレラ役を目指した。それを欲ほつした。

　だが結局、彼女はシンデレラにさえもなれなかったではないか。

「やっぱり、シノシノの判断にウチは賛同や。笠井は自分で言ったようにリスクを背負えん人間や。上手に噓を吐く事なんて出来ん。まして、今更になって嫉んどるくらいやしな」

　笠井さんは今になって夢路さんが羨うらやましいと言った。

　だがもし彼女が川に突き落としたのだとしたら、そんな事は思わないだろう。

　彼女は現状に不満を感じていたようだけれど、死を望むほど強い思いは持っていなかった。いや、あの人はきっと、どんな状況になったとしてもその選択を出来ないのだ。死という最大限のリスクを背負う事が出来ない。たとえそれが唯ゆい一いつ幸福を得られる手段になったとしても。

「ですが、そうなるとやっぱりフリダシですね」

「他に情報はないんか？」

「残念ながら、ご両親にお願いして親類や知人に確認してもらいましたが、他に氷上が訪問した事実は確認できませんでした」

「……氷上はもしかしたら事故には興味がなかったのかもしれない」

「どういう事？」

「もし事故を調べているのだとしたら、両親だけに話を聞くのでは足りない。近きん隣りん住民はもちろん、何よりも絶対に話を聞かなければならない人物が居る」

　事故の詳しよう細さいを知る上で絶対に外はずせない人物。

　僕は「あっ」と気づいた。

「そうだ！　実際に捜索に携たずさわった人だ！」

　志乃ちゃんは小さく、けれどハッキリと頷うなずいてくれた。

「そう。何故なら事故の詳細を一番明確に理解しているのは両親ではなく彼らだから」

　通常、捜索活動にはその家族は参加しない。彼らは自宅で帰ってくる事を祈りながら待ち続ける。それは専門職でないという点はもちろんの事だが、何より愛まな娘むすめを失うかもしれない恐怖に混乱した両親は、冷静さが求められる現場で邪じや魔まにしかならないからだ。

　だから事故の一番の詳細を知っているのは、家で待っていた両親ではなく、捜索を担当した人物なのである。

「けれど氷上は両親以外の人物とは接せつ触しよくしていない。なら、彼女は事故の詳細が知りたかったわけじゃないと考えられる。けれど彼女は記者です。事故の記事を書くつもりならそんな半はん端ぱな取材は行わない」

「いや、そうとも言えない」否定したのはトラさんだ。「氷上は所しよ詮せんゴシップ記者だ。この手の連中は無駄な経費を使わないために、ある程度まで形が出来ていれば余よ計けいな取材はやらない。足りない分を全部想像と妄もう想そうで継つぎ足たして記事を書くからな」

「実感が籠こもっとるなぁ。経けい験けん則そくか？」

「確かにそういう風ふう潮ちようがあるのかもしれません。けれど、今回に限ってはその可能性を否定できる」

「どうしてだ？」

「氷上が両親以外から話を聞かなかったのは、聞く必要がなかったからです。彼女にはそれを必要としないだけの確信があった。その証しよう拠こに『犯人は夢路ハナ』というメモを残しました。これは確信がなければ──想像や妄想では──書けないものです」

「だがそれは────」

「それに決定的なのは」志乃ちゃんは言葉を紡つむいでいく。「そもそも、四十年前の誰も覚えてないような事故の記事を書いたところで、それは『売れ』ますか？」

　それは正まさしく、これ以上ないほど決定的な根こん拠きよだった。

　人の心は複ふく雑ざつ怪かい奇きだが、こと金銭に関わる限り、非常にシンプルだ。

「氷上の会社は小さく、雇こ用よう形けい態たいも特とく殊しゆです。徹てつ底ていした個人主義実力主義、仲間を出し抜いてでも売れる記事を書いた者の勝ちという世界。そんな環境にいる人間が、誰がどう考えても売れない記事を書こうとするものでしょうか。先ほどの理り屈くつで言えば、両親の所に取材に行く事さえも経費の無駄ではないでしょうか」

　車内に沈ちん黙もくが満ちていた。

　志乃ちゃんの言葉を嚙かみ締しめる以外にない、空白の時間だ。

　どうしても酷ひどい言い方になってしまうのだけれど、四十年前に一人の少女が行方ゆくえ不明になったという、『ただそれだけ』の記事なんて誰も興味を持たない。どれほど扇せん情じよう的てきに煽あおり立てたところで絶対に売れやしない。

　それならマイナーアイドルのスキャンダルでも狙ねらった方がよっぽどマシだし、いっそ宇宙人やら幽ゆう霊れいやらを追いかけた方がまだマシだ。一部のマニアが興味を持ってくれるだろう。

　人ひとりの死亡記事なんてその程度の扱あつかいだ。

　悲しい事だけど、無関係な僕らにとってはこれが現実であり限界だった。

「トラ……シノシノが正しい」

「分かってます。確かにこの少女の方が理り屈くつに合ってます」

　神しん妙みような口調。押し殺した声だった。

　やっぱり警察として一般人の、それもこんな子供に説とき伏ふせられる事はプライドに関わるのかもしれない。それでも感情的になって無む闇やみな否定──つまりそれは自己弁護だ──に走らないのは流石だ。

「話を整理しよか。氷上は売れん記事を望んで書こうとはせん。せやけど事実、彼女は夢路の家に取材に行った。つまり、それが売れる記事の情報源である確信があったわけやな」

「氷上さんは夢路ハナさんの事故に、売れる要素があると考えていたわけですね」

　志乃ちゃんがハッキリと言った通り、ただ事故の記事を書いたところで売れるはずがない。

　そこから売れるものに発はつ展てんさせるためには、よほどセンセーショナルな新事実が必要だ。

「ぶっちゃけ実は殺人でしたってな話になっても……無理やろな」

「その真しん相そうを暴あばこうとした氷上が口くち封ふうじのために殺された、という事なら話は簡単なんですけどね」

　なんだか二時間サスペンスドラマのシナリオっぽい展開だ。

　きっと氷上さんは犯人から金きん銭せんを脅おどし取ろうとしていたのだろう。

　ん？　だけどそうだとしたら記事が売れるかどうかなんて考えなくても構かまわないのか？

　雪野さんが夢路ハナさんの死に何らかの関係があるのだとして、既に時じ効こうが成立しているとはいえ──海外に何十年も住んでいたら別だが──殺人を犯おかした事があるという過去は致ち命めい的てきなスキャンダルだ。

　それをネタにすれば数百万は脅おどし取る事が出来たのではないだろうか。

　もしくは、いっそそこから先、つまり雪野さんが株を持っている会社までも強ゆ請すれば、更さらに大きなお金を得えられたかもしれない。

　氷上さんの年収がどれ程ほどなのかは知らないが、それは決して少なくない、少なくとも費用に見合った報ほう酬しゆうだったはずだ。

「あ、でも。雪野さんと夢路さんとには何の関係もなかったんですよね」

「そうだな。やはりちょっと考えられないか」

「それに、その場合でも、氷上が夢路ハナの親にしか会っていない点がネックになる。脅きよう迫はくによって金銭を得ようとするのなら、相手よりも優ゆう位いに立てるだけの情報が必要になるから。事故ではなかった可能性を示す証言や証拠を可能な限かぎり揃そろえようとしたはず」

「う～ん、それならこんなのはどうです？　例えば、実は生きていたとか」

　夢路ハナさんの遺体は今も見つかっていないのだ。

　川に落ちて流されて、そのまま何ど処こかで助かっていた可能性もあるのではないか。

「それでもいまいちパンチが弱い気がするなぁ」

　確かに、そもそも知らない人が死んで、でも実は生きていたんですよ、なんて言われてもいま一つ興味は持てない。死んでいたという事実を知らなければ、驚おどろきなんて生まれるはずがないのだから。

「それに、もしそうやとして、やっぱり地元警察に取材に行くべきやろ。捜そう索さく活動がホンマに適てき切せつやったんか、そういう部分で警察批判に持ってったら、多少は興味を持つ奴やつも増えるやろうし。な、トラ」

「そうですね。そういうのは多いですよ」

　現役警官の溜ため息いきだ。色々と苦労は絶たえないのだろう。

　そんな風にトラさんを悩なやませる警察の不ふ祥しよう事じは、確かに記事の魅み力りよくとしては弱くない。けど氷上さんはその取材もまったくしていないという。

「だいたい、それが雪野とどう関係あるんや？　死んだと思われた人物が生きていたって事で、なんで殺人事件に発はつ展てんするんや」

「それは……えっと。実は夢路さんは何か違い法ほう行こう為いをしていて、それを指示していたのが雪野さんで……」

「違法行為って具体的には？　ってか、それこそホンマにサスペンスやろうが」

　う～ん、と僕は首を捻ひねった。

　色々と考えられそうなんだけど、どれもこれも地面に足がついていない。

　とてもじゃないけど、売れる記事にはなりそうになかった。

「確かに、もしかしたら夢路ハナの事故そのものはあんま関係ないんかもな」

「ですが、だとしたら氷上の遺のこしたメモが気になります」

　死者が犯人って事は、その関係者が犯人か、もしくは本人が生きているか、そのどちらかくらいしか思いつかない。

　果たして、それ以外の解答が存在するのだろうか？
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　まず先輩を自宅に送り届けた後、僕らはそのままトラさんの車でアパートに向かっていた。

　忙いそがしいだろうしと遠えん慮りよしたのだが、そんな僕の良心よりも先輩の「トラ、宜よろしくな」という命令の方がずっと大きな効力を持っているらしい。トラさんはあっさりと頷うなずいた。

　だが、それは別に嫌いや々いやというわけではなく、彼の側がわにも目的があったらしい。

　電車で帰ると言う僕に「構かまわないから乗れ」と言った後、小声で続けたのだった。

「少し、話したい事がある」

　そんなわけで車が発進してから五分ほど、なかなか口を開かないトラさんの代わりに、僕の方から切り出した。

「それで、お話って何ですか？」

「あぁ、それなんだがな。その、なんだ。こういう時、どう言えば良いのか分からないんだが……お前は、その、お嬢じようと仲が良いのか？」

「……はい？」

　いったい何事かと身構えていただけに、その質問は完全に肩かた透すかしだった。

「え、えぇ。それはもちろん、その。良くしてもらってます、けど」

「そ、そうなのか……やはり」

「それがどうかしたんですか？」

「いや、お嬢はあぁいう性格だろう？　だからその、なかなか予想できなくてな」

「はぁ。でも確かに困った部分はありますけど、先輩は素す敵てきな人だと思いますよ」

「そうか、素敵か。なるほどな」

　含ふくむものもなく素直に感心するトラさん。

「俺も最近は忙しくなってな、余りお嬢とは一いつ緒しよに居いられない。どれほど頼たのまれても連れて行けない、情報を伝える事も出来ない事件に関わる機会も多い」

「あ、ちゃんと断ことわるところは断ってるんですね」

　てっきりザルのように情報を漏もらしまくっているんじゃないかと思っていたけど。

「当たり前だ。凶きよう悪あく犯はんに関わる事は迂う闊かつに教えられない。お嬢に何かあったら大おお事ごとだからな」

「……そういう理由ですか」

　現職警官が民間人に情報を流している事のほうがむしろ大事でしょうが。

「それにお嬢は最近、とみに細かい事件に関わるようになった。たぶん、今年からだ」

「……あぁ、それは。たぶん僕らが関係しているんだと思いますよ」

　僕とバイト先で出会った事───というか志乃ちゃんと出会った事が原因だろう。

　鴻池先輩は何かにつけて僕らを事件に巻き込んできた。

　自分の楽しみが八割、志乃ちゃんと僕の事を考えてが一割、そしてちょっとした退たい屈くつしのぎが一割といったところだろうか。

　あれこれと忙せわしなく首を突つっ込んでいく先輩に、トラさんも随ずい分ぶん心配だったのだろう。

「お嬢は時とき折おり暴走する。目的のために真っ直すぐに突き進もうとする。それはそれで美び徳とくなのだろうが、やはり怖こわくて堪たまらない部分がある。だから───その、見守って、時には止めて欲ほしいんだ」

「それはもちろんですけど、でもあの人は僕が止めたってどうしようもありませんよ？」

「そうなのか？　いや、そういう相手が出来れば自じ重ちようしてくれるものだと思ったんだが」

「無理ですって」僕は笑った。「だいたい、小さい頃からの付き合いのトラさんが無理なのに、まだ知り合って一年も経たってない僕に出来るはずないじゃないですか」

「俺はお嬢に逆さからえないからな。その点、お前ならと思ったんだが」

　逆らえないって、本当に猛もう獣じゆうと調教師みたいな関係なんですね。

「本当に一直線な人ですから。僕らに出来るのは見守る事くらいだと思いますよ」

「そうか……そうだな、分かった。なら見守ってくれるだけで良い」

「それなら了りよう解かいですよ」

「お嬢の事、これからも宜よろしく頼たのむ」

「はい、出来る限りやってみますよ」

「そうか。ありがとう」

　トラさんはそう言って、口元を僅わずかに上げた。

　岩石のような巨きよ体たいに、見る者を怯ひるませる三さん白ぱく眼がん。

　だがそのどうにも不ぶ器き用ような微笑みは、何な故ぜだか不ふ思し議ぎと愛あい嬌きようがあった。

　男同士、眼と眼で分かり合った瞬間だった。

「…………違う。全く分かり合えてない」

「え？　志乃ちゃん？」

「どういう意味だ？」

「お互たがいに意味を取り違えてる」

　呆れたように小学五年生の少女は僕らの致命的な勘かん違ちがいを指し摘てきした。
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「つまり、お前はお嬢とはただの学友で、恋れん愛あい関係にはない……と」

「まったくもってその通りです」

　強くハッキリと否定した。

　まさか僕と先輩が付き合ってるなんて、そんなとんでもない誤解はしっかり正しておかなければならない。
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　いや、確かに先輩は素敵な人だと思う。

　明るくて活動的で、一緒に居て楽しい人だ。

　昨晩のドレス姿にドキリとしてしまった事も否定できない。

　普段から頻ひん繁ぱんに会っているし、他の友人と比べても多少仲が良いのだって事実だ。

　しかし、だからといって即そく座ざに男女の関係を疑うたがうのは如何いかがなものだろう。

　っていうか、それよりも問題なのは僕らの情けなさだった。

　勘かん違ちがいしていた事も恥はずかしいが、それを子供に指摘されたのが最悪だ。

　気まずい沈ちん黙もくの中、志乃ちゃんは窓の外をじっと見つめている。

「え～っと、志乃ちゃん。つまりですねぇ、ＬＯＶＥもＬＩＫＥもニュアンスを無む視しすれば同じ『好き』という言葉に訳せてしまうわけなのですよ」

「ニュアンスを理解するのが『会話』だと思う」

「……ご尤もつとも」

　僕の拙つたない弁解が彼女に通用するはずもなく、あっさりと一いつ蹴しゆうされる。

　僕はトラさんへと視線を戻もどした。

「えっと、とにかくそういうわけなんです」

「あ、あぁ。分かった、それならそれで良いんだ。いや、良いのかは分からんが……ともかく、変な事を聞いてしまって悪かった。出来ればこの事は忘れてくれ」

「分かってますよ、つまりここだけの秘密って事ですね」

「助かる。まったく、こんな事知られたらまたお嬢に過か保ほ護ごだと言われてしまうからな」

「あはは、確かにちょっと過保護ですよね」

「仕方がないだろう。お嬢は俺おれにとって歳の離はなれた妹なんだ、悪い虫が付かないかどうか気にして何が悪い」

　トラさんは当然のように断だん言げんしたが、その気持ちは僕にだって分かる。

　もし志乃ちゃんに悪い虫が付いたりなんてしたらと考えると、気が気でない。

　尤も、彼女の場合は『悪い虫が付く』事よりも『悪いモノが憑つく』事のほうがずっと怖こわいわけなのだが。

　けど例えばこの先、もう少し身体からだが大きくなってくれば前者の危険度も大きくなってくるわけで、ドレスを身に纏まとった志乃ちゃんの数年後を思い浮かべた時に感じた苛ふ立あちんは確かに存在していた。

「一応、お前は悪い虫というわけじゃないようだったからな、それであんな事を頼んでしまったわけだ」

「ありがとうございます」

「最初会った時、どこかで見覚えがあるような気がしてな。俺の場合、仕し事ごと柄がら記き憶おくしてるのは良くない連中ばかりだもんだから警けい戒かいしていたんだが」

「あ、それであの時、睨にらんでたんですね」

「初対面の人間を疑うのは、俺達の職業病みたいなものだ。気を悪くするなよ」

　トラさんはその巨きよ体たいを揺ゆらして笑った。

「だが、悪い奴ではないが少々身体つきが細過ぎる。なんだその貧ひん弱じやくな身体は、まるでもやしじゃないか」

　もやしって……そりゃ運動部に所属した事はないし特別身体を鍛きたえた事もないわけだから、自じ慢まんできるほどの筋力はない。だけどもやしと評されるほど瘦やせ細っているわけでもないのだ。平均的な身長に平均的な体重の、平均的大学生の体格である。

「いくらなんでも、貴方を基き準じゆんに比べられると困っちゃうんですけど」

「気魄が足らんからそんな貧弱なんだ。お嬢の道場に通って鍛きたえ直してもらえ」

「全力でお断りします」

　もやしもメタボリックも嫌だけど、マッチョになるのも御ご免めんだ。

「五う月る蠅さい。俺だって気にしているんだ」

「え、そうなんですか？」

「お嬢に毎度、暑苦しいと言われるからな。特に夏場は酷ひどい」

「でもあれはちょっとした冗じよう句くでしょう？」

「分かっている。だが傷つくんだ」

　どうやら見かけによらず繊せん細さいらしい。って、この言い方も十分失礼か？

　なんにしても意外な一面だと言わざるを得ない。

「ですけど、どうしてそこまで先せん輩ぱいの事を思うんですか？」

　通っていた道場の子供というだけでは、それほど親しくならないだろう。

　例えば同年代で、惚れていたとかそういう事ならともかく、二人の場合は歳が離れているし、何よりトラさん自身が妹だと言っている。

　お嬢と呼び、逆らう事もなく、けれど全力で心配している……それほどの縁えんとは思えなかった。そういう僕に、トラさんは語ってくれた。

「お嬢は幼い頃、身体が弱くてな」

「鴻池先輩が、ですか？」

　今の姿からはまったく想像ができなくて驚いた。

　知ってた、と確認する意味で志乃ちゃんへと視線を向ける。

　少女は聞いているのか聞いていないのか──いや、聞こえていないはずがないので興味がないのだろう──窓の外をじぃと見つめていた。何を求めているわけでもボーっとしているわけでもない。恐おそらく彼女の脳内では信じられないスピードで思索が進んでいるのだろう。

　邪魔をするのも憚はばかられたので僕はトラさんの言葉に集中する事にした。

「言っとくが、別にそんな大たい層そうな病だったわけじゃないぞ。不ふ治じの病なわけでも、手術をしなければならなかったりするわけでもない。身体が成長するにつれて当たり前に健康になっていったわけだが……小学生までは学校も休みがちで、一日中部屋に籠こもっている事がほとんどだった」

「なんだか信じられないですよ。あの先輩が……」

　常に元気一いつ杯ぱいで大型台風のように圧あつ倒とう的てきなエネルギーで周囲の人間を巻き込んでいく鴻池キララ先輩。そんな彼女しか知らない僕としては、弱々しく部屋に籠って布団ふとんに臥ふしている姿なんて欠片かけらも想像がつかなかった。

「俺からすれば今のお嬢の方が『信じられない』よ」

　トラさんは感かん慨がい深ぶかくそう言った。

「お嬢じようと初めて会ったのは、まだ彼女がほんの小さな頃だった。入門して最初の正月、新年の挨あい拶さつに集まった時だ。覚おぼ束つかない足取りで道場に入ってきた。寒さが厳きびしくなると体調を崩くずすのは毎年の事だった。その日も熱が酷ひどかったらしい」

「そんな状態で道場に？」

「先生も若先生も礼れい節せつに厳きびしい方だからな。たとえ体調を崩していようと、新年の挨拶を疎おろそかにする事は許されない」

　暖だん房ぼうなんて無い道場で、幼い先輩は必死に正座していたのだろう。

　熱に浮かされ弱った身体をピンと伸のばしていたのだ。

　礼節に厳しいにしたって、孫に対する仕打ちとしては酷過ぎるだろう。

「いや、礼節にこそ厳しかったが、それ以外の部分は甘あまかった。お嬢をおんぶし甲か斐い甲が斐いしく世話をしながら破は顔がんしている先生を偶ぐう然ぜん目撃してしまった兄あに弟で子しが、真しん剣けんを突きつけられ、口外したら首を刎はねると脅おどされた事もある」

　つ、ツンデレ爺じいさん……？

「っていうか、それって警察的にはどうなんですか？」

「先生の溺でき愛あいっぷりは弟子の間では有名だったからな。暗あん黙もくの了りよう解かいだ」

「いや、そうではなく刑法の話なわけで……」

　そりゃ、名の知れた剣道家にして数あま多たの弟子をとるお爺さんにとっては、トラさん達に弱み───孫にデレまくっている自分を見せたくなかったのだろうし、お弟子さんにしても師し匠しようのプライドを守ろうとするのは当然かもしれないが、真剣を持ち出しての脅きよう迫はくは立りつ派ぱな犯罪だろうに。

「それもまた暗黙の了解だ」

「そんな簡かん単たんな事で良いいのかなぁ？」

「それに、可愛かったのは俺達だって一緒だ。尊敬する師のお孫さんを特別視しないわけがない。俺も何度か、彼女をおぶって町内を走り回った事がある。お一人では気軽に散歩にも出られなかったからな。家の中で過ごす事がほとんどのお嬢にとって、弟子におんぶされて外を駆かけるのは数少ない楽しみだったんだろう」

　尤もつとも、その度たびにやはり身体を壊こわしていたがな。

　トラさんはそう言って苦く笑しようした。

　たとえ身体を壊したとしても幼い鴻池先輩にとって大きな意味があって、そしてトラさん達お弟子さんにとっても喜ぶ少女の姿は嬉うれしいものだったのだろう。

「あの頃の俺達は、いかに速く大きく走ってお嬢を楽しませるかで競きそい合っていたな。やり過ぎてお嬢に負ふ担たんを掛かけてもいけない。それぞれ試し行こう錯さく誤ごしていたものだ。学校のテスト以上に頭を使ったんだぞ」

　真剣な顔で幼い子供のおぶい方を考えているトラさんの姿を想像して、自然に頰ほおが緩ゆるんだ。

　なんて微笑ましい過去なんだろう。

　優しくて温かい、幼い頃の記憶だ。

「お嬢が少し健康になって、おぶわれるのを恥はずかしがるようになるまでの数年間だけだったがな」

「先輩の事が本当に好きなんですね」

「もちろんだ。だからこそ、俺は彼女の夢をずっと支えている」

「先輩の夢？」

「なんだ、聞いてないのか？」

　僕は首を振った。

「お嬢は刑事になるのが夢なんだよ」

「刑事、ですか」

「あぁ、『ウチ、元気になったら刑事になる。んで、いっぱい事件を解決するんや！』ってな。何度も咳せき込みながら、お嬢はずっとその事ばかり語っていた。元気になった自分が巨大な悪を相手に大立ち回りを演じる、夢物語だ」

　自室で臥せる事の多かった幼い少女にとって、世界との繫つながりは主にテレビだったのだろう。そこから流れてくるドラマやアニメが彼女の全すべてだった。

「既すでに警察になっていた兄弟子達がお嬢を喜ばせようと面白おかしく脚色して話した所せ為いでもあるがな」

　大先生の孫にねだられるままに、大人達は嬉き々きとして話したのだろう。

　本来どうしても存在してしまう汚きたない部分をなくした、本当にアニメやドラマのような、子供向けの優しくて格好良い話を。

　それを聞いていた先輩は、ますます夢を膨ふくらませていった。

「という事は、先輩は卒業したら警察官になるわけですね」

「まずは警察学校だから、直すぐにというわけじゃないがな。それに、そこからも長いぞ。なにせ彼女の目標は警察じゃなく『刑事』になる事だからな」

「何か違うんですか？」

「総務や警務には行きたくないって事だ。お嬢が目指してる───イメージしてる未来像ってのは刑事部の、しかも捜査一課だ。ここに来るのは決して楽じゃないぞ。たとえ、祖父のコネを使ったとしてもな」

　一口に『警察』と言っても、その中には無数の役割があって部ぶ署しよがある。

　実際に現場に出て事件を捜査する人だけではなく、施し設せつ内で事務仕事に奔ほん走そうする人達だって立派な警察官なのだ。犯人とではなく数字と格かく闘とうしている警官も多い。

　だが一般人が警察、特に刑事と聞いて思い浮かべるのはスーツを着て捜査会議に参加し現場に向かい聞き込みをして、最後には犯人と銃撃戦を繰くり広げたりする姿である。

　捜査会議で上役にコーヒーを出している女性──必ずと言って良いほどこの役割は女性だ──を思い浮かべる人はまずいないだろう。

「捜査一課に配はい属ぞくされるのはそう簡単な事じゃない。それに、配属されてからだって大変だ。出来る事ならお嬢にはもっと安あん穏のんとした人生を選んで欲しいんだが……」

「でも、それが先輩の夢なんですよね」

「だから、誰にも止められない。俺達は皆みんな、その夢を応援してる」

　トラさんの言葉は本音なのだろう。

　応援しているという言葉だけではなく、もっと安穏とした人生を送って欲しい事も。

　実際に警察の内側に入った彼は、かつて先輩が見ていたドラマや兄弟子が聞かせた物語が御お伽とぎ噺ばなしでしかない事を知っているのだろう。綺き麗れいな事ばかりじゃないし、楽しい事ばかりでもない。

　昨夜、死亡推定時刻から雪ゆき野のさんを犯人だと特定した時、あり得ないと言う志乃ちゃんに対して、多くの事件は『詰つまらない』ものだと語った。

　それは、志乃ちゃんにだけ向けられたものではなかったのだ。

　もちろん先輩だってそんな事は分かっているだろうし、その上で夢に向かって加速しているのだろうけど……だからこそ。

「色々と気苦労が絶たえませんね」

　僕は素直にそう言った。

　トラさんは大きな肩を大きく竦すくめて答えた。

「それはお前もだろう？」

　彼の瞳ひとみは、バックミラーには映らない志乃ちゃんへと向けられていた。

「えぇ、そりゃもう」

　満面の笑えみで頷く。

　男同士、今度こそ本当に分かり合えた瞬間だった。
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　コートにハンガーを通して壁かべのフックに掛かける。

　狭せま苦くるしい我が家にはクローゼットなる高こう尚しような代しろ物ものは存在しないのだ。

　フックは僕が設置したものではなく、前の住人が残して行ったものだった。

　コーナンに行けば幾いくらでも売っていそうなシール式の物で、透とう明めいのガムテープで補ほ強きようされている。

　今にもコートの重みで剝はがれ落ちそうな貧ひん弱じやくな代物だが、賃ちん貸たいなので迂う闊かつにネジ式の物は使えない。どうせ将来取り壊こわされる事が確定しているのだからといっても、その辺りはマナーの問題だ。

　だから今も、こうしてそのまま使っていた。

「ふぅ……なんだか、肩の凝こる一日だったね」

　僕は大きく伸びをした。

　自宅に帰ってきて、ようやく自分が疲れていた事実を把は握あくした。

　別に何かをしたというわけではないし、ほとんどただ着いていっただけなのに。

「と言っても、まだ肩の荷を降ろせたわけじゃないんだけどね」

　あと一日。明日の夜までには何かしらの指針を示さなければならない。

　逮捕するのか、解放するのか。

　前者ならばそれに相応ふさわしい根こん拠きよが必要だが、現状では見つかっていない。

　夢路ハナさんと雪野さん、氷上さんの繫つながりは全く見えてこない。

　というか、雪野さんの存在が明らかに浮いているのだ。

　夢路さんと氷上さんの繫がりはある程度ではあるものの存在している。

　だが、雪野さんは両者とも全く繫がらない。

　いっそ彼女は無関係なんじゃないかと思うほどに。

「あのさ、志乃ちゃん」

　小こ柄がらな少女にとってはやや高い位置にあるフックに、背伸びしながら自分のコートを掛けた志乃ちゃんに、僕は声を掛けた。

「一つ質問があるんだけど、良いかな？」

「……何？」

「えっとね。志乃ちゃんはさ、雪野さんを捕つかまえるように言ったよね」

　それがどうしたのかという瞳ひとみに、僕は続けた。

「それって何でかなって思ってさ」

　実に今いま更さらの話だけど、なんだって急ぐ必要があったのだろうか。

　容疑を決定付けるためには時間が足りない。

　逃走の危険性があるのは確かだけど、相手の身元は確かなわけだし、そうそう居なくなったりなんて出来るはずがないのだから、あの場で捕とらえる必要なんてなかったのではないか。

「……勘かん」

「へ？　え……勘？」

　予想外の答えに言葉を見失った。

「えぇと、本当に？　勘ってつまり思いつきって事だよね？」

「多くの場合は意を異ことにするけど、この場合は正しいかもしれない。つまり、理り屈くつのない直感だ、という意味で」

「直感───直感だって？」

「とは言え、雪野が犯人である可能性は限りなく高かったのだから大きな問題はないはず」

　それはそうなのだけど……ちょっと待って欲しい。

　志乃ちゃんが勘で動いている？

　直感に頼たよっている？

　彼女は普段から僕には分からない次元で動いている。

　理解不能な行動をとったとしても、そこには必ず意味がある。

　聞けばそれを答えてくれる。

　だが、今は───明確な確証もなく動いている。

　それはかなりの異常事態ではないだろうか。

「……自分でもそう思う。ただ、雪野咲からは同じ匂においがしたから」

「同じ匂い────」その単語に嫌いやな予感がして聞き返す。「まさか、志乃ちゃんと？」

「違う。涼すず風かぜ真ま白しろと」

　短い否定と、回答。

　それは思ってもみなかった答えだった。

「真白ちゃんと？」

　訳が分からず、僕は大きく首を傾かしげた。
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　涼風真白。地元の中学校に通う一年生。生来の、けれど本来のものではない銀色の髪かみと瞳を持つ少女。特とく殊しゆな家庭に生まれた特別な子供。悲劇のヒロインに『なってしまった』女の子。天才的な頭ず脳のうの持ち主であり、志乃ちゃんと『同じ側がわ』に立つ存在。

　僕は志乃ちゃんの言葉を受けて、彼女へとメールを送っていた。

『少し話したい事があるんだ』

　志乃ちゃんが寝ね付ついてからだったから夜中だったけど、直ぐにＯＫの返事が来た。

　眠っている志乃ちゃんを一人残して行く事に迷いはあったが、どうせしばらく眠れないだろう。しっかりと施せ錠じようして、凍こごえる夜空の下を歩いていく。

　時間が時間だけに、中学生を外──例えば二十四時間営業のファミレスや喫茶店──に呼び出すわけにもいかず、少々不ぶ躾しつけではあるもののお家うちにお邪じや魔まさせてもらう事にした。

　志乃ちゃんに負けず劣おとらず両親が仕事で忙しい真白ちゃんは、こんな時間でも家に一人きりだった。

「えぇと……つまり、その事件の犯人が私に近い存在だと、支はせ倉くらさんが言ったわけですね」

　パジャマ姿でベッドに腰こし掛かけながら真白ちゃんは呆あきれた様子で言った。

　お風ふ呂ろ上あがりらしく白い肌が淡あわく色づいていた。まだ少し湿しめった髪を、今は普ふ段だんの三つ編あみではなく垂たらしている。パジャマの前がかなり際きわどいところまで開いていて、なんだか凄すごく眼めのやり場に困った。

「うん。でもこれってどういう事なのかなって」

「そんなの、本人に聞けば良いいじゃないですか」

　中学一年生とは思えないくらい大人びた───志乃ちゃんとは違う妖よう艶えんな、女性的な印象を持つ彼女には珍しく、まるで幼い子供のような突き放し方だった。呆あきれた様子というよりは怒おこってる、いや、拗すねているのかな。

「ごめん、やっぱり迷めい惑わくだったよね。こんな時間に連れん絡らくして、こんな事聞いて……」

「別に迷惑ではありませんが、こんな時間にする話ではありませんね」

　真白ちゃんは大きな溜ため息いきを吐ついた。

「わたしはてっきり、愛の告白に来てくれたのだとばかり……」

「……はい？」

「下着だって替かえたんですよっ!?」

「何を言っとるんだ、君は」

「噓うそだと思うんなら見せましょうか？」

「ストーップ！　止やめて勘弁してごめんなさい！」

　パジャマを脱ぬぎだそうとする真白ちゃんを必死の思いで制止する。

　もしかしたらお風呂上りなのも、つまりそういう意味なのか？

　いや待て、考えるな自分。深く考えちゃ駄だ目めだ……その、色々な理由で。

「ま、冗談なんですけどね」

「って、冗談なんかいっ!?」

「え、まさか本当だった方が良かったんですか？　それならそうと言ってください、直すぐに準じゆん備びしますから。あ、どういうのが好みですか？　可愛い系？　セクシー系？　それともマニアック系？　色々ありますよ～、ほら、ローレグとか、凄い際きわどいの」

「聞かなくて良いい漁あさらなくて良い見せなくて良いっ!!」

　喧けん々けん囂ごう々ごう、五分ほどの格闘の末、ようやく真白ちゃんは意い地じ悪わるモードから通常モードに戻もどってくれた。

「ぜぇぜぇぜぇ……て、テンション高いね、随ずい分ぶん」

「良いじゃないですか。ここ最近、面おも白しろい事が全然なくって。少しくらいわたしと遊んでください」

「君の遊びは、精神的に疲れるから嫌いやだよ」

「じゃあ、肉体的に程ほどよく疲れますけど、とっても楽しい『火遊び』をしますか？」

「いや、もうそのネタは引っ張ぱらなくて良いから」

　ホントに疲れるなぁ。

「面白い事がないからって、人をからかって遊ぶのは止めにしない？　真白ちゃんといい、先せん輩ぱいといい、僕をなんだと思ってるんだか」

「愛あればこそ、ですよ」

「ものは言いようだね」

　激しい頭痛に耐たえる僕に、真白ちゃんはニコリと微笑んだ。

「ごめんなさい、少し煮に詰つまっていたので、リラックスしたかったんです」

「煮詰まって？　なに、宿題？」
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「まさか。その程度の事で悩なやむわけないでしょう？」

　ですよねー。

　志乃ちゃんに負けず劣らずの頭脳を持つこの少女が、公立中学の宿題如ごときで頭を悩ませているなんてまるで想像がつかない。

　僕とは違うのだよ、僕とは───ってな感じだ。

　自分で言ってて悲しいけど。

「正直、面白い事がないと言うよりは、面白くない事が多過ぎて困っていたんです」

「真白ちゃんを困らせるような問題か。そりゃ僕じゃ力になれそうにないね」

「主に貴方あなたと支倉さんの事が原因なんですけどね」

　うぐっ、と言葉に詰まる。

　何となく分かっていたけど、やっぱりか。

　真白ちゃんはずっと、僕と志乃ちゃんの関係───支倉志乃という少女の本質について気にしていたのだ。

「えぇっと……僕らに関係する面白くない事って、どんなの？」

「それは───いえ、今はまだ良いでしょう。それよりも、先に解決しないといけない問題があるようですしね」

　誤魔化すような言い方ではなく、純じゆん粋すいにイニシアティブを譲ゆずってくれたようだ。

　すっかり失しつ念ねんしていたが、僕がここに来たのは志乃ちゃんの言葉の意味を理解するためだった。

　これまでの経けい緯いを順を追って説明していく。

「なるほど、そういう事ですか」

「うん。けど、その意味が分からなくってさ。それなら本人に聞けば良いんじゃないかって思ったんだよ」

「その場合の『本人』は、やっぱり支倉さんだと思いますけど」

「志乃ちゃんに聞いてもたぶん答えは教えてくれないよ。いや、教えてくれないって言うか、彼女自身まだ摑つかみきれていないんじゃないかな。だから真白ちゃんみたいだって印象しか説明できないんだと思う」

「……驚きました。随分と、知ったような口を利きくようになりましたね」

　なんだ、その凄せい絶ぜつな皮ひ肉にくは。

「いえいえ、誉ほめてるんですよ。最初の頃のちんぷんかんぷんな幻げん想そうから成長しましたね」

「全然誉められてる気はしないけど、多少は成長したかなって感覚はあるよ。まだまだ実感と言える程じゃないけどね」

「まぁその程度で実感したなんて口にしようものなら、存ぞん分ぶんに蔑さげすんであげますけど」

「やっぱり誉めてないよね？」

　まぁ、誉められるほど成長してない事は確かだったので、それ以上追及はしないでおこう。

「支倉さんがわたしと同じ匂いを感じたというのなら、たぶんその女性は『個人』なんですよ」

「個人？　一人っていう事？」

「集団の中の一人、という意味ではありません。わたしと同じ、単一の存在なのでしょう。そう考えれば支倉さんがその女性を拘こう束そくさせた理由にも納なつ得とくがいきます。その場面で捕とらえなければ、二度と捕つかまえる事が出来ないでしょうね」

「ごめん、出来る限り嚙かみ砕くだいて」

　ご存知の通り、僕は物分かりが悪いのですよ。

「要は、『自分が自分だから自分である必要のない』存在ですね」

「哲学は苦手なんだってば」

「今の言葉を哲学だと言ったら哲学者が泣きそうですが……」

　難しい言葉は全部哲学的に聞こえる一いつ般ぱん人じん思考なのである。

「ともかく、今の情報からわたしが助言できるとすれば、過去はあまり気にしないほうが良い、という事ですね。昔の事を気にしたってたぶんどうしようもないと思います。あるいは支倉さんなら過去に遡さかのぼって破は滅めつさせる事も可能でしょうが、それよりは現在と、それから未来に目を向けてみるべきでしょう。だってわたし達は、今こうして生きているんですから。これからも生きていくんですから」

「う～ん、なるほど……」

　真白ちゃんの言う通り、確かに過去の事ばかり気にしても仕方がないのかもしれない。

　彼女の言葉の意味はよく分からないけど、『夢路ハナ』に拘こだわり過ぎても駄だ目めなのかもしれない。雪野咲さんについてもっと考えていかなければならないのではないだろうか。

「わたしが助言できるのはそれだけです。そしてその助言は間違っているかもしれない───直接会ってもいないわたしに、これ以上は望まないでください」

「真白ちゃんが協力してくれたら心強いんだけどな」

「わたしは何い時つだって貴方あなた達に協力してますよ。だから、そんな瑣さ末まつな事件なんてどうでも良いんです」

「瑣末、か。厳きびしいね」

「貴方が戦うべきは、もっと大きなモノである事をお忘れなく」

　本当に厳しい少女だった。

　真白ちゃんは存在や状況だけではなく言葉も使って僕の危機感を煽あおってくる。

　片時もその事を忘れないようにと。

「真白ちゃんはさ、まだ志乃ちゃんが凶きよう悪あくな魂たましいを持って生まれた存在だって思う？」

「それはもちろん。彼女は最さい悪あくですよ。次元が違ちがい過ぎます」

「僕は、そう思わない。いや、そうだったとしても、今は良い方向に進んでいるよ。この前の事件で真白ちゃんは言ったじゃないか。志乃ちゃんは『恐きよう怖ふ』を感じたんだって。それってよく考えたらさ、凄すごく良い事なんじゃないかな？　もしかしたら彼女は少しずつ普ふ通つうの女の子に近づいているのかもしれない」

「まるで『そうでなければならない』かのような口ぶりですね」

　一刀両断。

　その冷淡な口調に、僕はギョッとした。

「何か不安があるんじゃないですか？　良かったら、わたしが相談に乗りますよ？」

「あ、いや……その」

　反はん射しや的てきに言葉を濁にごしていた。

　冷たい汗が背中を流れ落ちていくのが分かる。

　なんだってこの子は、あんな短い会話から的てき確かくに僕の心情を突き止める事が出来るのだろう。

　感心よりもむしろ恐れの感情が湧わき上がった。

　脳内で、激しいノイズが混じった不安定な映像が流れる。

　チャンネルを切り替えるはずのリモコンは、いよいよ電池が切れ掛かっているらしい。

　何度ボタンを押しても、画面を変えてくれない。

　これまで何時だって、気持ちよく反応してくれていたのに。

　きっと何かが終わり始めているのだ。

　それは理屈のない直感だった。

　だから僕は主電源を落とす。

　視みたくない映像を消すために、全ての思考を落とす。

「……なんでもない、大丈夫だよ」

「なるほど。『なんでもない』のに、『大丈夫』ですか」

　真白ちゃんは何もかも分かっているかのように微び笑しようを浮かべていたが、それ以上の追及はなかった。




０７／




「氷ひ上かみのパソコンから、幾いくつか痕こん跡せきが出てきたよ」

　翌朝、我が家に乗り込んできた先せん輩ぱいはそう言った。

　時刻は八時過ぎだが、まだ眠ねむたかった。

　真ま白しろちゃんとの夜中の会談は一時間程度だったけれど、自宅に帰り着いて布団ふとんに倒たおれこんだ後も、寝付けないまま彼女の言葉の意味を反はん芻すうしていた。結局、ようやく睡すい魔まが訪おとずれたのは夜明け前になってからだった。

「なんや、また眠そうな顔して。シャキッとしいや」

「分かってますよ。大丈夫です」

「ま、どうせアンタの出番はないやろうけどな」

　分かっていても言うべきではない事ってきっとあると思いますよ。

「それで、夢ゆめ路じハナさんについて何か分かったんですか？」

「いや……それがなぁ、ちょっと困った事になってきたと言うか何と言うか」

　先輩は困こん惑わくした様子で言葉を濁にごした。

「どうしたんです？」

「いやな、もしかしたらウチらの予想は根本的に間違っとったんかもしれんわ」

「根本的にって、どこから……まさか四十年前の夢路ハナさんの水死からですか？」

「いや、それは関係があったみたいや。両親への取材の音声が残っとったし」

　なんでも氷上さんのパソコンは、ロックこそ厳げん重じゆうだったものの一度開いてしまえば中身は非常に整せい頓とんされていて、情報を引き出すのは簡単だったらしい。

「ただ、どうも氷上は未解決事件特集を組もうとしとったみたいなんや」

「未解決事件、ですか？」

「そう。犯人が捕つかまっとらん事件の情報が出てきたんや。それぞれ単体では微び妙みようなんやけど、幾つか集めて特集を組めばオカルトというか都市伝説的な話を作れそうな感じの、怪あやしい事件ばっかりやった」

「ん？　でも未解決事件って、夢路ハナさんは事故死じゃないですか」

「一応、疑うたがわしい人物が居おったんやから、事件として考える事も出来るんやないかな？」

「えぇと……それってつまり、本当にただの想像って事ですか？」

「シノシノが言った事の逆や。たとえ真実でも詰つまらんかったら売れん、けど、ただの想像でも面おも白しろければ売れる。テキトーに繫つながりを見つけてどっかの組織の陰いん謀ぼう論ろんにでもしたら、それなりに笑える記事にはなるやろ」

　未解決の事件というのは、解答が存在しないのだから幾いくらでもその真相を想像できる。

　要は好きなように脚きやく色しよくが可能なのだ。

「トラからデータのコピーを貰もろうたんや」

　先輩は自前のノートパソコンを起動させると、１ＧのＵＳＢメモリを差し込んだ。

「ファイルのほとんどは当時の新聞記事の取り込み画像。残りは取材の音声データや」

　表示されているウィンドウに現れたフォルダの名前は『Ｎ＿1925＿夢路ハナ＿01』だった。

「ニュースのＮか新規のＮかは知らんけど、1925番が最新やったのは間違いない」

「しかもハッキリと『夢路ハナ』って書いてありますしね」

　ソートや検索しやすいようにフォルダ名の形式を固定しているのだろう。

　フォルダ内にはwordファイルと、また幾つかのフォルダがあった。

　その下層フォルダの一つを開くとjpgファイルが出てくる。

「wordは氷上の記事、というかゲラ以前のコメント。jpgは新聞記事のコピーや」

　ファイルの数は十数個といったところか。

　名前が新聞社になっている事から、図書館ででも記事が載っている全すべての新聞をコピーしたのだろう。

「十五年前、水すい没ぼつした車内から女性の死体を発見。死後一年程度経過し腐ふ乱らんしとって、更さらに魚に啄ついばまれとった。衣類を含ふくめた所持品は一いつ切さいなし。死因は絞こう殺さつ、その上で身体からだが浮き上がらんようにロープで座席に縛しばりつけられとった」

「つまり、事故や自殺の可能性はない、と」

「もちろん車は盗とう難なん車しやで、結局被害者が誰だれなんかも分からんまま、つい最近に時効が成立したんや」

「なんだか凄すごい事件ですね。徹てつ底ていしているというか……慣なれてる感じがします」

　それこそ本当に黒服の組織とかが関かかわっていそうな印象だった。

　少なくとも単純な物もの盗とりや怨えん恨こんが原因とは思えない。

「せやろ？　事件の向こう側に、何かしらの存在が窺うかがえる事件や。しかも次のは二十四年前、顔面をズタズタに切り裂さかれた女性の死体が見つかった事件。歯の治ち療りよう痕こんなどから一度は身元を特定出来たんやけど、どうもそれが間違いだったみたいでな。被害者と思われた人物は生きとって、結局身元不明、犯人不明のまま時効を迎むかえたんや」

「これまた酷ひどい事件ですね。顔が分からないほど切り裂くなんて、いったいどれだけの怨恨があったんでしょうか」

　顔への攻撃は個人への攻撃だし、過か剰じような破は壊かい行こう為いは憎にくしみや恐怖によるものだ。

　その事から考えても犯人は被害者の知人、あるいはそれ以上に近しい人物だった可能性が窺える。

「けど、被害者の身元が分からないんじゃどうしようもなかったんでしょうね」

「……歯の治療痕が一致していた。なのに、それが間違いだった？」

「あぁ、その事やけど、被害者と思われとった女性が見つかったみたいやね。えぇと……確かこれや。ほら新聞にも書いとるやろ？」

　先輩がマウスを操作してjpgファイルを展開する。

　現れた画像には大きな見出しで『警察、死亡宣告間違いか』と書かれていた。

「遺体発見から二日後、身元を特定したとして発表されたんやけど、その三日後に発表された女性が自分から警察に名乗りでたんや。自分は生きてるってな」

「どうして三日も経ってから……って、書いてありますね。家出、ですか？」

「夫との不仲からしばらく実家に帰るってホテルに泊まっとったんやって。はた迷めい惑わくな話や」

「……どうして名乗り出た女性が被害者とされていた人物だと判断されたの？」

「ん？　どうしても何も、夫が確認したんやから間違いないやろ？　何か気になるんか？」

「いえ、ただ歯の治療痕は本人以外と容よう易いには一致しないから」

「ま～そうやけどな。けど、夫が本人やって認めたんやからそうなんやろ。流石さすがに男が鈍どん感かんな生き物やからって、嫁よめさんを間違うほどやないし。治療痕にしたって百パーセントってわけやないんやから。まさかシノシノは、別人に成り代わっとったとでも言うんか？」

「では、夫婦の不仲の原因は？」

　端たん的てきなその質問は、あまりにも鋭えい利りな一手だった。

　後おくればせながら志乃ちゃんの言わんとしている事に気づいて、啞あ然ぜんとしながら先輩へと視線を向ける。

　彼女は相そう貌ぼうを微笑ほほえみに変えていた。

「流石はシノシノ。お見事、原因は夫の不ふ倫りんや」

「まさか後になって名乗り出たのが不倫相手だったって言うの？　いや、でも流石にそれは無理でしょ。旦那さんが意図的に噓を吐ついていたとしても、他の親族とか近所の人とかが気づくはずだし。写真だって残ってるはずだよ」

「元の体格や顔立ちが似ていれば、髪型や化け粧しようを変えればある程度は誤ご魔ま化かせる。何な故ぜなら往々にして人は、その人物の特徴的な部分だけを捉とらえているから。例えば僅わずかな髪型の変化に気づかないように、認識は本人であるという前提さえ得られればそこに固定される。人は、自分が思っているほどの個性を持っていないんです」

「そうは言うけど……」

「アンタには分からんやろうね。なんせ全く気づいとらんみたいやし」

「何がですか？」

「いや、ウチが言うような事やないしな。ともかく、この事件はどうにも怪しい感じやろ？」

　それは、まぁそうですけど……。

「次に行くで？　三十二年前の未成年者略りやく取しゆ、暴行殺人、死体遺い棄きなどなど」

「えっと……うわっ、これも酷いですね。あ、でもこれって犯人が特定されてるじゃないですか」

　ディスプレイに表示された新聞のコピーにはハッキリと容疑者の名前が書かれていた。

　関せきケが屋や一ひ二ふ三み。当時三十二歳さいの無職の男性。

　彼は車であちこちを移動しながら、その場で見かけた未成年の───十代前半程度までの少女を衝しよう動どう的てきに誘ゆう拐かいしていた。

「衝動的、なんですか？」

「犯行の準備、身体からだを縛しばるロープとか口を塞ふさぐガムテープとかは用意しとったから計画的ではあるんやけど、誰を狙ねらうかは行き当たりばったりやったみたいや。要はドライブしながら見かけたんを攫さらってくって事やね」

「最さい悪あくですね……」

　吐はき気さえ伴ともなう嫌けん悪おの感情で僕はそう言った。

　その思いは新聞を読み進んでいけばいくほど爆ばく発はつ的てきに膨ふくれ上がっていく。

　犯人、関ケ屋一二三は少女を誘拐すると自宅へと連れ帰り、そこで暴行を繰くり返していた。ここでの暴行というのは『あらゆる意味で』のだろう。狙われているのが少女だけだった事を考えても想像はついてしまう。

　が、そんな彼は逮たい捕ほ直前に首を吊つって自殺してしまった。

「目もく撃げき証言からなんとか追い詰つめたみたいやけど、結局これも警察の失敗談の一つやよ。なんせ、絶対に生かしたまま捕らえて、真相を吐はかせんとアカンかったんやからな」

「真相って、まさか犯人が別に？」

「いや、そいつが犯人なんは確実やし、共犯者も居おらんかった。ただ、問題なんは被害者が三人以上やった事や」

「……全員分の遺体が見つかっていない？」

「シノシノは賢かしこいなぁ。その通り、被害者の確定が出来たんは三人だけやけど、実際にはそれ以上おったのはほぼ間違いないんよ」

「だから三人以上、ですか。けど、どうしてそんなのが分かるんですか？」

「同居しとった母親が、関ケ屋が連れてきた少女は五、六人やったって証言したんや」

「母親は知っていたんですか!?」

「関ケ屋は母親と一緒に実家で暮らしとったからな。今でいうニートやね」

　だから母親は全てを──恐おそらく自分の息子むすこが何をやっているのかさえも──知っていながら、止めようとはしなかった。

　それどころか罪にも問われていない。

　直接的にも間接的にも犯行に加か担たんしていない以上、罪はないからだ。

　だけど、知っていた事実は重大なのではないだろうか。

　彼女がちゃんと通報していれば、更なる被害者は出なかったはずなのだから。

「その辺りの問題は難しいからなぁ。連れ込んだ事を知っとったとしても、その内側で何が行われとったかを具体的に見て支し援えんしとらんと罪には問えん」

「でも、一緒に住んでいたんでしょう？」

「せやけど関ケ屋一二三は三十二歳、既すでに成人した大人や。母親の罪は問えるんやろうか？」

　なるほど……先輩の言わんとしている事が分かってきた。

　これだって確かに『未解決』事件なのだ。

　犯人は確定した。けれど自殺してしまい、十分な証言は得られていない。

　遺体の見つかっていない被害者と、それを知りながら何もしなかった母親の存在。

　誰もが納得のいく形での『解決』は未いまだ果たされていないのだ。

「そして最後のが九年前、一家三人が死亡した殺人放火事件や」

「殺人に放火、ですか」

「被害にあった一家は父母子供二人の四人家族でな、父親と子供二人が鈍器で殺害された後、灯油を掛かけられて燃やされたんよ」

「猟りよう奇き的てきな事件ばかりですね。あ、でもお母さんはどうなったんですか？」

「うん、問題はそこや。たぶんシノシノはもう気づいとるやろうからハッキリ言うけど、母親は三人分の生命保険を受け取れる立場やった」

「……そう。けれどアリバイがあった」

　その通り、と頷うなずく先輩。

　けれど僕はそんな二人の会話に追いつけない。

「いったいどういう事なんですか？」

「簡単な話や。一家の中で唯一生き残った母親は夫や子供に保険金を掛けとった。つまり、母親には夫らを殺す動機があったってわけや」

「じゃ、じゃあ……」

「せやけど、実際に調べてみたら母親にはアリバイがあった。事件のあった日、彼女は海外に旅行しとったんや。しかもそれは複数の人間によって証明されとる」

「それなら、母親は何の関係もなかったんじゃないですか」

「そう思うやろ？　しかし、や。その母親が一年後に突とつ如じよとして失しつ踪そうしたとしたらどうや？　しかも保険金を全部引き落とした上で」

「そ、それは……」

「何の関係もなかったとしたら失踪の理由はない。本人が直接手を下したかどうかはともかく、金を持って失踪した以上、全く無関係やったとは言いきれんやろ」

　もしその女性が自分の意志で金を持って消えたのなら、どう考えたって高飛びだ。

　そして高飛びするという事は彼女が放火犯である事を示している。

　アリバイを考こう慮りよして直接的な犯人ではなかったとしても、例えば誰かに頼たのんだのかもしれない。

「つまり、氷上が調べとった事件は全すべて未解決───その裏側を想像すれば面おも白しろそうなネタが飛び出してきそうな事件ばっかりやったって事や」

　十五年前の事件。その裏には黒服の犯罪組織の姿が見えた。

　二十四年前の事件。その裏には夫の不倫があった。

　三十二年前の事件。被害にあったはずなのに特定されていない少女や、それを知っていた母親の罪の追及があった。

　九年前の事件。一家四人の中唯一生き残った母親がどう関かかわっていたのか、そしてその後どうなったのかは誰にも分からない。

　一つ一つはいま一つパワーの足りない事件かもしれないが、複数集まれば話は別だ。

　複数の事件を扱あつかえばそれだけ多くの人の興味を惹ひくし、未解決なら想像に頼たよった扇せん情じよう的てきな記事も書き易やすい。その上、これらの事件は全て想像すればするほどに面白おかしい『真相』を生み出す事が出来るのだから、特集記事としてはそれなりの価値を生むかもしれない。

「先輩の言う通りかもしれませんね。これは確かにただの未解決事件の調査だったのかも」

「夢路ハナの件もそうやしなぁ。どうにも分からんようになってしもたわ」

「……いいえ、けれどそんな事は考えられない」

　志乃ちゃんは僕らの見解を明確に否定し、パソコンを操作してwordファイルを開いた。

「どうしてそう思うの？」

「それは記事以前のゲラ以前。文章以下の走り書きみたいなもんで、たぶん音声データを聞きながら感じたもんを書き出しただけやろう。一応確かく認にんしとるけど、特に重要そうな情報はなかったで？」

　僕と先輩の言葉に答えず、志乃ちゃんは表示された短い文章を読む。

『両親の反応は共に正常。まったく気づいてない。連れん絡らくはなし。出来るはずもないか。感情的になる部分多し。恐らく間違いなし。忘れたいのか。写真がない。顔が確認できないのが残念だ』

「ん……そういえば、写真はなかったんですか？」

　僕は今いま更さらながら夢路ハナさんの顔を知らなかった事に気づいた。

「なんせ四十年も前やからなぁ、田舎いなかの方じゃまだカメラは手に入らんやろ」

「でもほら、七五三の時とか、写真館に行って撮とってもらったりするんじゃないですか？」

「町に写真館がなかったか、金きん銭せん的てきに苦しんどったか、もしくは主義主張か。何にしても、確かに写真は一枚もなかったみたいやね」

　顔が分からなくても問題ないのではと言われれば確かにそうだけど、何となく収おさまりが悪いような気分だった。果たしてどんな女の子だったのか興味があった。

　それは氷上さんも同じだったらしい。

『彼女は最も偉い大だいな女性。力を示した。私に何ど処こまで近づけるのか。彼女の人生に触ふれたい。靴くつが残してある。汚い運動靴。唯ゆい一いつの形見。触さわらせてはもらえなかった』

「この、形見というのは？」

「ん？　あぁ、言うたやろ？　川岸に残されとった片方だけの靴や。遺い体たいが上がっとらんから、たぶんそれを形見として残したんやろな」

「なるほど。それじゃ触らせてもらえるはずないですね」

　残されていた靴は、唯一の遺品だ。

　もちろん、彼女の家には様々な私品があるだろうが、彼女の死に繫つながっているのは川に落ちる直前、偶ぐう然ぜん残されていたその靴だけだった。

「事件や事故で近親者を失った遺族は、そん時に被害者が身に着けとったもんを特に大切にする事が多いんや。本人が一部だけであっても帰って来たみたいな気がするからな」

「そうですね。きっとそこに失った人の存在を感じるんでしょうね」

「まぁ、実際にはただ単に捨てるに捨てられんだけやろうけどね」

「……身みと蓋ふたと愛と希望がない話ですね」

　なんだってこの人は、容よう赦しやなく苛か烈れつな現実を突きつけてくるのだろうか。

　もう少し愛あい嬌きようのある言い回しがあるでしょうに。

「その靴の写真は？」

「ん？　え～っと、確かどれかそれらしいもんがあったはずやけど……」

　先せん輩ぱいは志乃ちゃんからマウスを受け取ると、jpgファイルを片かたっ端ぱしから開いていった。

　一面の田畑に遠く見える山の影かげ。下半分だけコンクリートブロックで舗ほ装そうされた堤てい防ぼう。流石さすがに藁わら葺ぶきではないが何ど処ことなく古ふる臭くささを感じさせる瓦かわ屋らや根ねの民家。苛いら立だちの表情で手のひらを大きく前に出している六十代ほどの男性。

　そして───汚れた運動靴。

　元は淡あわい白だったのだろうが、既にその面おも影かげを微かすかな灰色の中に残すだけで、大部分は黒っぽく茶色っぽく染そまっていた。靴は一週間でもそれなりに汚くなってしまうものだが、これは明らかに年季が違う。

「たぶん、四十年間そのままにしているんでしょうね」

「うん、ウチもそうやと思うわ。洗あらうに洗えんかったんやろうね。洗ってまっさらにしてまう事は、そこに残った思念みたいなものまで消してしまうように思えたんやろう」

　唯一ではない、けれどただ一つだけ遺のこされていた形見。

　氷上さんだからではなく、恐おそらくご両親は他ほかの誰にだってこの靴を触らせなかっただろう。

　風化という汚れよりも人の手による穢けがれの方が許せなかっただろうから。

「先輩、夢路さん夫婦に他に子供は？」

「ウチも詳くわしくは知らんけど、たぶん居らんかったはずや」

　悲しい、ですね。

　言葉ではなく心で呟つぶやいていた。

　愛する我が子を失いながら、けどその遺体すら目にする事も出来ず、もしかしたら生きているのではないかという淡い希望とそんな事はあり得ないという絶望の狭はざ間まで、只ひた管すら遺のこされた半はん欠かけの靴を見つめ続けた四十年。

　それはどれほど苦しいものだったのだろうか。

　もし僕が今、志乃ちゃんを突然に失って。社会的に彼女の死が確定してしまったとして。

　それでも僕は彼女の帰りを待ち続けるだろう。

　六畳一間のこの狭い部屋の中で、あるいはアパートが潰つぶれて引っ越こす事になってしまったとしても、この場所で希望と絶望の狭間を揺ゆらぎながら待ち続けるだろう。

「これは間違いなく夢路ハナの靴？」

「間違いなくって……どういう意味や？　そりゃ夢路の家にあった遺品なんやから、本人ので間違いないやろ」

「そう……なら、もしかしたら打つ手があるかもしれない」

「え？　それってどういう事？」

「……問題は、何な故ぜ『夢路ハナ』フォルダの下層に他の事件があるのか」

　それは僕らへの問い掛かけではなかった。

　真っ黒な瞳ひとみには今、パソコンの画面以外に映うつっていない。

「氷上はフォルダやファイル名を細かく変更し整せい頓とんしている。ならば構造上、それらは全すべて関連したものであると考えるのが当然」

「ちょ、ちょっと待った。幾らなんでもそれは流石に……」

　だって発生した場所も時期も全て違う、全くバラバラの事件なのだ。

　関連している要素なんて一つも存在しない。

「いいえ。少なくとも一つだけ共通する点があります」

「共通している……？」

「全て八年間かん隔かくである事。夢路ハナは四十年前に死亡したとされている。誘拐犯関ケ屋一二三の事件が解決したのは三十二年前。次は二十四年前……」

「で、でも次のは十五年前だよ」

「死後一年経過していた。つまり、殺害されたのは十六年前という事になる。九年前の事件も、一年後に失踪している。そして恐らく付け加える事が出来るでしょう。今年、身元不明の女性の焼死体が発見されている」

　先輩達があのパーティーに参加していた理由だ。

「そうは言うけどな、シノシノ。こんなん、毎年起こっとる事件やで？　他にも探さがせば山ほど出てくるんとちゃうんか？」

「はい。だから『少なくとも一つ』です」

「他に共通する部分があるの？」

「それは、全て被害者が女性である事」

「待った！　関ケ屋一二三は男じゃないか」

「彼は加害者です。被害者は少女だった」

「せやけど、氷上が女やから同性の関かかわる事件を集めただけかもしれんやろ？」

「そういう条件で集めるのなら、もっと多いはず。貴女あなたの言った通り、こういった事件は決して少なくない。探せば幾いくらでも見つかるものをわざわざ八年間隔で集めて、尚なお且かつ一つのフォルダに纏まとめておく。これは普通じゃ考えられない」

「それは……そうかもしれんけど」

「氷上がどうしてここまで辿たどり着けたのかは分からない。彼女なりの調査の結果なのか、ただの直感なのか、それは不明です。けれど、氷上はこれらの事件に何かしらの繫つながりがあると信じた。その犯人が夢路ハナであると考えた。彼女に会いたいと、人生に触ふれたいと思った。そして───事実として、彼女は殺害されている」
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「予想以上に難むずかしいです」

　遅おくれて我が家へとやって来たトラさんは開口一番そう言った。

　ただでさえ狭い六畳一間の部屋が、彼の存在で更さらに圧あつ迫ぱくされているようだった。

　何となく、先輩の言う『暑苦しい』感が判わかるような気がする。

「なんやぁ？　自白作戦できたか？」

「いえ、奴やつは黙もく秘ひを続けています」

　留りゆう置ちされている雪野さんは取調べに対して、相変わらず一いつ切さい口を開いていないらしい。

　一番厳しい『安あん易いな自白』という作戦に出てこないだけマシではあるが、だからといって警察にとって有利に働くわけでもないだろう。

「最悪なのは裁判にさえ持っていけない事です」

「時間がないんやね。あと半日ほどで留置期限が過ぎる」

「現状では、起訴はほぼあり得ないと考えてください」

　現場の段階で状況的に犯ク人ロであっても、裁判の場では必ずしもそれが認められるわけではない。合理的な疑うたがいが積み重なって初めて有罪判決が下されるのであって、動機も何も分からないのでは起訴を見送るのは妥だ当とうな判断と言えた。

「物的証拠のほうはどうなんや？　拳けん銃じゆうの入手経路くらいは分かったんか」

「いえ、それが全くなんですよ。サプレッサーまで付いてるくらいですからそこらの路地裏で買ったとは考えられません。ですが雪野の周まわりにそういった違い法ほうな組織の影は全く見られないんです」

　流石さすがのトラさんもお手上げといった様子で首を振ふった。

「正直、調べれば調べるほど、雪野が犯人とは思えなくなってきます」

「アホな事を、防犯カメラの映像もトイレに他の出入り口がなかった事もちゃんと確かく認にんしたんやろう？」

「それは、もちろん。改めて現場を調べましたが、そんなものは絶対に存在しません」

「……恐おそらく雪野咲をどれだけ調べ上げても意味がないと思う」

「どういう意味だ？」

　それには答えず志乃ちゃんはトラさんに質問する。

「今から夢路ハナの実家に行って、十二時までに戻って来られますか？」

「それは……可能と言えば可能だが」

「なら、急いで彼女の靴を持って来てください」

「靴だって？　もしかして遺い品ひんのアレか？」

「はい。どうしてもそれが必要になる。何な故ぜなら夢路ハナがこの事件にどう関係しているのか、それについては証明出来ないだろうから」

「志乃ちゃん、それじゃあ！」

「けれど、雪野が氷上を殺害した動機については証明可能です」

「……いや、済すまんが意味が分からん。そもそも、俺達は最初からそれを調べてるんだぞ？」

「でも、私達はずっと夢路ハナの過去を追いかけてきた。それは間違いではなかったけれど、そこからでは何処にも辿り着けない。過去の出来事は、無視して構わなかった」

「あっ、それ！」僕はポンと手を打った。「真白ちゃんもそう言ってたよ。過去はあんまり気にしなくて良いって。それよりも現在を気にすべきだって」

　勢いそう言って、直すぐに僕はそれが失敗だと気づいた。

　志乃ちゃんが感情の消えた瞳ひとみを向けていた。

「……何い時つ、会ったの？」

「え？　あ、いや。そのぅ……」

　言葉を失った。

　普ふ段だんから無表情な彼女だが、だからといって無感情なわけではない。

　表現が希き薄はくで判別がとんでもなく難しいだけで、志乃ちゃんはちゃんと感情を持っている。

　だから、よく見ていればある程度は分かるのだけれど……それでもどうしようもない時はあった。

　それは志乃ちゃん自身が、意識的に感情を隠いん蔽ぺいしている時だ。

　そういう時はどんな角度で見ようが絶対に分からない。

　何を隠しているのか、何を考えているのか、何を感じているのか。

　その全てが黒い光こう沢たくの内に消えてしまう。

　そんな時の彼女は───かなり怖こわい。

　何かを隠しているのは、隠さなければならない感情があるからで、それがプラスだった例ためしはほとんどない事を知っているからだ。

「なんや、嫁よめに隠かくれて愛人と密会かぁ？」

「お前、愛人だと……っ」

「違いますよ！　ちょっと気になる事があったから話をしに行っただけですっ！」

「気になる事ねぇ」

「ニヤニヤしないでください、本当の事なんですから。ほら昨日の夜、志乃ちゃんは言ったでしょ？　この事件の犯人は真白ちゃんみたいだって。だからさ、その意味を聞きに会いに行っただけだよ」

「聞いたかトラ。よりにもよって夜中やで」

「これは完全に黒ですね。実刑確定です」

　ヒソヒソと、しかし確実に聞こえる声で話す二人。

　ってか、先輩はともかく、トラさんもノリノリですね。

　男同士分かり合えたと思ってたのに……この裏切り者ぉっ!!

「そんな事はどうでも良い。それよりも、アレとはあまり会わない方が良い」

「いや、志乃ちゃんが真白ちゃんの事、嫌きらってるのは知ってるけどさ」

「そういう事でもない。アレの中には『自己』しか居いない。他人が一切存在していない。だから必要になれば、何の躊躇ためらいもなく他人を切り捨てる事が出来る。どれだけ親しげにしていても、一切の迷まよいを持たない。感じない。事実として、彼女は既すでに大切な存在を自分の物にしている、非常に危険な存在」

　予想外の迫はく力りよくに言葉を吞のみ込む。

　志乃ちゃんは普段から真白ちゃんの存在を拒こばんでいるが、僕には決して危険な存在とは思えない。

　いや、ちょっとだけ噓うそだろう。

　彼女は僕にはまるで分からない世界を知っていて、たぶんとても大きな力を持っている。そういう意味で恐おそろしいと感じる部分はある。価値観が全く異世界の存在のような、志乃ちゃんとよく似た、けれど別種の危険さは感じていた。

　けれど、基本的には優やさしい子なのだ。

「あ～、詳しい話は分からんけど、その話は後にしようや」

「あ、はい。そうですね」

「せやけど、なんでそんな情報を黙だまっとったんや？」

「……え？」

「いや、シノシノの辿たどり着いた解答と真白の助言とが一いつ致ちしとったんやろ？　せやったら、アンタが今け朝さの時点でさっさとその事を話しとったら、シノシノの推理の助けになって、もっと早く分かったんやないか？」

「……ごめんなさい。すっかり忘れてました」

「うん、アンタはやっぱり実刑やね」

　トラさんも、志乃ちゃんも力強く頷うなずいた。

　分かってますよ。謹つつしんでお受けいたしますよっ。

「ですが、執行は後です。何にしても動くなら早い方が良い」

「せやね。トラ、今から行けるか？」

「それは勿もち論ろん、連絡さえ入れれば可能ですが……問題は、彼女の言っている事の信しん憑ぴよう性せいです。その靴を持ってくれば本当にそれで解決するのか？」

「確実とは言えません」

「だが、それでは────」

「恐らく、彼女の犯罪を全て証明する事は出来ない。理り屈くつ上、時間を掛かければそれらを明らかにする事はもちろん可能でしょう。けれど時間を掛ける事が出来ない。四十八時間の問題ではない。たとえ一時間であっても彼女を見失ってはいけない。そうなれば次に見つけられるのは八年後で、その時、雪野咲は何処にも居ない。アレはそういった類たぐいの怪かい物ぶつです」

　一息に語る少女に、僕らは混乱した。

　それはまるで意味の分からない言葉だった。

　志乃ちゃんが何を根こん拠きよに語っているのか、さっぱり分からない。

　ただ気になるのは、『怪物』という単語だった。

　その単語はかつて、真白ちゃんが志乃ちゃんを評したものと同じだった。

　そんな志乃ちゃんが今度は雪野さんをそう評する。

　なら、彼女は志乃ちゃんと同等の存在だというのか。

「けれど龍りゆうに逆げき鱗りんがあるように、彼女には確かに『弱さ』がある」

「弱点がある……という事？」

「逆鱗とはどれ程の英えい知ちを持ち温おん厚こうな龍りゆうであろうとも触れられただけで怒いかり狂くるい、正常な行動を採れなくなるもの。転じて、『弱点』であると言える。考えるべきは、私達の見ていた温厚そうな雪野が何故氷ひ上かみを殺害したのか。殺害しなければならなかった理由とは何だったのか。それこそが彼女の弱さであり、そして動機です」

「待て、待て待て。だから意味が分からない」

「全てを説明している時間はない。ただ、事件の起こった時と『同じ状況』を作りさえすれば彼女は必ず自白する。そこに逆鱗が在ある限かぎり、彼女は決してそれを避さける事が出来ないのだから。そのために、夢路ハナが残した靴が必要なんです」

「過去は関係ないんじゃなかったのか？」

「雪野が氷上を殺した動機が問題なのでは？」

　トラさんはたぶん分かっている。

　いや、先せん輩ぱいだって分かっているだろう。

　志乃ちゃんは今、煙けむに巻こうとしている。

　具体的な説明を渋しぶっている。

　何い時つものように相手を納なつ得とくさせうるだけの論理があれば、彼女はそれを口にする。

　その方が圧あつ倒とう的てきに楽な事を知っているからだ。

　なのにあえて逃げているのは、説明するだけの根こん拠きよを持たないからだ。

「トラ、どうする？」

　先輩の問いはトラさんに対する命令でも、お願いでもなかった。

　どうするべきなのか、警察官プロに判断を委ゆだねるものだった。

　トラさんはしばらく沈ちん黙もくした。

　それは正しい反応だろう。

　彼はこの瞬しゆん間かんに、自分が乗るべき車を選んでいるのだから。

　人生の中で幾いく度どと知れず訪おとずれる選せん択たく肢し。

　そこで人は誰も迷い、苦しむものだ。

　まして重い責任を背負う者ならばなお更の事に。

　けれど、トラさんはやがてハッキリと頷いた。

「分かりました、やりましょう」

　責任を背せ負おいながら、彼は立ち向かう事を選んだ。

　支倉志乃に賭かける事を選んだのだ。

　僕も先輩も同じ。

　だって志乃ちゃんの事を信じているから。

　そして、絶対に彼女だけに責任を負わせる気なんてないから。

　だから、さぁ───一いつ緒しよに立ち向かおう。

『人生』に。
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　事件のあったホールは、あの日の熱気もどこへやら、しんと静まり返って寒々としていた。なまじ広いだけその印象は強く、別の意味で場ば違ちがいのように感じてしまう。

　年末のこの時期、きっと予約だって入っていたんだろうな。

　まぁ殺人事件があったのだから、仕方がないか。

　警察は現場保存のために人を入れて欲ほしくないだろうし、利用客にしたってそんな場所でパーティーも何もないだろう。クリスマスにしろ忘年会にしろ、縁えん起ぎが悪いったらありゃしない。

　丸々ではないにせよ大きな損そん失しつを被こうむってしまった従業員さんの恨うらめしそうな瞳ひとみを感じつつ、僕らはホールの中心へと進んでいく。

　静まり返っているとは言っても、まったく人が居いないわけではなかった。

　ゆっくりと近づいていく僕の周りには志し乃のちゃん、鴻こう池のいけ先せん輩ぱい、そしてトラさんが居る。ホールの出入り口には制服姿の警官が立っていた。

　そして───ホールの中央。

　数人の警官に囲まれる形で、彼女は居た。

　僅わずかな揺ゆらぎも存在しない凜りんとした表情に、どのような嵐あらしにさえ打ち勝ちそうな姿勢。

　雪ゆき野の咲さきさんはその年ねん齢れいを感じさせない存在感で立っていた。

「こんばんは、皆みなさん。今夜はいったいどのような御ご用ようなのでしょう？」

　余よ裕ゆうの微び笑しように、志乃ちゃんは真っ向から立ち向かう。

「貴女あなたを打ち倒しに来ました」

「あら？　私を、ですか？」

　警察ではなく子供の志乃ちゃんが語りだした事に対する疑問はない。

　雪野さんもまた、最大の敵が誰であるかを理解しているのだろう。

　開始十秒の時点から既に戦いは始まっていた。

　もうこの時点から、僕では太た刀ち打うちどころか立ち入る事さえ許されないレベルの心理戦が開始されているのである。

「ここが貴女の結末おわりです」

「動機は見つけられたのかしら、お嬢じようさん」

「はい、もちろんです。貴女が何故犯行に及およんだのか、それを証明します」

　志乃ちゃんの力強い肯こう定ていに、雪野さんは反応しなかった。

　恐れるでもなく、けれど笑うでもなく。

　大した精神力だと思う。なんせ、ただ立っているだけの僕でさえ、心臓が張はり裂さけそうなのだから。

　ここへ来る前、志乃ちゃんは目の前の女性を追い詰つめるための論理を教えてくれていた。

　もしそれを知らないままなら、もう少し気楽な気分で天才である志乃ちゃんの姿を見ていられただろうに。

「今回の殺人事件の動機、それは貴女の過去に関係しています」

「私の、過去ですって？」

「いいえ、雪野咲ではありません。『貴女』です」

「……ごめんなさい、言ってる意味が分からないわ」

「氷上が何を調べていたのか、どんな記事を書くつもりだったのか。彼女のＰＣには非常に重要な情報が残されていました。それは『夢ゆめ路じハナ』に関かかわるものです」

「あぁ、またその人ですか。けれど残念ながら、私はそんな人、知りません」

「では関せきケが屋や一ひ二ふ三みは？」

「……残念ながら、記き憶おくにありませんわ」

「夢路ハナは今から四十年も前に増水した川に落ちて死んだとされています。ですが、それは事実だったのでしょうか？　彼女はそこで、本当に死亡したのでしょうか？」

　夢路ハナさんの死亡は法的な手続きの結果に過ぎない。

　状況的に死亡したものと見み做なされるだけの話で、遺体が見つかったわけではないのだ。

「誰も彼女の死体を見ていない。川に落ちるところを見ていない。つまり、それを証明するものは存在しないという事です」

「なるほど、面おも白しろそうな話ね」

「夢路ハナがもし死亡していないと考えるのなら、果たして彼女はどうして消えてしまったのでしょうか？　彼女は当時、僅わずか九歳の子供でした。家出で見つからないほど遠くに行けるような年齢ではありません。また、そもそも彼女には家出する必要はなかった。何故なら劇の主役が決まっていたのだから。わざわざ教師を味方に引き入れるほど熱心にその役を狙ねらっていたのに、その直後に自分から居なくなるなんて考えられません」

「まったく、道理だわ」

「自分から消えたのではなく死亡したわけでもない彼女が何処へ行ったのか。考えられる可能性は一つ。つまり、誰かに強制された───そう、関ケ屋一二三に。彼は少女を誘拐し殺害する凶きよう悪あく犯はんでした。その犯行には計画性がなく、たまたま見かけた相手を狙ねらうというものでした。そして夢路ハナもまた、学校からの帰り道に関ケ屋一二三に襲おそわれた。そう考えれば突然消えた理由も死体が見つからない理由も説明できます」
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「だとしても、既すでにその犯人によって殺害されているのではないかしら？」

「ところが、関ケ屋一二三が誘拐したらしい少女の内、何人かは死体が発見されていないんです」

　母親の証言から被害者は五人以上いたはずなのに、遺体が発見されたのは三人だけだった。

「そこで夢路ハナがどんな体験をしたのかは私には分かりませんし、そもそもどうでも良い事です。ただし、そこで彼女の精神を大きく変へん革かくする事件があったのでしょう。激しい暴行とそれに対する恐怖の中で、人はその精神を分ぶん離りさせようとします。ダメージを受ける自分とそれを俯ふ瞰かんする自己とを切り離はなす。あるいは受けている苦しみが夢であると思い込む。他人の所せ為いにする。そうして愚おろかしくも脆ぜい弱じやくな人格を守ろうとする。けれど、夢路ハナはそうしなかった。強力な『自己』を持ちその全てを受け入れ、その上でなりたかった、なれなかった姿を目指した。己を守るのではなく───夢路ハナに固こ執しつするのではなく、変革させる事を選んだ」

「……ごめんなさい、言っている意味が分からないわ」

「簡単な事。自分を解体してしまえば、そこに在るのは自分ではない他人です。そして自分とは何なのかと言えば、それは形であり立場であり名前です」

　日々成長し変化していく肉体。

　細さい胞ぼうは誕生と死を繰り返していく。

　その中で、今ここに居る僕と十年前の僕とでは全くの別人なのだ。

　なのに、『僕』という人格はそれでも連続した意識を保もち続けている。

「夢路ハナが学芸会で演じたいと望んでいたシンデレラと同じです。あの物語で魔ま法ほう使いや小鳥に助けられ幸せになった女性は『シンデレラ』ではない。その名は『灰かむりの娘むすめ』という意味の言葉であって、本名ではない」

「……だから、何なのかしら？」

「大きな意味はありません。問題は、多くの人がその本名を知らない、という事実です。多くの人が知らない、それはつまり多くの人が興味を示さない事。だから調べないし考えない。気付くはずもない。名前が本当のものであるかなんて考えない」

　シンデレラと呼ばれていた女性は存在するが、シンデレラなんて女性は存在しない。

　しかし誰もが彼女の事をこう呼ぶのだ。

　シンデレラ、と。

　この不自然さに気付けた人がどれだけ居るだろうか。

　どうして誰も彼女の本名を呼ばないのか。

　どうして誰も、彼女の本当の名前を呼んであげないのか。

「氷ひ上かみ花はな緒おは他に三つの事件を調べていました。どれも遺体は見つかっているものの身元が判明していない殺人事件です。氷上はそれらのファイルを『夢路ハナ』のフォルダに纏まとめていました。これはどういう意味なのか。それらが一つの纏まった事件だからではないでしょうか」

「一つの、事件……ですって」

「そう。一いつ貫かんした人生。即すなわち、夢路ハナは四十年前から生き続け、今も他人に乗り移うつりながら暮らしている」

　志乃ちゃんはそうして、細い指先で、ただ一人の『犯人』を指し摘てきする。

「このようにして」

　指し示されたのは、もちろん雪ゆき野の咲さきだった。

「ふ、ふふっ。面おも白しろい作り話ね、お嬢さん」

　雪野さんは笑いながら拍はく手しゆした。

「貴女あなたはお話を作るのが好きみたいね。けれど、駄だ目めよ。もっとよく考えなければ」

「どういう意味でしょうか」

「どういう意味も何も、そんなのはただの想像じゃないの」

　笑いながら彼女は周りに立つ大人達へと視線を向けた。

「もしかしたら、なんていう想像だけで何の根こん拠きよも証しよう拠こもない。夢路ハナという女の子が生きていた事の証拠もない、誘ゆう拐かい犯はんの下もとから逃げ出せたのかどうかもハッキリしない。その後も次々と人を殺した？　果ては私がそうだ？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい子供の妄もう想そうではありませんか！」

　嘲ちよう笑しようする彼女の顔は勝ち誇ほこっていた。

　それは、別に間違っちゃいないだろう。

　実際、言っている事は全すべてにおいて正しい。

　志乃ちゃんの語った事はどれもこれもがただの想像で、何の根拠もない。

　───正まさしく、勘かんだ。

　馬鹿馬鹿しいと嗤わらうのは当然。

　こんな妄想で追い込めるような相手なら、防犯カメラの証拠の時点でとっくに自白しているだろう。

　これは人生の戦いだ。とある一人の、数すう奇きな運命を辿たどってしまった少女が積み上げてきた全てと立ち向かう戦いだ。容よう易いな事では決して崩くずれない。揺らがない。

　誰にも打ち破る事は出来ない。

　だけど───残念な事に。

　雪野さんにとっては本当に残念な事に。

　目の前に立つのは支倉志乃なのである。

「これで、話は全部でしょうか？　退たい屈くつなばかりの二日間でしたが、最後の最後で少し楽しませてもらえました」

「本当に……妄想でしょうか？」

　これで終わりではない。

　終わるはずがない。

「……どういう事？」

「夢路ハナと今の貴女とを繫つなぐ『鍵かぎ』は、本当に残っていないんでしょうか？」

　さぁ、ここからが本当の勝負だ。

　僕は頰ほおが引き攣つるほど顔面に力を入れた。

　感情がダダ漏もれな自分を知っているからこそ、僅かな変化も生まれないようにと。

　志乃ちゃん曰いわく、『絶対に引っ掛かる』という事だったけれど、それでも不安は消えない。

　なんせ、とんでもない賭かけなのだから。

「そんなもの、あるはずがないでしょう？」

「いいえ、四十年の月日を乗り越こえる方法はあります」

　そう言って、志乃ちゃんは差し出した。

　片方だけ残された、運動靴。

　汚れ、風化した、それ。

　トラさんが持ち帰ったそれを掲かかげる。

「これを、何ど処こから持ってきたかは分かってますよね？」

「それ……いえ、何かしら？　さっぱり分からないわ」

　どうしてそれがあるのだろう。

　そんなもの、残っているはずがないのに。

　彼女の表情に恐おそれが走るのが見えたような気がした。

「夢路ハナと貴女との同一性を証明する方法は簡単です。指し紋もんを確かく認にんすれば良い。本来ならＤＮＡの方が確実なのでしょうが、四十年前のものが完全な形で残っている可能性はあまり高くはない。指紋に関しても、これまでの間に様々な人に触ふれられてきたわけですから、絶対的な証拠とはなり辛づらい」

「だ、だったら……っ！」

「けれど、一つだけ絶対に本人以外にあり得ない指紋が残っている場所がある」

　ちょっと考えて欲しい。

　自分以外に絶対触れる事のない場所を。

「そ、そんなの分からないでしょう？　だってほら、何かの拍ひよう子しに触れてしまったとか、そういう事だってあるわけだし────」

「指は何本ですか？」

「は、はあ？　そんな、そんなの十本でしょう！」

「いいえ、二十本です。足にも指はありますから」

　そう、それが答え。

「この靴は貴女の事を忘れないようにと当時のまま、洗われる事もなく残されています。四十年間もずっと。つまりこの中には、誰の手も触れないまま、貴女の足の指紋が残っている」

　手と同様に、足の指紋も個体差が出る。

　それは同一のものがほぼ見つからない、完かん璧ぺきな個人証明だ。

　しかも通常、他人の靴を履はく事なんてあり得ないのだから、洗われていない運動靴に残されているのは間違いなく夢路ハナさんのものである。

　完璧な論ろん旨し、完璧な物的証拠。

　状況証拠しかない事や動機の不ふ備びなんて全すべて吹ふき飛ばすだけの破は壊かい力りよくを持った明確な解答だった。

　だが───それだけでは落ちない。

「あ、あはははははははっ！」

「何が、おかしいんですか？」

「良いじゃない。幾いくらでも調べてみなさいな」

「何な故ぜ、笑うんですか？」

「だってそんなもの、何の意味もないのだからっ」

「何故、貴女はそれが無意味である事を知っているんですか？」

「だってだって、靴くつ下したを────」

　彼女はそう言った。

　ついに───いや、本当に、言ってしまった。

　遅おくれて彼女自身も気づく。

　最初から分かっていた僕でさえ、信じられない思いだった。

　これほど上う手まく嵌はまるなんて。

「……あ、いや……そんな。う、噓うそよ、今のは……違う、違うの」

　ガクガクと病的に震ふるえながら、否定を繰くり返す。

「そうよ。ほら、だって普ふ通つう、靴下を履いているもの……」

　これは失言なんかじゃない。

　言わざるを得なかったのだ。

　完璧に、志乃ちゃんの予よ測そく通どおりだった。

　志乃ちゃんは言った。氷上さんを殺害した事こそ、彼女の弱さなのだと。

　彼女には氷上さんを殺す必要なんてなかった。何故なら、氷上さんがどんな記事を書こうとも無視して、これまで通り新しい『自分たにん』になれば良かったのだから。

　あの殺人は、完全に無意味なリスクだった。

　だが彼女は、氷上さんを殺害した。

　その理由はいったい何なのか。

　簡単な事───それが逆げき鱗りんだから。

　冷静ではいられなくなる、弱点だから。

　自分が夢路ハナである事実を誰かに知られたくなかった。

　いや、誰かじゃない。

　他の誰よりも、きっと『自分』に知られたくなかったのだ。

　己おのれが夢路ハナである事実を、その過去を取り戻もどしたくなかった。

　だって夢路ハナは、関ケ屋一二三の下もとで……苦しみを受けたのだから。

　それが彼女にとってのトラウマ。触れてはいけない、思い出してはいけない絶望。

　だから、彼女はどうしてもその事実を否定しなければならないのだ。

　何があっても、殺してでも隠し通さずにいられなかった。

　故ゆえに、もし彼女と夢路ハナを関連付ける決定的な証拠が出てきたとしたら絶対に否定するだろうし、そこに穴を見つければ、絶対に黙だまっている事が出来ない。それが彼女の弱さだから。何があっても絶対に口に出す。

　意い地じ悪わるな質問をした時と同じだ。

　雪野咲は夢路ハナである事を絶対に否定する。

　否定し続ける。

　志乃ちゃんが、読み勝ったのだ。

「最初に言いました。私は、貴女が氷上を殺害した動機を証明する、と」

　夢路ハナさんの過去なんて関係がない。

　だってそれは証明のしようがないのだから。

　志乃ちゃんが言った通り、真白ちゃんの助言通り。

　過去に拘こだわっても仕方がない。

　何よりも考えなければならなかったのは、今現在生きている、つまりこれからも生きていける彼女が、何故氷上さんを殺す必要があったのか。

　その動機こそが、彼女の終わりだった。
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　ようやく終わった。

　そう安あん堵どの息を吐はいた僕ぼくの耳に悲鳴のような声が届いた。

「ち、違うっ！」

　引き揚げようと腕を摑つかむ警官を振ふりほどいて夢路ハナさんは叫さけんでいた。

　全身全ぜん霊れいで否定していた。

「違う！　私は夢路ハナなんかじゃない！」

「言い訳は署しよで聞かせてください」

「言い訳なんかじゃないわ！　だいたい、どうやって証明するのよ!?　今の発言が裁判で何の証拠になるの？　その汚らしい靴からどんな証拠がでてくるのっ!?」

　追い詰つめられた犯人の最後の抵てい抗こう───と切り捨てる事が出来なかった。

　信じられない。

　ここまで来て、彼女の指し摘てきは目が眩くらむほど的確だったのだから。

「そうよ、貴女達は結局適当な言葉で取り繕つくろっているだけで、何の証拠も持っていないじゃない！」

　そうなのだ。結局僕らは、自白を得えたに過ぎない。

　しかしそれは裁判の場になれば引っくり返す事の出来る証言だ。

　一応この場の会話は録音しているそうだが、それでも難むずかしいだろう。

　彼女が何を言おうがどういう作戦を採とろうが、有罪を決定付けるだけの証拠とはならない。

　完璧だったはずの志乃ちゃんの策が崩くずれていく音がする。

　それを止めたのは、トラさんだった。

　巨きよ体たいが荒あれ狂くるう暴風のような夢路さんの前に立ち塞ふさがる。

「それは、これからじっくり調べていきますよ。貴女が夢路ハナである事さえ分かれば、時間さえあれば幾いくらでも証拠を見つける事は可能ですから」

「そ、そうだとしても！　そうならなかったらどうするの!?」

「それは貴女が考える事ではありません。貴女はただ、これ以上自分が不利にならないように発言する事だけを考えていれば良い」

「だとしても！　そ、そうよ、私がこれまで何人も殺して入れ替かわってたなんて、あんな荒こう唐とう無む稽けいな話を裁判でするつもりなのかしら？　あんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい話を！」

「時じ効こうになっている事件もありますから全てというわけではありませんが、少なくとも氷上花緒の殺人、九年前の放火殺人事件、この二つに関しては『それぞれ個別』に貴女に聞く事になるでしょう」

　再さい逮たい捕ほ、という言葉をニュースで聞いた事があるだろう。

　特定の容よう疑ぎによって逮捕された人が、その後、別の容疑で更さらに逮捕される事がある。

　これはたまたま逮捕された軽犯罪者が別の事件を自白した時にも行われるが、それ以外にも、直すぐには立証の難むずかしい犯人を別の軽犯罪で引っ張った上で証言や証拠を集め、改めて本来の罪で逮捕するという使い方もあった。

　その利点は、拘こう束そくできる期間が増ふえる事だ。

　つまりトラさんは、ハッキリと宣せん告こくしているのである。

　裁判に行くまでに再逮捕する事で、証拠を集めるだけの十分な時間は用意できるのだ、と。

「少なくとも、貴女が雪野咲でない事を確かめるのは容易たやすい。自宅には必ず本人の痕こん跡せきが残っているものですから。貴女がたとえ証拠を消すための工作を行っていたとしても、我々は必ずそれを見つけ出し、貴女が雪野咲でない事を証明してみせます。今から、その時の言い訳を考えておいてください」

「そ、そんなの……そんなの、おかしいわ。いえ、けれど！　そうしたいのならすれば良い。それでも私は負けない。貴方達の圧あつ迫ぱくになど負けない！」

　笑う───彼女はそれでも笑う。

　しぶとい、いや、強い。

　なんという強固さ。

　挫くじけない、砕くだけない。

　圧倒的に追い詰つめられているはずなのに、それでも否定し続ける。

　普ふ通つう、例えばサスペンスドラマだったならば、ここまで詰め寄れば後は自動的に犯人が自白してくれるものだ。崖がけっぷちの上で、仰ぎよう々ぎようしくも全てを語ってくれるはずなのだ。

　追い詰められた犯人は、絶対にそうしなければならないのである。

　だが、ここに居る彼はん女にんはそれを拒こばむ。

　最後の最後まで抵抗を続ける。

　あるいは───裁判で有罪判決を受けたとしても？

　僕は、今更になって気づいた。

「関ケ屋一二三が、そこに居る」

　志乃ちゃんが言った、弱さの本当の意味を。

「見えないんですか、夢路ハナ。貴女の後ろに、ずっと立っているでしょう？」

　何故彼女がここまで否定し続けるのか。

「私には見えている、聞こえている。だから分かる」

　そうしなければならない理由───その強い原動力。

「貴女がどのようにして穢けがされたのか、その全てが」

　最悪の論理だ。

　これは、絶対に、許されない。

　ゾッとする。志乃ちゃんはここまで読んでいた。

　最後の最後まで夢路ハナさんが抵抗し続ける事を。

　だから───それさえも叩たたき潰つぶすのだ。

「な、何を言っているの……」

「関ケ屋一二三はまるで獣けもののような男です。欲望に対して忠実で、故ゆえに容よう赦しやなんて存在しない。拾ってきた玩具に愛情を注そそぐ事なんてなかった。貴女は何も分からないまま、その日のうちに穢された」

「そんなのは、知らない……知らないわ」

「思い出してください。可能なはずです。貴女の記憶が弱っていても、身体は今でも覚えている。その身に走る痛みを、その心を蝕むしばむ恐怖を」

「知らない！　知らない！　私は雪野咲で────」

「いいえ貴女は夢路ハナです。関ケ屋一二三によって誘拐され毎日のように暴行を繰くり返された夢路ハナです」

「違うわ！　違う違う違う！　そんなわけない、だって私は！」

「貴女は夢路ハナです。何故なら───こんなにも臭におうから」

「え……？」
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　その言葉に、彼女は震ふるえる腕を鼻に近づけた。

　……臭う。

　そんなはずはないのに。

　……臭う。

　あり得ない。

　……臭う。

　もう何年経たったというのだろう。

　……臭う。

　命からがら逃げ出して、自分は助かった。

　……臭う。

　なのに、そんなのあり得ない。

　……臭う。

　あり得るはずがない。

　……臭う。

　あぁ、でも、確かに。

　……臭う。

　気付けば臭うのだ。

　腕だけじゃない。

　身体中からだ。

「こんなの何かの間違いよ！　だって私は夢路ハナなんかじゃないんだから！」

　けれど、なら何故臭うのか。

　こうも臭くさいのか。

　鼻を摘つまみたくなる腐ふ臭しゆうが溢あふれているのか。

　アイツの───関ケ屋一二三の精液の臭いが。

「違う……『コレ』は私のじゃない……」

「いいえ、『ソレ』は貴女のものです。たとえ幾いく度ど他人に乗り移ったのだとしても、ここまで生きてきた時間は、全て貴女のものです。貴女が過ごしてきた時間、そこで得た経験、そこで犯おかした罪、その結果としての権利も責任も、悦よろこびも苦しみも。その全てが貴女のものです。他の誰もそれに触れる事は出来ない。誰にも模も倣ほう出来ない。奪う事なんて出来ない。それは、生しよう涯がいにおいて一貫されたもの。変化し続ける全すべての中で、生まれ落ちた瞬間から死ぬ時まで続く───人生、と呼ばれるものです」

「人生───私の、人生」

「貴女は最初から最後まで、確かに貴女だった」

　だからこそ。

「貴女はその痛みにおいと一生を共にしなければならないのです、夢路ハナ」
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「志乃ちゃんっ！」

　全てが、遅おそかった。

　僕がようやく制止に入った時には、全てが終わっていた。

　ぐらりと、夢路さんの身体からだが揺ゆれる。

　次の瞬間には、膝ひざから崩くずれ落ちていた。

　もうきっと、彼女は立ち上がれないだろう。

　いや、立ち上がれる可能性はあるはずだ。

　だが……それはずっと先の事になる。

「志乃ちゃん、どうして、あんな事を！」

　慌あわてて駆かけ寄った警察官達に夢路さんを任まかせ、僕は志乃ちゃんに詰め寄った。

　その小さくて見るからに脆もろい肩を摑つかんで乱暴にこちらを向かせる。

　あれは、今のは絶対にいけない事だ。

　完全無欠の反はん則そく技わざだ。

　無神経なんてレベルを遥はるかに超えた、最悪の方法だ。

　目の前の相手をただ叩き潰つぶすだけの───暴力なのだから。

「……あれ以外に方法がなかった」

「そうだとしても！　それは、言っちゃいけない事なんだよ」

　一人の可哀かわい想そうな女の子が居た。

　その子は普通に生活していて、ある日突然攫さらわれてしまった。

　犯人は残虐非道な男で───そこで暴行があった。

　そう、『暴行』なのだ。

　暴力的な行為全般を含む単語。

　けれど第ぼ三く者らはその中身を想像してはいけない。

　想像できたとしても、それを指摘してはいけない。

　具体的に口に出しちゃいけない。

　そのために『暴行』って言われているんじゃないか。

「君は今、酷ひどい事をしたんだよ」

「先ほども言った通り、他に方法がなかった」

「だからって……彼女だって被害者じゃないか！」

「同時に、彼女は加害者です」

「そうだとしても、これは酷ひど過すぎるっ！」

「いいえ。人はその人生に対して責任を負おう必要がある。彼女が歩んできた人生を背負わなければならない。その選択について、彼女は喜びと同時に苦しみを受けなければならない」

「それはこれから……裁判で決まるものだ」

「時効になった事件は？」

　息が詰つまる。

　言葉が、出てこなかった。

　吐はき出したのは意味を成なさない呼こ気きだけだった。
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「たとえそれが苦く痛つうを伴ともなうものであったとしても、彼女には夢路ハナであるという罪を背負う義務がある。彼女はこれまで、痛みを責任を切り捨てて生きてきた。他人に成り代わる事で、それらを避さけ続けてきた。けれど、そんな事は許されない。彼女には、己おのれの行動の帰き結けつを受け入れる義務がある」

「……それが、これだって言うの？」

　夢路さんは跪ひざまずき、僕らの声など聞こえないかのように言葉を繰くり返していた。

『違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う、違う』

　どれほど繰り返したって、もう意味なんてないのに。

　否定し続けなければ、彼女は自分を維い持じできないのだ。

　何故なら、夢路ハナは四十年前のあの日からずっと暗い闇の中で痛め続けられる、シンデレラだったのだから。

「雪野咲、いや夢路ハナ。氷上花緒殺害の容疑で、貴女あなたを逮捕します」

　あぁ、なんていう悲劇なのだろう。

　救いを与あたえてくれる魔法使いなんて何処にも居なかったのだ。
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　そうして、四十年間も他人の人生を渡わたり歩いた女性は逮たい捕ほされた。

　まだまだ裁判には程ほど遠とおい状況だし、そうなったとしても色々な問題がありそうだ。

　その最たるものが、被告人の精神状態。

「まぁ確かに、あれはちょっとやり過ぎやったね」

「どこがちょっとなんですか。完全にやり過ぎですよ」

　夢路さんの精神は、志乃ちゃんの追つい及きゆうによって壊こわれていた。

　いや、その言い方は正しくないのかもしれない。

　そもそも、とっくの昔に彼女は壊れていたのだ。

　魔法使いのいない世界の中で、彼女は死ぬはずだった。

　ただ、偶然なのか幸運なのか、それを乗り越こえてしまった。

　本来ならそこで終わっていたはずなのに、彼女は別の人間になる事で、ダメージをクリアしてしまった。

「変わっていける可能性があるってのは良い事なんですよね」

　僕は隣に座る先せん輩ぱいに問うた。

　二人きり、夜のワンコインパーキング。

　暗い車の中で、僕は自分の不安を吐はき出していた。

「そうやけど、なら責任を負うべきや。自分の人生に対する、な」

「結局、そこに辿り着くわけですか」

「うん。せやから、あんまり気にしなや？　だってそれは、誰かて抱いだく思いなんやから」

「それはもちろん、そうだと思いますけど……」

「シノシノ、髪かみの毛切っとったん気づいとったか？」

「え…………」

　いきなりの無関係な言葉に面めん食くらった。

「え、それって何い時つですか？」

　そんな質問に、先輩は「やっぱりな」と呆あきれた。

　志乃ちゃんの事は全部把は握あくしているつもりだった。

　もちろん全部っていっても『何もかも』という意味じゃない。

　しかし毎日顔を合わせているのだから、髪が短くなっていれば気づくはずなのだけど。

「いや、ちょっとだけ短くなっとったで。ほんのちょっとだけな」

「ほんのちょっとって、どれくらいですか？」

「前髪が八ミリくらい、後ろが二十ミリくらいかな」

「……ミリ単位ですかい」

　そんなもん、気づくはずがないでしょうが。

　後ろの二センチはともかく、前髪の八ミリなんてどうやって分かれと言うのだろうか。

「さて、髪を切ったんは何時でしょうか？」

「なんですか、その質問」

「答えはたぶん、あのパーティーのあった日や。そして！　そこからウチは一つの推理に辿り着いたわけなんやけど……聞きたいか？」

「断ってもどうせ聞かせるんでしょう？」

　もちろん、と先輩は頷いた。

「髪を切った理由は、アンタに一番可愛い姿を見せたかったからや」

「…………え？」

「髪の毛をちょっとだけ切って、最高の瞬しゆん間かんを見てもらいたかったんやろう」

「で、でも……そもそも僕らはあのパーティーに参加する予定がなかったんですよ？」

「予あらかじめシノシノは分かっとったんかもしれん。いや、そうでなくても、クリスマスに合わせたんかも。なんせ、髪は切ったその日よりも数日経たったくらいがベストな状態になるからなぁ」

「いや、それってどうなんですか？　推理じゃなくて、思いっきりこじ付けじゃないですか」

「うん。こじ付けやね。っていうか、ウチなんかじゃシノシノの気持ちなんて分かるわけないやろ。あの子の不思議さ不自然さ……それらの全てを把握する事なんて不可能や」

「だったらなんで……」

「せやけど、ここがウチの推理で一番のキモやけど────」

　鴻池先輩は全て把握しているかのような顔で言った。

「そう考えた方が楽しいやろう？」

　ニコリと笑うその表情は驚おどろくほど綺き麗れいで、僕は僅わずかな間惚ほうけていた。

　意味を理解した時にはもう、僕の顔も勝手に笑顔になっていた。

　この人は、なんて凄すごい人なんだろう。

　とんでもなく無む茶ちや苦く茶ちやな論理で、彼女が解決してくれたもの。

　僕の志乃ちゃんへの不安、不信。

　もしかしたら夜、眠れなくなっている事だって気づいていたのかもしれない。

　それを分かっていて、だからこそ遠い向こう側に行ってしまったように思える彼女の像を『こちら側』に戻してくれたのだ。

「そうですね、その方がずっとずっと楽しいです」

　色んな事を考えてしまう。

　考えたくない事ばかり考えてしまう。

　志乃ちゃんの容よう赦しやのなさ。何ど処こかに感じる凶きよう悪あくさ。

　胸の奥深く、自分でも探さぐれない場所に巣食った不安や恐怖と呼ばれる蟲むしは今もざわざわと身体を蠢うごめかせ、何か恐おそろしいものを生み出そうとしている。僕はそれを吐き出そうと何度も喘あえぎもがいているけれど、その度たびに『心の体力』を失っていくようだった。

　圧あつ迫ぱく感かん。

　閉へい塞そく感かん。

　締しめ付けてくる何かにやがては身動きさえ出来ず死んでいくのだと、漠ばく然ぜんとした予感があった。

　だが、先輩の言葉はそんな蟲を見事に打ち抜ぬいてくれた。

「ありがとうございます」

「ホンマに感謝しとるんか？」

「もちろんですよ」

「なら……クリスマスプレゼントはくれるんやろうな？」

「え？　あぁ、そうですね。もちろん用意しますよ。あ、ただし高いのは無理ですからね」

「別にそんなん求めとらんわ」

　アンタの懐ふところは把握しとる、なんてあっさり言われてしまう。

「せやから、その代わりにウチからのお願いを聞いて欲ほしいんや」

「な、なんだかそれって恐ろしいですね」

　もしかしたら物品を要求された方がマシだったのではないだろうか。

　なんとなくそう思う迫はく力りよくがあった。

「嫌いやなんか？」

「それは、要求にもよります」

「要求って言い方は嫌やなぁ。あくまで可愛かわいらしい乙おと女めのお願いですよ」

　う～ん、今突っ込んだらきっと殺されるんだろうなぁ。

　動物的な本能がそう警告していた。

「分かりました。仮にもお世話になっている先輩のお願いです。なんだって聞きますよ」

「そうか？　ほんならとりあえずゴムなしでバンジージャンプしてや」

「死ねと仰おつしやるかっ!?」

　こ、この人は……本当に恐ろしい人だな。

　もちろんあくまでただの冗じよう句くだって分かっているのだけど。

　実際、本人はただ今、絶ぜつ賛さん大だい爆ばく笑しよう中だ。

「あははは、ごめんごめん、噓うそや」

「分かってますよ。ってか、本当でもやりませんよ！」

「そうか。ほんなら、今度こそ真ま面じ目めなお願いな？」

「なんですか？　高速道路で前転とか、そういうのですか？」

「ううん。そうやなくて、その……鴻こう池のいけ先せん輩ぱいって、そろそろ止やめんか？」

「……え？」

「キララって名前で呼んでや。その方が親しい感じやろ？」

　それは、冗句ではなかった。

　真っ直すぐに向けられる先輩の瞳ひとみは真しん剣けんだった。

　思えば出会った四月からこれまで、先輩はずっと近くに居た。

　毎日顔を合わせている『家族』の志乃ちゃんを除のぞいて、一番顔を合わせていた人だった。

　沢たく山さんお世話になった。

　ちょっとやそっとじゃ返せないくらいの恩がある。

　逆に沢山の迷めい惑わくも被こうむったりしたけれど。

　それでもこれまで、楽しく過ごしてこれた。

　先輩が居なかったら、絶対あり得なかった日々だった。

「……あぁ、えっと……その。キララ、先輩？」

「あはっ、先輩は付くわけか」

　笑いながら、どこか残念そうに溜ため息いきを吐つく先輩。

　それを見て慌あわてて言い直そうとするが、先輩は首を振ふった。

「ま、えぇわ。今年のクリスマスプレゼントはそれで十分やよ」

「あ、あの……」

「ゆっくり行こうや。慌てても仕方がない、恐れてもどうしようもない。迷いは何い時つだって存在しとって、後こう悔かいばかりが目立ってしまうのが人生や。せやけど、ウチらはここに居おって、ゆっくりであっても成長していける。だってほら────」

　その証しよう拠こに。

「これでまた一つ───なりたい自分になれたわけやからな！」

　そう言って大きく伸のびをした先輩の姿が、僕の眼めには輝かがやいて見えた。

　これからも彼女はなりたい自分になっていくのだろう。

　強い力で人生を、その夢の先へと進んでいくのだ。

　僕もそう生きられるだろうか。

　なりたい自分に向かって、進んでいけるのだろうか。
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「クリスマス・イヴってさ、クリスマスの前夜の事じゃない？　なのにクリスマスパーティーって言ったらだいたいイヴにやるんだよね。これってどういう理り屈くつなのかな？　何か微び妙みように間違ってない？」
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　盛り上がってる人達に聞いたら『空気を読め！』と顰ひん蹙しゆくを買う事間違いなしだが、生あい憎にくと隣に居るのは、そういう雰く囲う気きに拘こだわらない支倉志乃ちゃんだけだ。知らない、とあっさり切り捨てられただけで終わる。

「まぁ、別にどうでも良いんだけどね。先輩だったらきっとこう言うだろうし────」

「楽しければ良い」

「流石さすが、よく分かってる」

　僕は笑った。出来れば志乃ちゃんにも笑って欲しかった。

　というわけでクリスマス・イヴなわけだ。

　朝から二人で梅うめ田だまで出てウィンドウショッピング。カップルらしき男女が入り乱れる中、結局決められなかった──一応、決めている暇ひまがなかったと言い訳させてもらったが──志乃ちゃんへのプレゼントを一緒に選んだ。

　それまでには紆う余よ曲きよく折せつあった。

　僕の小学生の頃のクリスマスプレゼントなんてそこらの玩具おもちや屋やさんで買ったものだった。

　今からすれば安っぽく、けれど当時は大喜びなアイテムだった。

　だが、そんな記憶は何のあてにもならない。

　何な故ぜなら、相手は女の子なのだから。

　誕生日の時も散さん々ざん悩なやまされたが、女性へのプレゼントほど男を悩ませるものは存在しないだろう。

　結局、四時間以上街中を歩き回っていた。

　ちなみに、ファンシーショップで偶ぐう然ぜん、知り合いとも出会った。

『あれ、クロス君？』

『げっ！』

『クロス君も何かお買い物？』

『ち、ちげーよ馬ば鹿か！　べべべ、別に何だって良いだろ！』

『なんでそんな動どう揺ようしてるの？』

『動揺なんてしてねーよ！』

『そう？　あ、ちなみにね僕らはクリスマスのプレゼントを見に来たんだ』

『うえぇっ!?』

『いやぁ、恥ずかしながら何を買ったら良いのかさっぱり見当が付かなくってさ。こうして一緒に選んでいる最中なんだよ』

『ここでかっ!?』

『うんうん、分かってる僕は間ま抜ぬけな男で───って、あれ？　罵ののしらないの？　てっきり何時もみたいに馬鹿にされるものだとばかり思ってたのに』

『そんなのどうでも良い！　ここで買うのか、買ったのかっ!?』

『え……いや、まだ全然決まってないけど……』

『ここは駄だ目めだぞ！』

『駄目って、なんで？』

『いや、えっと……その、ここのは買っちゃ駄目なんだよ！　偽パチ物モンだったり特とく殊しゆなアレルギー物質が含ふくまれていたりするんだよ！』

『へぇ、そうだったの？　って、クロス君、なんか店員さんがちょっと形容できないレベルの凄すさまじい目でこっちを睨にらんでるんだけど……』

『特にぬいぐるみは駄目だ！　有害物質が基準値以上に含まれていたり夜中になると奇き妙みように踊おどりだしたり中身がモザイクなしには放送できない生なま暖あたたかくて臭くさくてヌラヌラした物だったりするんだぞ！』

『く、クロス君。だから店員さんが……ほら、腕まくりして肩かたを馴ならしてるよ！　うわ、しかも腕うで時計を拳こぶしに巻いてるよっ！』

『とにかくここのは駄目なんだ！』

『分かった。分かったから。落ち着いて───あれ？』

『分かれば良いんだ。って、なんだよ？』

『君が持ってるその紙かみ袋ぶくろ……』

『…………別に紙袋なんて持ってナイダロ？』

『いや、今いま更さら隠かくしたってバレバレだから。それってもしかしてここの……』

『か、紙袋なんてどこでも似たようなもんじゃねーのカナ？』

『でも思いっきり店のロゴが……』

『違うって言ってんだろ！　うるせぇ、馬鹿！』

『えーっと……』

『とにかくここで買うんじゃねーぞ！　良いな、絶対だからなっ！』

　そう言い捨てて走り去っていく少年に、僕は只ひた管すら混乱するしかなかった。

　結局、なんだったんだろう。やっぱりジェネレーションギャップってあるもんだな。最近の中学生が何を考えているのか、全然分からなくなっちゃった。

　なんて述じゆつ懐かいする僕に、志乃ちゃんはそれはもう、マントルにまで届きそうなくらい深い深い溜ため息いきで答えた。

　と、そんな事もありつつ三時ごろまであちこち回って、最終的に選んだのは銀ぎん細ざい工く風ふうのイヤリングだった。

　銀細工『風』なのは、純銀のアクセサリーなんて買えるわけがないからだ。出来れば二、三千円、どんなに高くとも五千円以内という予算では、貴き金きん属ぞくなんて考えるのもおこがましい。

　鴻池先輩が『あれくらいの歳としの子は可愛い系よりもちょっと大人びたのが好みなんやで』なんて実まことしやかに助言してくれたから選んだのだが、それが正しかったのかは分からない。

　それでも、志乃ちゃんは『ありがとう』とは言ってくれた。

　耳にぶら下がるそれを興味深そうに弄いじっている。たぶん初めてのイヤリングなのだろう。お洒落しやれに気を遣つかわない彼女は、今までほとんど装飾品を身に着けていなかった。だから違和感があるのかもしれない。

　そう、考えていた。

　だけどしばらくして、僕はそれが間違いなのではないかと気付いた。

　何故って───さっきからずっと、鏡の前を離れないのだから。

　更によく見れば、イヤリングを弄り続けている細い指は、それこそミクロン単位なのではないかと思うほどの精密さで位置を変えていた。

　キララ先輩は、志乃ちゃんが髪の毛を切ったのだという。

　僕はまるでそれに気付かなかった。ミリ単位なんて気付けるはずもない。

　だいたい、髪を切るという行こう為いは普段の生活の中で頻ひん繁ぱんに繰り返される行事であって、だからそれに意味があったのかどうかなんて誰にも分かりはしない。ただ長くなり過ぎたからなのかもしれないのだから。

　けれど、ふと思い出すのはあのパーティーのあった日。

　ドレス姿を誉ほめる僕に対して、微かすかな不ふ服ふくを返してきた姿を思い出す。
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　そしたら、もしかしたらって考えてしまう。

　ただの妄もう想そうかもしれないけれど。

　先輩の言った通り───その方が楽しいから。

　だから僕はいまだ動き続ける彼女の手を取って動かしてあげた。

　一番だと思う、その場所へ。

「うん、似合ってるよ」

「……そう」





＊　＊　＊






　そうして、夜。

　夕飯はお鍋なべだった。

　メインは何と蟹かにである。

　そう、あの硬かたい殻からに守られていて大きな爪つめがあって横歩きして泡あわを吹ふくアレである。しかも今回のは足が八本の奴やつだ。ボイル済ずみの冷れい凍とうだが千九百八十円もした贅ぜい沢たく品ひんだ。お野や菜さいなんかも合わせると三千円近い。

　我わが家の財政難は万年変わらない。

　まして、重大な出費もあった事だし、正月は大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　一応お金は下ろしてあるけれど……数の子は買えそうにない。

　巷ちまたでは数万円もするデパートのお節せちが流は行やりなのだそうだから、格差社会は深刻だ。

　嗚あ呼あ、我が負け組人生。

「ごめんね、志乃ちゃん。甲か斐い性しようなしで」

「……？　甲斐性なしなのは知っている」

　なんでだろう。

　この白はく菜さい、妙に塩しおっ辛からいなぁ。

「気にし過ぎない方が良いと思う」

「何が？　甲斐性なしの事？」

「……そうではなくて」

　志乃ちゃんは呆あきれた様子で首を振った。

　なんだ、盛せい大だいに涙なみだを流しながら必死に蟹肉を箸はしで穿ほじり出している男の姿が、そんなに滑こつ稽けいだというのか。

「酷く滑稽です」

「げふっ！　い、良いパンチもってるじゃねーか！」

「……そんな風に強がる必要なんてない、という事」

　強がるって……そりゃ強がってないとは言えないけどさ。

「貴方あなたは何か、余よ計けいな事を考えてる」

「余計って、随ずい分ぶんな言い方だね。僕の将来に関わる事なんだよ」

　そう、格差社会やら勝ち組負け組やらの問題は、僕にとって大きな悩なやみだった。

　なんせ将来どんな職に就つくのか、どうやって生きていくのか。

　その大きな問題に立ち向かわざるを得ない事件だったのだから。

「目指すべき場所があるのなら、そこを目指して進めば良い。それがないのなら、見つければ良い。見つからないのなら、ただ生きれば良い」

「なんだか随分と投げやりな言い方だね」

「そういう事じゃない。ただ、最終的に辿り着いた貴方が、なりたい自分でしょう？」

「…………」

　驚おどろいた。

　余りにも簡単に明めい瞭りように語ったその言葉が、僕にとってどれほどの意味があるのか、彼女は気づいているのだろうか。

　そこまで彼女は把握しているのか。

　今回の事件。

　なりたい自分になるためにあらゆる手段を使う。

　夢路ハナさんの人生。

　そんな生き方はきっと僕には出来ない。

　それを肯こう定ていする事が出来ない。

　甘あまい考え方だとか、リスクを恐おそれているだとか言われたとしても。

　それが正しかったとしても、だ。

　僕はそうやって……熱く、攻こう撃げき的てきに生きる事は出来ない。

　けれど、成功する人は皆みなそうやって生きているのだろう。

　百二十キロの車に乗って、他の誰かを蹴け落おとして生きていくのだろう。

　けれど志乃ちゃんは、そうして生きていった人生の果てが、僕自身がなりたいと思う姿なのだと答えてくれたのだ。

　ただ、真っ直すぐに生きていけば良いのだ、と。

「そうか、そうだね。僕にもちゃんと、夢があるんだ」

　将来の事をまだしっかり考えられるわけではない。

　けれど今現在、どうやって生きていくのか、それは分かっている。

　大事なのは過去じゃない。そして未来でもない。

　現在にこそ、眼を向けなきゃいけない。

　真っ直ぐにこのまま歩いていこう。

　志乃ちゃんの隣となりで、彼女と共に。

　辿たどり着きたいと思う、その場所へ向かって。

　そうして辿り着いた先に、きっと見つけられるだろう。

　なりたい自分になった僕と、その次になりたい自分の姿を。







　あとがき




　はじめまして、もしくはお久しぶりです。上こう月づき雨あま音ねです。

　シリーズ七巻を手にとって頂きありがとうございます。

　さて、早さつ速そくですが今回は作中で就職だとか将来の夢だとかについて語られていたりします。本作品を手にとって下さった貴方あなたは、既すでにその時点を通過された方もいらっしゃるでしょうが、これから進路を決定するという方は是非頑張ってください。

　かく言う私も就職活動を頑張りました。作中で登場する西中島南方にも行きました。一度道に迷って時間に間に合わなくなったりしました。面接では一緒に受けていた人が学生時代に取り組んでいた事でガチの感動小話をしてくれやがって、「それは反則だろ～」と陰いん鬱うつな気持ちになったりもしました。それでも諦あきらめきれずにフリーターしながら目指したのがこのお仕事です。昔からの夢であり、今現在も夢であり、なかなかに充実してます。が、物書きなんてお仕事は不安定であり、ましてラノベならなお更です。私はこの夢を選んだ責任を今後の生しよう涯がいの中で負わなければならないのです。

　今回はそういうお話です。皆様も是非、自分で責任を負える人生の選択を。

　さてさて、実は今回、作中における時期と執筆時期が思いっきりシンクロしていました。作品内時間が九月から始まって七巻の時点で十二月という、僅わずか四ヶ月間のお話なので、なかなかシンクロする事ってないのですよね。

　そう、たった四ヶ月なのですよね。志乃達がどれ程ほど濃のう密みつな時間を過ごしてきたのか、ここからも分かってもらえるのではないかと。変化の機会は間ま延のびして訪おとずれるものですが、変化そのものは瞬しゆん時じに行われるものなので、意図的に詰め込んでます。けど、ちょっと失敗したなぁと思わない事もなかったり。夏場の大イベント、水着回を華か麗れいにスキップしてしまった件については、お詫わびのしようもありません。

　とまぁ、それはともかく。丁ちよう度どクリスマスの時期だったわけです。じゃあお前もクリスマスを満まん喫きつしたのかって？　あはは、何言ってるんですか、クリスマスはもう何年も前から中止じゃないですか。嫌いやだなぁ、可お笑かしな事言って。あはははははははははは♪

　そんなわけで、クリスマスもお正月もずっとパソコンの前でした。いや、流石さすがに元日だけは昼間っからお酒を飲んでだらだらと過ごしてましたけどね。かずのこは現存する世界中のありとあらゆる肴の中で最高の一品だと確信しております。馬鹿みたいに高いですけど。ちなみに味付けよりも塩抜きしたものに鰹かつお節ぶしを振りかけて醬しよう油ゆで食べるのが好きです。更にお正月ネタを続けるなら、お雑ぞう煮にはお澄すましです。地域的には確か白味噌だったはずなのですが、私はどうにも苦手なので。

　さてさてさて、そんな時期外はずれの話はこれまでにして、最後に謝辞を。

　担当のＴさん。クリスマスプレゼントに原稿をねだってくるお茶目な貴女は本当に素敵だと思います。でも、クリスマスは中止ですからっ！　ってかむしろ私に何か下さい!!

　イラストの東条さかなさん。毎度素敵なイラストに感謝しております。コミックの方も近々発売だそうで、楽しみです。

　そして本作品を手にとって下さった皆々様。物語もそろそろ佳か境きようっぽいので、このままラストまでお付き合い頂けたらと思います。
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